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[image: リア充にもオタクにもなれない俺の青春]







　二次元が燃えていた。

　燃やしていたのは、同じクラスのオタク女子だった。

　時間帯は薄暗い宵よいの口、場所は人通りの少ない公園。そんな平和な日常風景には全然似つかわしくない、真っ赤な炎と、真っ黒な煙。

「あれ、ウチらの制服」

　俺と２人で帰宅途中だった、同じクラスのリア充女子が、指をさす方向に。

　そいつは、１人で佇たたずんでいた。

　ファンブックを、フィギュアを、タペストリーを、おっぱいマウスパッドを、頭上から叩たたき割わるように火の中へと投げ込んでいた。

「……おい」

「わひゃあぁっ！」

　俺に背後から声をかけられ、ビクゥッ、と跳ね上がるオタク女子。

　おそらく次に燃やそうとしていたんだろう。そいつの身体よりも大きな抱き枕を、胸に抱きかかえた姿勢で、硬直すること７秒。

「……おーい」

「りょ、りょりょりょ、りょーた氏？」

　ゆっくり、ゆっくり、こちらへと振り返る。

　その表情は、喩たとえるなら、アニメ「アイドルファイブ！」１期５話で自分の正体がアイドル研究部の部長であることが下級生のみんなにバレてしまった魔法少女みこみーのような、すごく引きつった笑顔だった。

　こいつが、どうしてこんな火遊びをしているのか？

　俺には全然わからない。

　それは、たぶん、俺がオタクじゃないからだろう。




　荒あら川かわ亮りよう太た、高校２年生。

　リア充ではない。

　オタクでもない。

　……いや、本当に、どっちでもないんだってば。
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　二次元に萌もえている。

　大きな声でそうアピールするのは、同じクラスのオタク女子だった。

　時間帯は、入学式が終わったばかりの、まだ明るい放課後。場所は部活の勧誘合戦が行われている、人混みの校庭。そんな非日常空間のカオスを加速させる、真っ赤なフラッグと、真っ黒なバズーカ。

　もちろん本物ではなく、コスプレ用の小道具である。

「反社道は、乙女のたしなみ～☆」

　アニメの台詞せりふを引用しながら、ドヤ顔でポーズを決めるオタク女子。

　俺はオタクじゃないからコスプレの良よし悪あしなんてわからないけど、素人しろうと目めにも凄すごいクオリティだと思う。風になびく旗も、肩に担かついだ砲も、それぞれ全長１メートルくらいあるだろうか。露出が多めのセーラー服や、銀髪ロングのウィッグも、実にいい感じだ。

　そして、何より、顔面偏差値が高い。

　元々かわいい顔をした人が、かわいいキャラクターの恰かつ好こうをしているんだから、そりゃ当然かわいいに決まっている。

「暁あかつきの地平線に、正義を刻むのだ～☆」

　この人の名前は、小お田た倉くら叶かな夢め。

　俺は密ひそかに《オタヒメさん》と呼んでいる。

　何故なぜなら、オタヒメさんは、いつも取り巻きに囲まれているからだ。

「あぁ～。かなめ氏、かわいいんじゃぁ～」

「ただでさえ天使のかなめ氏がヴェルヌというキャラと融合して女神に」

「尊い……、尊い……!!」

　ワイワイと囃はやし立たてる３人のオタク男子ズ。

「にゃはっ、ありがと～☆」

　満足そうに微笑ほほえむオタヒメさん。

　このやり取りをサウンドオンリーで聞くだけでも、なかなか厳しいものがある。ただでさえ許容範囲ギリギリなのに、今日は、完全に越えちゃいけない一線を越えていた。

　だって、オタヒメさん以外の３人もコスプレしているのだ。

　つまり、露出が多めのセーラー服を着ているのだ。

　二次元特有の、男の娘こ、などという素敵な生き物ではない。断じて、そういう訳ではない。ごく普通のオタク男子たちが、ペラペラした素材の衣装を身に着け、ヒラヒラとスカートを揺らしているのだ。

　……勘弁してください。せめてスネ毛は剃そってください。

　オタヒメさんのコスプレが見み目め麗うるわしい分、他の３人とのギャップが際きわ立だってしまい、全体としては実に異様な雰囲気を放っている。

　ただ、もしかしたら、そう感じているのは俺だけかもしれない。

「うわっ。すっげー」

「コスプレって、生で見るの、初めてだ」

　おそらく１年生と思われる男子生徒２人が、こんな会話をしていたから。

「ヴェルヌの人、クッソかわいい」

「逆に、６カチの他の３人、ちょっと酷ひどすぎない？」

「酷ひどいけど、みんな楽しそうだなー」

「うん。わかる」

　見た目は比較的リア充寄りなのに、オタク的な固有名詞がスラスラと飛び出してくる。

　そんな男子生徒たちの視線を、オタヒメさんは見逃さなかった。

「おっ？　おっ？　おっ？　新入生の人ですかな？　アニメとか、ゲームとか、好きな人ですかな？」

　フラッグを振り回し、バズーカの砲口を向けながら、男子生徒たちに急接近。もし本物だったら恐怖で身動きが取れなくなるだろう。もちろん偽にせ物ものなんだけど、『クッソかわいい』オタク女子がコスプレして迫って来たら、やっぱり身動きが取れなくなるよね。うん。

「だったら～☆」

　オタヒメさんは上目遣いで彼らを誘う。

「我々、ＯＴＡ団の同志になりませんかな？」




　俺が通う九十九つくも学園には、10年ほど前から、ちょっと変わった部活がある。

　ＯＴＡ団。

　オーティーエーだん、と読む。

　オタクの間で爆発的に流行（当時）した某アニメに影響され、１人の女子高生（当時）が、こんな部活を創ってしまったのだ。

　活動内容は、秋葉原を大いに盛り上げる、云うん々ぬん。九十九つくも学園から秋葉原までは15分もかからず着いてしまうので、言わんとすることはわからないでもないけど、冷静に考えてみるとやっぱり意味がわからない。

　平たく言えば、オタクの、オタクによる、オタクのための部活。

　オタク用語で言うところの、いわゆる謎部活である。

　この謎部活は、創設者がとっくに卒業してしまった今でも、元気に活動を続けている。入学式の日には、毎年、アニメのコスプレで勧誘を行うのが恒例行事だ。

　１年前は俺も新入生だったから、上級生からビラを受け取る側の人間だった。

　１年が過ぎ、上級生となった俺は、……もう一度、ビラを受け取ることになる。




　校庭では、サッカー部のリア充様がリフティングをしていたり、ダンス部のリア充様が縦に並んで時間差で回転したりしていた。新入生の注目を集めようと、色々な部活の人が、色々な工夫を凝らしている訳だ。

　そんな激戦区にあっても、ＯＴＡ団の注目度は非常に高かった。

　もうちょっと正確に言うと、女装コスプレの３人組を５秒以上見続けたら目が腐ってしまうから、みんなの視線はオタヒメさん１人に寄せられていた。

　よそ見をしていると、歩くスピードが遅くなる。減速したところを見計らって、すかさず、待ち構えていた他の部員がビラを手渡す。

　そういうシステムなんだろう。

　そういうシステムなんだろうけど、実際のところ、あまり機能していないようだ。

「おーてぃーえーだんでーす……。よろしくおねがいしまーす……」

　原因は、間違いなく、こいつ。

　少し離れた場所で、ひっそりとビラを配っているオタク女子。

　この学校の制服を、普通に、校則通りに、きちんと着用している。身長は低く、髪は黒い。特に目立つ恰かつ好こうじゃないのは確かに不利だけど、問題の本質はそこじゃない。

　まず、声が小さすぎる。

　あと、ビラを手渡そうとする相手の顔を見ないで、ずっと足元に視線を落としている。

　そんな体勢で腕だけ伸ばしても、なかなか受け取ってもらえない訳だ。

「おーてぃーえーだんで、あ、ありがとうございまーす……」

　受け取ってもらったとしても、追撃がない。お礼を言って、お辞儀をして、終了。新入生はビラを折り畳んで行ってしまう。

　この点、オタヒメさんたちは、

「ＯＴＡ団の同志になれば、何でもできちゃうよ～☆」

「ん？　かなめ氏、今、何でもするって」

「胸が熱くなるな」

「尊い……、尊い……!!」

「……えっと、あの、具体的に何ができちゃうんですか？」

「おっ？　おっ？　おっ？　興味が出てきた～？」

　多少強引ではあるけど、新入生を引き留めることに成功している。

　あちら側と、こちら側と、対照的な光景だ。

　だんだん不ふ憫びんに思えてきたところで、ずいっ、と俺の前にもビラが差し出された。

「よろしく、おねがいしまーす……」

　相変わらず、俯うつむいたまま、腕だけをこっちに伸ばして。

　無視するのもどうかと思い、俺はビラを受け取ってあげた。

「あ、ありがとうございまーす……」

「お疲れさまでーす」

「えっ？」

　ここまで来て、ようやく、顔を上げる。

「あ、りょ、りょーた氏？」

「……本当に気付いてなかったのか」

「ご、ごめん、ごめん。えへへへっ」

　照れ隠しのように笑う。その表情は、少しだけ、緊張がほぐれているようにも見えた。

　こいつの名前は一にのまえ奈な々な子こ。

　俺は密ひそかに《イナゴさん》と呼んでいる。

　何故なぜなら、イナゴさんは、３ヶ月ごとに「嫁」が変わるタイプの絵師だから。

「……今は、反こね描いてるんだな」

「う、うん。２期も始まるし」

　受け取ったビラには、新入生歓迎云うん々ぬんの文字と一緒に、ロリキャラ４人組が描かれていた。フラッグやバズーカは持っていないけど、この露出が多いセーラー服は、数秒前に見た覚えがある。

　アニメ「反社会的こねくしょん　～反こね～」に登場する「第６カチコミ隊」だ。

　原作ゲームはユーザー数１０００万人突破。アニメ１期の円盤売上10万枚超え。文句なしの人気コンテンツと言えるだろう。登場するキャラは１００人以上いるけど、この４人組は特に知名度が高く、にわかホイホイ、新参ホイホイとも呼ばれる。

　つまり、いかにもイナゴさんが描きそうなキャラだ。

「やっぱり、ほら、ね？　約束された覇権、だから、ね？　乗るしかない、このビッグウェーブに！　みたいな。えへへへっ」

「……なるほど」

　覇権。

　春夏秋冬それぞれの季節に、オタク界かい隈わいで最も流行したものを指す言葉。

　その季節の終盤まで評価が定まらない場合も多いけど、今期については、始まる前から反こね一択なんだろう。

「１年前の春みたいだな」

　そんなことを思ったので、そのまま呟つぶやいてみる。

　イナゴさんが、ピクッ、と反応したように見えた。

「い、いちねんまえの、はる」

「約束された覇権。ほら、ちょうどアイドルファイブの２期が始まるタイミングで、先輩たちがコスプレしてたんだよな、……男５人で」

「えっと、そ、そう、だったね。アイドルファイブの曲、歌ったり、踊ったり」

「正直、あれは、地獄絵図だったけど」

　スネ毛も処理していない女装男子５人組。

　無駄に洗練された無駄のない無駄な動き。

　思い出すだけで、苦笑いが込み上げてくる。

　いや、まぁ、当時は女子部員がいなかったから、仕方ないんだけどさ。

　あんなオタク男子だらけのＯＴＡ団に、オタヒメさんと、イナゴさんと、２人も女子部員が入った訳だ。よくよく考えてみると、なかなかの奇跡である。

　で、入部した後。

　オタヒメさんは、早速、自分もアイドルファイブのコスプレを披露した。どこから調達したのか知らないけど、先輩たちが着ていたペラペラの既製品よりも、数段クオリティの高い衣装だった。おまけにＯＰ曲の振り付けを完全に覚えており、動画を撮影して投稿したら、いきなり再生数５万回以上を叩たたき出だした。

　イナゴさんは、ひたすらアイドルファイブの絵を描いていた。ラクガキ、という名目で毎日１枚ずつ生産されるモノクロイラストは、線画も陰影もすごく綺き麗れいで、どう見たってラクガキなんかじゃなかった。推しキャラのみこみーだけは時々カラーイラストも描くようで、それを投稿したら、いきなりお気に入り登録数５０００ユーザー以上を叩たたき出だした。

　２人の活躍を眺めているだけで、ワクワクが止まらない。

　そんな日々が、去年の４月から６月まで、３ヶ月ほど続いていった。




「……んっ？」

　ふと見ると、イナゴさんの表情が暗い。

　今にも泣き出しそうな顔をしている。

「どうかしたのか？」

「えっ？」

「いや、なんか、しんみり？　しちゃってるから」

「あ、そ、それは、えっと、な、懐なつかしい？　うん、懐なつかしくなっちゃって」

「……まぁ、確かに、今となっては懐なつかしい話だけど」

　ノスタルジーに浸って涙を流すのは、きっと、感性が大人になった証拠である。

　その理屈で言えば、イナゴさんは立派な大人なんだろう。見た目は結構ちんちくりんで、第６カチコミ隊をそのまま高校生にしたような感じだけど。

　さて、そんな一人前のレディ様が、

「ね、ね、りょーた氏」

　意を決したように、ぎゅっ、と拳を握りつつ、俺の名前を呼んだ。

　謎の緊張が走る。

「かなめ氏も、わたしも、一緒のクラスになったでしょ？」

　九十九つくも学園では、２年生と３年生の始業式が入学式前日に行われ、そのタイミングで新しいクラス分けが発表される。

　俺は２年４組。

　オタヒメさんも、イナゴさんも、同じクラスだった。

「かなめ氏がいるところに、みんな、集まってくることが多いから、えっと、あの、４組が、ＯＴＡ団の、２年生の、たまりば？　そう、溜たまり場ばになると思うの」

　いや、部室があるんだから部室に行けば？

　などと口を挟む隙もなく、何やら切羽詰まったような顔でイナゴさんが続ける。

「だから、その、せっかくだから、……どう？」

「どう、って、何が？」

　ちょっと意地悪な返しだったかもしれない。

　次に何を言われるのか、大体わかってるくせに。




「りょーた氏、ＯＴＡ団に、戻ってこない？」




　ほら、予想通りだ。

「とか、言って、みたり。えへへへっ」

　照れ隠しのように笑う。その表情は、少しだけ、また緊張しているようにも見えた。

「……えーっと」

「あ、いや、その」

「……ごめん、無理」

　こういうときどんな顔をすればいいかわからないので、とりあえず、笑顔でお断りする。

「俺、オタクじゃないし」

「そ、そっか、そうだよね。りょーた氏、オタクじゃないもんね」

「だから、ＯＴＡ団のレベルには、ついていけないかな、って」

　数メートル先にいる第６カチコミ隊の姿を、俺は横目でチラリと確認する。

「反社会的ハラショ～☆」

「ふぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「うおおおおおおおっ!!」

「尊い……、尊い……!!」

　オタヒメさんは、ドヤ顔でポーズを決めていた。

　他の３人は、奇声を発したり、不思議なダンスを踊ったりしていた。

　あれがＯＴＡ団だ。

　あれがオタクだ。

　俺には、とても、ついていけない。

　自分がオタクであると信じて疑わず、ＯＴＡ団に入部届を出してしまった１年前の自分は、あまりにも世間を知らなかった。井いの中なかの蛙かわずだった。

　高校生活１年目を終えた今の自分なら、はっきりと断言できる。

　俺はオタクじゃない。

　あの輪の中には入れない。

　謎部活の一員には、なれなかった。

「……悪いな。ビラ配り、頑張れよ」

「あ、う、うん。ありがと。えへへへっ」

　俺と、イナゴさんは、互いに笑顔で別れを告げる。

　いつまでも立ち止まって、オタク女子と話し込んでいる場合じゃない。

　待ち合わせ時刻まで30分以上あるけど、そろそろ待ち合わせ場所に向かっておきたい。

　高校生活２年目。

　心機一転、新たな挑戦。

　オタクになれなかった俺は、今年、リア充になることを目指すんだ。




　　　＊　＊　＊




　今の時代、東京の一般的な高校では、オタクとリア充がクラスの二大勢力となる。

　昔、それこそＯＴＡ団が設立される前の時代は、オタクがスクールカーストの底辺に位置付けられて、リア充に人間扱いしてもらえなかったらしい。この悪あしき風習は、田舎いなかだと今でも残っているところがあり、迫害されたオタクは生存権を求めて東京に亡命を図る。

　実を言うと、俺も、その１人だ。

　中学生活を過ごしたのは、アニメ不毛の地として有名な、静岡。

　アイドルファイブ２期の舞台なのに、１期も２期も放送せず、その代わりに「コロッケ大百科」という20世紀末のアニメが延々と再放送されている。再放送が最終回を迎えた翌週には、再々放送が１話から始まるのだ。意味がわからない。

　そんな僻へき地ちの中学校から、東京のど真ん中にある九十九つくも学園への進学。

　自分でも思い切った決断を下したと思うけど、理由の一つには、もちろん、ＯＴＡ団という謎部活の存在があった。

　オタクの、オタクによる、オタクのための部活。

　もう、これ、最高だよね？

　だって、俺はオタクなんだから。

　そう思って、

　入部して、

　少し経たって、

　俺はオタクじゃないし、ＯＴＡ団は俺の居場所じゃない、という事実に気付いてしまった。




　話を戻そう。

　今の時代、東京の一般的な高校では、オタクとリア充がクラスの二大勢力となる（再掲）。

　どちらかの両極に寄れば寄るほど、つまり、すごいオタク、すごいリア充、この２種類のどちらかに近ければ近いほど、青春を謳おう歌かできる仕組みだ。

　逆に言うと、どちら側でもない中ちゆう途と半はん端ぱな人間はダメ。静岡のオタクと同じように、健康で文化的な最低限度の生活が保障されなくなってしまう。

　で、俺は、２種類のうちオタクになる道を諦めてしまった訳だ。

　残った選択肢は、必然、リア充になる道しかない。

　……えっ、それ、何をどうすればいいの？

　頭の中で必死に考えた理屈は、残念ながらここで行き詰まり、打開策を見み出いだせないまま高校生活１年目が終わった。いよいよ青春終了のお知らせが聞こえてきて、60年くらい残っている余生を慎つつましく過ごす方法について考え始めた矢先。

　昨日、つまり、クラス替え初日のことだ。

　見るからにリア充っぽい男女混合の集団に、音もなく忍び寄り、自分も会話に参加できないかなー、なんて思いながら様子を窺うかがっていたら、

『明日カラオケ行くんだけど、来る？』

　突然、こんな誘いを受けてしまった。

　クラス替え直後の人間関係は案外フワフワしている。誰と誰と誰がグループになるか手探り状態だから、その過程で手違いも起きやすい。これまでリア充側にいなかった人間を、リア充だらけのカラオケに、うっかり誘ってしまうような。

　だけど、俺にとって、これはチャンスだ。

　自分がリア充側の人間になれるかもしれない、もしかしたら、最初で最後のチャンスだ。

　自分がオタク側にいた頃は、何かある度にすぐ「死ね」とか「爆発しろ」とか呪じゆ詛そを唱えてしまって、大変申し訳ありませんでした。

　反省します。

　心を入れ替えます。

　だから、俺も、仲間にしてくれませんか？

　昨日の夜、家に帰ってから、俺は必死に予習した。文明の利器スマートフォンを駆使して、あれこれ検索しまくった。一晩でできる準備には限界があるけど、それでも、やらないよりは数倍マシだろうから。

　そして、今日、俺はカラオケボックスに足を踏み入れる。

　精神状態は、新幹線に乗って九十九つくも学園の入学試験を受けに来た日と、ほぼ同じだった。




「♪この道はどこまで続くのか」

　現在１曲目。いかにもリア充っぽい男子が、いかにもリア充っぽい曲を歌い、いかにもリア充っぽい女子が、いかにもリア充っぽくタンバリンを叩たたく。

　この曲は「３代目ＧＲＥＡＴ　ＢＲＯＴＨＥＲＳ」というダンスグループの「Ｄ．Ｒ．Ｅ．Ａ．Ｍ」といって、男子高校生の鉄板カラオケソング、らしい。リア充の間では、そういうことになっているらしいのだ。

　動画サイトでＰＶも観みてきたけど、究極進化したリア充男子みたいな人たちが、メガシンカしたリア充女子みたいな人たちとパーリナイしていて、ちょっと怖かった。

「♪大空の下で[image: ～][image: ～][image: ～]」

「「「ＯＯＨ！　ＯＯＨ！　ＳＡＹ　ＩＴ！　ＯＯＨ！　ＯＯＨ！」」」

　えっ、いきなり何？

　サビのところで、みんなが合いの手を入れ始めて、俺はビビった。

　合いの手を入れる、という行為自体は知っている筈はずなのに、全然違って聞こえる。

　オタクの場合、

『うー！　うー！　にゃー！』

　って感じで、客観的に見たら色々とアレなんだけどさ。

　リア充がやると、こんなにスタイリッシュで、こんなにチャラくなるんだな。

　……って、ボーッとしてる場合じゃない。

　俺も、入れなきゃ。他のみんなと同じように。

「♪風になって[image: ～][image: ～][image: ～]」

「「「ＯＯＨ！　ＯＯＨ！　ＳＡＹ　ＩＴ！　ＯＯＨ！　ＯＯＨ！」」」

「うー！　うー！　せー！　うー！　うー！」

　えっと、うん。間違ってはいないと思う。

　俺だけ若干ぎこちなかったような気もするけど。

　そうこうしている間にサビが終了。ブーチキチキッチ、ブーチキチキッチ、みたいなリア充感溢あふれる間奏が流れ、俺も一息つこうとした矢先。

　ふと見ると、皆様、両手を右斜め上に挙げていらっしゃる。

「はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]」

　ド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シ・ド的に音階を上げていく、謎の号令。

　皆様、リズム良く身体を揺らされまして、実に楽しそうでございますね。

「はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]　はーい[image: ←]」」

　あっ、今度は左斜め上が正解でございましたか。申し訳ございません、わたくしリア充式のカラオケは不慣れなもので、少々乗り遅れてしまいました。

　……つらい。

　どうにかこうにか１曲目が終わる頃、俺の精神は早くも限界が近付いていた。

「うぇ───い！」

「うぇ───い」

　リア充男子様はマイクを握ったまま、リア充女子様はタンバリンを持ったまま、謎の呪文とともにハイタッチを交わしていらっしゃいます。実に楽しそうでございますね。

　……いや、卑屈になってる場合じゃない。

　俺も、あの人たちと同じ、リア充になるんだから。

　まずは、個体を識別するところから始めようか。リア充の人たちってみんな同じような外見してるけど、実は、それぞれ違う名前を持った人間なんだぜ？

「いやー、ヤバいわ。２年４組サイコーだわ。永遠の絆きずな、生まれちゃった感じ？」

　歌い終わってスッキリした表情の、リア充男子様、改め、木きノ本もとくん。下の名前は思い出せないけど、とりあえず苗みよう字じで呼んでおけばいいかな？

「だねー、最初から盛り上がったねー」

　少し眠そうな表情の（タンバリンをずっと叩たたいてたし、本当に眠い訳じゃないと思われる）リア充女子様、改め、……えっと、苗みよう字じ、何だっけ？

　みんなから「メグ」って呼ばれてたから、下の名前は「メグ」なんだろうだけど、いきなり名前で呼ぶのは、うん、ない。そんな図ずう々ずうしさと紙一重の勇気があるなら、俺は、今頃、何の苦もなくリア充になっていた筈はずだ。

　ぬーん、むーん、思い出せない。なんか、こう、ウェーイ、って感じの苗みよう字じだった気がするんだけど。

「次、アラカワの番だよー」

「えっ？　あっ、……ありがとう」

　ウェーイさん（暫ざん定てい）がマイクを渡してくれた。

　俺の名前、覚えてくれてたんですね。ありがとうございます。こちらはあなた様の名前を忘れていて申し訳ありません。何と言いますか、俺、救いようがないでございますね。

　イントロが流れる。あぁ、もう、余計なこと考えてる場合じゃないや。

　俺が選んだ曲は「ＢｅｅＺｏｏ」の「メガトンソウル」。ちょっと古いけど今でも定番曲らしい。昨日ネットで調べてきたから間違いない。

　オタクがリア充とカラオケに来たとき、このアニソンはセーフ、このボカロ曲はアウト、みたいな発想になりやすい。俺は、これは危険だと思う。絶対に、確実に、１００％外さない曲だけを歌うべきだ。

　さぁ、始まるぞ。

「♪どれだけ頑張るんだい？」

　Ａメロ。

「♪結末ばかりに気を取られちゃって」

　Ｂメロ。

　……何だろう、この違和感は。

　歌詞が表示されている画面から目を離し、室内の様子をチラリと確認して、俺はその正体に気付いた。

　まず、１人ほど少ない。

　出入り口付近にいた筈はずのリア充男子（名前は忘れた）が消えている。そういえば、Ａメロの辺りでドアが開いたかもしれない。トイレか？　俺が歌っている間にトイレなのか？　いや、まぁ、生理現象だから仕方ないけどさ。

　次に、２人ほどイチャついている。

　さっき歌い終えた木きノ本もとくんが、隣のリア充女子（名前は忘れた）と一緒に、曲を予約するタブレット機器を覗のぞき込こんでいる。

「キノっち、次、これ歌おうよ」

「ん───、デュエット曲？」

「あたしとデュエット、嫌？」

「嫌か嫌じゃないかで言ったら、……全然ＯＫっしょ！」

「うぇ───い★」

　死ね。

　爆発しろ。

　……いけない、また呪じゆ詛そを唱えてしまった。

　いや、でも、待ってくれよ。あの２人は何なの？　付き合ってるの？　百歩譲って、彼氏と彼女の間柄だったら許そう。リア充同士の人間関係なんてちっとも把握してないから、俺が知らないだけ、っていう可能性も否定できない。だけど、木きノ本もとくん、他の女子とハイタッチしてたよね？　ウェーイさん（暫ざん定てい）とウェーイ（意味深）してたよね？　仲良さそうな雰囲気だったよね？　えっ、もしかして、俺の倫理観が間違ってる？　女子とハイタッチ、って結構すごいことじゃない？　片手が触れるだけで妊娠する世界だったら、両手が触れると双子が産まれちゃうんだよ？

　そこまで考えたところで、俺の視線はウェーイさんの方に移動する。

　ウェーイさんは、少し眠そうな瞳で、こっちを見ていた。１曲目と同じように、一定のリズムでタンバリンを叩たたいていた。

「♪夢じゃない　本当本当」

　サビの部分を歌いながら、俺は一つの結論に達する。

　違和感の正体。それは、みんなが、俺の方を見ていないことだ。俺の歌を聴いていないことだ。さっきは違っただろう？　テーブルの上にスマホなんか置いていなかっただろう？　何気ない仕草に、関心の度合いが現れるんだぜ？

　まぁ、相手の名前も覚えてないお前が言うな、って話だけどさ。

　そんな中に。

　１人だけ、天使がいて。

「♪独りでいいでしょう」

　サビもラストが近付いてきた。みんなで盛り上がるところだ。ＡメロもＢメロもサビも、ラスト一瞬の盛り上がりのためにある。逆に言うと、みんながトイレに行っていたり、曲を探していたり、スマホを弄いじっていたりで、その一瞬をスルーされてしまったら。全部台無し、というか、何のために昨日俺はこの曲をリピート再生しながら練習してきたの？

「♪そして輝く」

　みんな、頼むぞ？

　ここでスルーされたら、俺、下手へたすりゃ泣くぞ？




「♪メガトンソウル！」

「うぇーい」




　やったあああああぁぁぁぁぁっっっっっ！！！！！

　今、タンバリン叩たたきながら、はあああああぁぁぁぁぁっっっっっ！！！！！

　嬉うれしい。

　嬉うれしくて泣きそう。

　やっぱりウェーイさんは天使だった。ちょっと迫力は足りなかったけど、欲ほつしていたものを的確に返してくれた。それだけで、俺は、今、ここにいてもいいんだ、って思えた。胸が熱くなる。目頭も熱くなる。ウェーイさん、ありがとう。本当にありがとう。

　その後、都合４回ほど「♪メガトンソウル！」「うぇーい」を繰り返して、俺のターンが終了した。

「いぇ───い！」

「うぇ───い」

　充実感と爽快感に身を包まれ、ノリノリでウェーイさんとハイタッチを交わした俺は、

　……えーっと。

　ここで、ふと我に返る。

　今、自分は何をした？

　あまりにも当然のように、まるで双子を妊娠するリスクなんて一切存在しないかのように、女子とハイタッチを交わしてしまった。場の雰囲気に吞のまれて、流されて、大人の階段を一歩上ってしまった。

　今、俺が抱いている感情は。

　嬉うれしい、じゃない。

　怖い、だ。

　男女の手と手が触れ合うことを、リア充は何とも思わないんだ。逆に言うと、そこに何らかの意味を見み出いだしちゃってる時点で、リア充にはなれないんだ。

　人ひと喰くい部族は人ひと喰くいの習慣を疑問に思わない。それが彼らにとって当たり前だから。

　価値観が違いすぎることは、ちょっとしたホラーだ。

「アラカワ、どーかした？」

「……えっ、何が？」

　ウェーイさんは、少し眠そうな瞳で、口元を僅わずかに緩ませながら、

「いきなり真顔になるから、ここで告白されるのかと思った」

　ドキッとした。

　いや、図星とかじゃなくて。冗談なのもわかっているけど。それでも、ドキッとした。

「……は、ははっ、ないない」

　声が上うわ擦ずってしまう。

　何なんだよ。

　木きノ本もとくんとハイタッチした５分後に平気で俺ともハイタッチしてくれたり、告白とかそういう話題を出しながら眠そうな表情のままだったり、もう、本当に、何なんだよ。

　オタク基準で考えたら、これはビッチの所業だ。

　だけど、オタク基準で考えてはいけない。ウェーイさんはリア充で、俺も今年はリア充になろうとしていて、要するにリア充基準で考えなくちゃいけない。そして、リア充基準で考えたら、ウェーイさんは普通の言動しかしていない筈はずだから。

　……とりあえず、言えること。

　俺がリア充になるためには、まず、相当な意識改革が必要だろうな。




　　　＊　＊　＊




「俺はＪＲだから、ここで」

「僕もＪＲ」

「アタシもー。東西線はメグだけ？」

「……あっ、俺も、東西線」

「ウチと、アラカワと、２人だね」

「んじゃ、お疲れっした！」

「うん、また明日ー」

「うぇ───い！」

「うぇ───い」

　ウェーイさんは、ごく自然に他の男子とハイタッチを交わし、それから俺と同じ方向に歩き始めた。

　金曜の夜、午後７時半。東京の街は、とても賑にぎやかで、死にたみを加速させる。

　カラオケボックスで過ごした２時間は、既に記憶が曖昧だ。途中から、ただひたすら、早く終わってほしいと願っていたことだけは覚えている。知らない曲ばっかりだし、どこでどう盛り上がればいいかわからないし、俺以外の男女はすごく仲が良さそうに見えるし、何となく見えない壁を感じるし。

　ただ、ウェーイさんだけはフラットに見えた。

　俺に対しても、他のみんなに対しても、平等というか。俺がここにいてもいいんだ、と思わせてくれたのは、間違いなくウェーイさんだった。

　ウェーイさんマジ天使。

　そんな聖人の名前を未いまだに思い出せない俺は、はい、ちょっと意識が低すぎますね。

　えーっと、何だったかなぁ。いや、本当に、ウェーイ、って感じの名前だった筈はずなんだよ。ウェーイさん、ウェーイさん、

「……ウェーイさん」

「んー？」

　天使がこちらに振り返る。長い髪と、短いスカートが、春風に舞う。

「もしかして、ウチのこと呼んだ？」

　あれっ？　今、声に出てた？

　背筋がゾクッとした。心の中で勝手に変な呼び方してる、って、失礼だよね。不快感を与えかねないよね。天使にまで見放されてしまったら俺はどうするべきだろうね。うん、死ぬか。死のう。死ね。

　ところが、ウェーイさんの反応は、

「やっぱりそうだよね。ウケる」

　ウケていた。

　いや、別に大爆笑している訳じゃないんだけど。

「かみい、って読むんだよ」

「……えっ？」

「上かみ井い恵め久ぐ」

「……かみい、さん」

「メグでいーよ」

　良くないよ。

　それ、リア充専用の呼び方じゃん。

　俺、まだリア充じゃないから、そんな馴なれ馴なれしく呼べないよ。

「……わかった、そう呼ぶ」

　わかっちゃったよ。呼べないのに呼ぶって言っちゃったよ。何してんの、俺。

　とりあえず、今すぐ死ぬ必要はないらしい。ウェーイさんの本名もわかった。本来なら胸を撫なで下おろすところなんだけど、余計な返答をしてしまったせいで、ウェーイさんの適切な呼び方がない、という致命的なエラーを抱えてしまった。

　そこで俺が咄とつ嗟さに思いついた解決法は、可能な限り二に人にん称しようを避けて会話する、というコミュ障極まりないものだ。

「……あ、あのさ」

「んー？」

「今日は楽しかったね」

「そだねー、楽しかった」

「帰りは、えっと、東西線？」

「うん。頑張れば歩きでも行けるけど」

「そ、そうなんだ。近いね」

「んー、わりと近い」

　会話終了。

　ただでさえコミュ力がないのに、余計な縛りプレイまでしてるから、ひどい有あり様さまだ。

「っていうかさー」

「は、はい」

「アラカワ、歌、上手うまいんだね」

「……ありがとうございます」

「えっ、なんで敬語？　ウケる」

　自分でも、なんで敬語になったのかわからない。たぶん、同じクラスのリア充女子に褒められる、っていう経験が人生初で、ものすごく緊張しているんだろう。

　あっ、まずい。沈黙が３秒を超えようとしている。俺が何も言わないからだ。どうしよう、褒められたんだから褒め返せばいいのか、えっと、えっと、

「……そっちも、上手うまい、よ？」

「えー、それはない。さすがに自分が音痴なのは自覚してるし」

　褒めるところを間違った。

　確かに、ウェーイさんの歌はお世辞にも上手とは言えなかった。１曲しか、それもみんなで歌える曲しかマイクを持たなかった理由も、そういうことだろう。

　この状況は、非常にまずい。

　恋愛シミュレーションゲームで、明らかに間違った選択肢を選んで、案の定ひどい雰囲気になって、一直線にバッドエンドへ向かっている状況。そんな感じだ。ほら、ウェーイさん少し眠そうだし。スマホ取り出しちゃったし。

「あー、ごめん、ＢＩＮＥ返事する」

「……どうぞどうぞ」

　既読付けちゃったのかな。じゃあスルーできないもんね。

　メッセージアプリのＢＩＮＥは、リア充にとっての生命線だ。深夜だろうと、授業中だろうと、常に誰かからメッセージが飛んでくる。

　というか、リア充じゃない俺のところにも飛んでくる。

　学年単位とか、クラス単位とか、部活単位とか、そういう何十人も強制参加みたいなグループがあるから。

　一部の人たちしか発言しないけど、おかげで、一部の人たちがどれだけＢＩＮＥに張り付いているか察しがつく。当然、グループトークだけじゃなく個人的なトークもしまくってるんだろうし、そりゃ大変だよね。

　ただ、俺と２人のときにＢＩＮＥを開かれると、ちょっと悲しいです。

「……あのさ」

「んー？」

「歩きスマホ、危ないよ」

　俺が悲しいからスマホをしまってください、という訴えを、自分なりに最大限オブラートに包んで話した結果がこちらです。ご確認ください。

「危ない？」

「ほら、前を見てないと、赤信号に気付かず横断歩道を渡っちゃったり、向こうから来た自転車にぶつかったり、そういうリスクが高まるっていうか？　あと、今日は風が強いから、何か飛ばされてくるかもしれないし？」

「あー、なるほど」

　ウェーイさんはスマホから目を離して、




「じゃあ、ウチの身が危ないときは、アラカワが守ってくれる？」




「……えっ？」

　ちょっと予想外の答えが来ましたよ？

「男子は女子を守るもんなんだぞー。アラカワ、お前、オトコだろー」

　さっきまでスマホの画面をなぞっていたウェーイさんの指が、俺の方に伸びてきて、鼻先をツンツンしてくる。遠近感が狂った視界の奥で、天使がニヤニヤと笑っていた。
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　やめて。

　好きになっちゃうから。

　心臓の音がヤバいことになっている。血液がすごい速さで全身を巡っている。ちょっと、今のは、刺激が強すぎましたよ？

　いや、いやいや、落ち着け、俺。

　かろうじて残った理性が、警けい鐘しようを鳴らしている。調子に乗っちゃいけない。好きになっちゃいけない。罠わなだから。落とし穴だから。

　だって、悪いけど、ウェーイさん、リア充を通り越してビッチだもん。

　俺以外の男子にも、絶対、同じことを同じトーンで言ってるもん。

　見える。見えるぞ。ここで俺が勘違いしちゃったパターンの未来が。

　自分はもうリア充だと思い込んで、平気で「メグ」とか呼び始めちゃって、彼氏気取りみたいな言動が目立つようになって、向こうは全然そんなつもりじゃなかったから困惑されて、俺だけ省かれたＢＩＮＥグループとか作られて、そこで語られる内容を想像しただけでもう吐きそう。勘弁して。

「アラカワ、どーかした？」

　ウェーイさんは、少し眠そうな瞳で、口元を完全に緩ませている。

　この状況に何となく覚えがあり、次に言われる冗談も予想できたから、俺は、先回って、

「……こ、告白とか、しないから、安心して」

　というか、先走った。先走りすぎた。

　ウェーイさんは呆あつ気けに取とられたような表情となり、それから、

「何、それ？　ウケる」

　ウケていた。

「もしかして、ウチ、フラれた？　意味わかんない。謎なんだけど」

「……いや、その、別に、そういう意味じゃなくて」

「そういう意味以外なくない？　告白しない宣言、って。ヤバい、ちょー面白い」

「……あ、ははっ、どうも」

　俺は愛あい想そ笑わらいを浮かべることしかできない。

　俺がリア充男子だったら、どういう行動を取るんだろうか。何の脈絡もなくハイタッチとかするんだろうか。あるいは、ノリだけで本当に告白しちゃうんだろうか。仮に告白しちゃったとして、その後、気まずくなったりしないんだろうか。

　わからない。価値観が違いすぎる。

　ケラケラ笑っているリア充女子と、うまく笑えない非リア充男子の間を、突風がひゅるりと吹き抜けていった。




「んっ？」

　微かすかな異変を察知したのは、さっきツンツンされていた、俺の鼻だ。

「アラカワ、今度は何？」

「……煙臭くさい」

　ウェーイさんは一瞬キョトンとした後、クンクンと匂いを嗅ぎまわった。

「んー、言われてみれば」

「公園の方だな」

　今の突風が煙を運んできたとすれば、火元は風上の公園だろう。お花見をできるような木がないから、この季節は、あまり人が来ない場所だ。

「花火？」

「たぶん、違う。プラスチックが燃えるときの匂いだ」

「えっ、そんなのわかるんだ？」

　ウェーイさんの眠そうな瞳が、ちょっとだけ開いた。

「……俺、中学まで、静岡に住んでたんだよね」

「静岡かー。ウケる」

「静岡県民に失礼だぞ」

「あ、ごめん」

「実際、笑っちゃうくらい田舎いなかだったけどさ。監視の目も届かない山奥だから、産業廃棄物のトラックが来て不法投棄していくんだよ。あいつら、燃やしちゃいけないプラスチックも平気で燃やすから、煙がメチャクチャ臭くさいんだ」

「へー、そーなんだ。全然知らなかった」

　ウェーイさんが興味を持ちそうもない話題だったけど、感心したように頷うなずいている。意外と真面目なのかもしれない。

「でも、ここ、静岡じゃないよ？」

「知ってるよ」

　山の中じゃないどころか、山やまの手て線せんの内側だ。

「東京のど真ん中で、こんな匂いがするってことは」

「ことは？」

「……火事だったりして？」

「えっ、ヤバいじゃん！」

「いや、だけど、まさかそんな」

　そこにまた突風が吹いてきて。

　ウェーイさんのパンツが見えそうで見えなかった悔しさは一旦忘れて。

　煙の匂いが、さっきより、明らかに強くなっていた。

「本当に火事っぽくない？　どーしよ、んっと、１１９番？　あ、でも、とりあえず、どこで何が燃えてるのか確認しなきゃ！」

「そ、そうだね。確認しよう」

　気が動転しちゃってるウェーイさんに向かって、あえて反論する理由も勇気もない。

　ぶっちゃけ、本当に火災が起きてる可能性は低いだろうけど。

　……そんな風に考えていた時期が俺にもありました。
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　まず目に入ったのは、炎だった。

　薄暗い夜空に向かって、地表から勢いよく渦巻いている。林間学校のキャンプファイヤーみたいだ。ひとりキャンプファイヤー、とでも言おうか。

「あれ、ウチらの制服」

　ウェーイさんが指をさす方向に。燃え盛る炎の傍かたわらに。

　そいつは、１人で佇たたずんでいた。

　俺たちと同じ、２年４組のオタク女子だ。

　クラス替えしたばっかりだから、ウェーイさんは、まだ顔と名前が一致していないみたいだけど。俺は知っている。顔も、名前も、絵の上手うまさも。

「……イナゴさん？」

　思わず、その名前を口に出してしまう。

　数時間前、弱々しい声でＯＴＡ団のビラを配っていた、イナゴさんだ。

　その勧誘ビラに、第６カチコミ隊のイラストを描いた、イナゴさんだ。

　俺たちの存在にはまだ気付いていないようで、こちらに背を向けたまま、一心不乱に何かを燃やし続けている。

　少し近付いてみたら、それが何なのか、わかった。

　公式ファンブック。

　可動式フィギュア。

　Ｂ２タペストリー。

　おっぱいマウスパッド。

　次々と焚たき火びの中に投げ込まれているのは、全部、反こねのグッズだ。

「……えっ、なんで？」

　素朴な疑問が浮かぶ。

　何をしているのかは理解できたけど、なんでそんなことをしているのかが理解できない。

　古くなって、要らなくなったから、処分している？

　いや、だけど、まだ２期が始まったばかりだろう？

　今期の、約束された覇権、だろう？

　意味がわからない。

　意図を尋ねたい。

　あと、プラスチック製品を公園で燃やすな。

「……おい」

「わひゃあぁっ！」

　俺に背後から声をかけられ、ビクゥッ、と跳ね上がるイナゴさん。周囲に誰もいないと思っていたんだろう。驚かせちゃったのは悪かったけど、予想外の光景を目撃した俺は、きっとイナゴさん以上に驚いていた。

「…………」

　沈黙の数秒間。

　イナゴさんは、こちらに背を向けたまま、自分の身体よりも大きな抱き枕を、よいしょ、と持ち上げたところで時間停止している。

　ちなみに、抱き枕だから、ちょっとエッチなイラストだ。

　第６カチコミ隊のヴェルヌが、ロリキャラとは思えない妙な色気を感じさせる顔で、イナゴさんの肩越しに俺を見つめていた。

「……おーい」

「りょ、りょりょりょ、りょーた氏？」

　イナゴさんは、ゆっくり、ゆっくり、こちらへと振り返る。

　アニメだったら、ギギギギギ、という錆さびた機械みたいな音が鳴りそうだ。

「……どうも」

「ど、どど、どうも、です」

「質問していい？」

「ど、どど、どうぞ、です」

「何やってるの？」

「…………」

　イナゴさんは再び無言になる。

　あっちこっちに目を泳がせ、口を開こうとしてまた閉じて、みたいな挙動を繰り返した末に絞り出した答えは、

「や、やきいも？」

「４月だぞ」

　言い訳が下手へたってレベルじゃない。

　まぁ、ある意味、小ボケでワンクッションを挟んだようなものだ。空気が和んだところで、次こそしっかり質問に答えてくれるかと思ったら、

「し、し、４月の、春の、焼き芋だよ」

　開き直りやがった。

「ほら、あの、夏アニメでも、クリスマス回、やるでしょ？　冬アニメでも、水着回、あるでしょ？　だから、そういうことも、あると、思う、よ？　えへへへっ」

　笑って誤魔化そうとしているんだろうか。

　それは、さすがに、ちょっと無理です。

　イナゴさんの後ろでは、第６カチコミ隊の４人組が、仲良く手を繫つないで安らかな笑顔のまま炎に包まれドロドロに溶けていく。鬱うつ展開のラストシーンみたいな光景を前にして、クリスマス回だの、水着回だの、そんなことを言われましても。

「と、とにかく、焼き芋してたんだよ！」

　急に声が大きくなった。

「どこにも芋なんて見当たらないけど」

「そ、それは、全部食べちゃったんだよ！」

「……はぁ」

「あぁ～、美味おいしかった～。お芋さん美味おいしかった～。でも、もう、なくなっちゃったから、わたし帰ります！　夜だし！　暗いし！」

　完全に、勢いだけで押し切ろうとしている。

「じゃ、じゃあ、りょーた氏、また明日！」

　引きつった笑顔で、そんな捨すて台詞ぜりふを残し、イナゴさんは猛然と走り去ってしまった。

　……あの様子だと、たぶん、気付いていないだろう。

　明日は土曜だから学校がないことにも。

　自分が、抱き枕を、両腕でホールドしたまま走っていることにも。

「何なんだよ、まったく」

　イナゴさんの背中と、相変わらず肩越しに見つめてくるヴェルヌのだいしゅきフェイスを見送りながら、俺は溜ため息いきを吐はく。

　周辺に反こねグッズは一つも残っていない。サイズ的にも、あの抱き枕が最後だったんだろう。それ以外の、ファンブックとか、フィギュアとか、タペストリーとか、そういうグッズは全部炎の中だ。

　っていうか、せめて、火は消してから帰ろう？

　これ、俺が後始末しなきゃいけないよね？




「んと、アラカワ？」

　ウェーイさんが、おそるおそる、といった様子で近付いてきた。

　この距離なら、俺とイナゴさんの会話も聞こえていただろう。

「あの子、知り合い、なんだよね？」

「……あぁ、うん」

　俺もだいぶ混乱しているけど、リア充女子にとっては、本当に意味不明なことばかりだった筈はずだ。きっと、納得のいく説明を欲ほつしている。

　とはいえ、この状況、何から話せばいいのやら。

「……えーっと」

　自分自身も頭の中を整理しながら、俺が口を開いた、次の瞬間。

　２つの現象が同時に起こった。

　１つは、風向きが変わって、ウェーイさんの方に今日一番の突風が吹きつけたこと。

　もう１つは、

　パアァンッ！

「はっ？」

　炸さく裂れつ音。

　何が起こったのか、すぐには把握できない。なるほど、おっぱいマウスパッドが熱で膨張して爆発したんだな、という冷静な状況判断なんかできる筈はずもない。

　それどころじゃなかった。

　突風に煽あおられた火の粉が、ウェーイさん目がけて吹き飛んできたから。

「えっ」

　自身に迫る危機を咄とつ嗟さには認識できなかったか、ウェーイさんは、棒立ちのまま。

「危ないっ!!」

　考えるより先に、身体が動く。

　跳んだ。

　落ちた。

　無我夢中で。

「大丈夫か!?」

「う、うん、ウチは平気」

「……良かった」

　安あん堵どの息をついてから、ようやく、ウェーイさんの顔がとても近いことに気付く。

　それ以前に、位置関係がおかしい。

「……あっ」

　この体勢、知ってる。

　ラッキースケベの王道、うっかり押し倒しちゃったパターンだ。

「そ、その、ごめ」

　やらかした。

　これ、お約束通りの展開だと、押し倒されたヒロインが顔を真っ赤にしてビンタぶちかますよね？　つまり、俺、この後ビンタされるよね？　あっ、でも、ウェーイさんはリア充だし、オタク的なお約束とか関係ないのかな？

「ア、アラカワ」

　俺を呼ぶ声が、少し震えている。

　恥ずかしそうな様子じゃなくて、怯おびえているような様子だ。

　非リア充男子に押し倒されたとき、リア充女子が抱く感情は、恐怖。

　……やめてくれよ、そういう生々しい話は。ラッキースケベ、っていう単語から想起される夢と希望とロマンとファンタジーが、完全に萎なえちゃうから。

「平気なの？」

「平気って、何が？」

「だ、だって」

　ところが、恐怖の対象は、どうも俺本人じゃなさそうな雰囲気で。

「燃えてるし」

「……はっ？」

　他人に指摘されるまで、自分のことは案外気付かないものだ。非日常的な事件に巻き込まれて、極度の興奮状態にあるなら、尚なお更さら。

　そして、指摘された途端、事実を認識した途端、五感から遮断されていた情報が一気に脳内へと流れてくる。

　頭部の異常な熱さとか。

　毛髪が焦げる匂いとか。

「……あ、あ、あ」

　要するに、俺が、燃えていた。

「ぎゃあああああぁぁぁぁぁっっっっっ！！！！！」

　燃えてるよ、燃えちゃってるよ、どうすんの！　死ぬ！　焼けて死ぬ！　冗談抜きで、このままだと、俺は今日ここで死ぬ！　なんか、メッチャ熱いし、メッチャ焦げ臭くさいし、メッチャ赤い！　死んじゃう！

「アラカワ、あっちに池が!!」

「池!?　池ってことは、水!?」

　水があれば火は消えるよね？　火が消えたら死なないよね？　すごいじゃん！　俺、死なないじゃん！　水、すごい！　生命の源！




　そして俺は走る。

　生きるために、走る。

　公園の池に向かって、全力で、頭に火を灯ともしたまま。

　マッチ棒に手足が生えたら、こんな感じで走るかもしれないね。だけど、俺はマッチ棒じゃないから、火を消さないと死んでしまうんだ。ごめんね。

　たぶん、今までの人生で、一番速く走っている筈はずだ。

　まさに火事場の馬鹿力。

　それなのに、流れていく景色が随分ゆっくり見えるな？

　小学生時代に静岡で観みたアニメ（コロッケ大百科の再放送）とか、中学生時代に静岡で観みたアニメ（コロッケ大百科の再々放送）とか、かなり昔の記憶を突然思い出してるし。

　もしかして、これ、走そう馬ま燈とうってやつ？

　ヤバい。

　死ぬ。

　火を消さなきゃ死ぬ。

　生きなきゃ。

　生きるために、

　俺は、

　走って、

　走って、

　そのまま池に飛び込んだ。
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　シャンプーをするときに目を閉じる癖はないんだけど、今日ばかりは、固く、固く、目をつぶっていた。

　五感というものは、通常、視覚が８割、それ以外が２割。目という絶対的エースが常に活躍してくれるから、耳や鼻は適度にサボっていられる。こいつらが最も本気を出すのは、エースが機能しなくなった非常事態だ。

　したがって、今、俺は、視覚以外の四感がだいぶ研ぎ澄まされた状態にある。特に、嗅覚なんか、普段の１００倍くらい仕事をしている。

　……何が言いたいか、というと。

　このシャンプー、すごくいい匂いがします。

　リア充女子はいい匂いがする。その正体が何なのか、ずっと不思議に思っていたけど、ようやく判明した。シャンプーだ。リア充女子からふんわり漂ってくる香りを１００倍くらい濃縮したものが、今、俺の頭部から発せられ、俺の鼻び腔こうを刺激している。多幸感を覚えずにはいられない。

「アラカワ、ここに着替え置いとくよー」
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　脱衣場から、ウェーイさんの声。

　すりガラス１枚しか隔てるものがない距離で、自分が全裸になっている状況を意識すると、何となく気分が高揚してきた。

　ここは、ウェーイさんの家だ。

　毎日全裸になっている浴室だ。

　公園の池に飛び込んだ俺は、全身ズブ濡ぬれになってしまったから、シャワーを貸してもらうことになった。現場からここまで、徒歩20分くらい。濡ぬれたまま街を歩くのは色々つらいものがあったけど、電車やバスに乗るよりずっとマシだったことは間違いない。

「……あ、ありがとう。本当、助かります」

「気にしなくていーよ。あのまま放ほっとく訳にもいかなかったし」

「……放置されたら、確かに、詰んでた」

「でしょ？　それ、鬼じゃん？」

　クスッ、と笑う小さな声も聞き逃さない。目をつぶる効果、すごい。

「っていうか、お礼を言うのはウチの方だよ」

「……いいよ、お礼とか」

「よくないでしょ」

　良くないらしい。

「ウチを守るために、アラカワが燃えちゃったんだよ？」

「いや、まぁ、そうだけど、火はすぐに消えたし、やけどもしなかったし」

「確かに、やけどはしなかったけど」

　ためらいがちに、ウェーイさんが指摘する。

「アラカワの、髪が」

「……うん」

　風ふ呂ろ桶おけに溜ためたお湯を、ドバーッ、っと頭からかぶる。

　頑かたくなに閉ざしていた目を開き、鏡に映った自分を見る。

　……そこには、レゲエミュージシャンみたいな人がいた。

　アフロではない。断じてアフロではないけど、すごくチリチリしている。何というか、ジャマイカに強い憧れを持っている人、みたいな。

　良く言えばサラサラストレートヘア、悪く言えばペタンとした真っ黒直毛だった俺は、その面影を完全に消し飛ばしていた。大胆すぎるイメージチェンジだ。

「いやー、ちょうどよかったよ！」

「どゆこと？」

「俺、こういう髪型に憧れてたから！」

「えー、噓うそだ」

　はい、噓うそです。

　１秒もかからずに見抜かれてしまった。

「でも、ありがと」

「……何が？」

「何でもない」

　もう目を開いちゃったせいか、すりガラスの向こうでウェーイさんがどんな表情をしているのか、今ひとつ読み取れない。

「リビングで待ってるから、あがったら教えてね」

　それだけ言い残して、ウェーイさんは脱衣場を後にした。

　というか、何のために脱衣場まで来たんだろう？

　あぁ、そうか。着替えがどうとか言ってたな。

　……着替え？




　　　＊　＊　＊




「ごめんね、ウチの服なんか着せちゃって」

「……大丈夫」

「一応、それが一番サイズ大きかったんだけど」

「全然、大丈夫」

　リビングに移動した俺は、何を訊きかれても『大丈夫』しか答えない装置と化していた。

　この装置のスペックは以下の通り。

　頭部はモジャモジャしており、ほぐしたスチールウールを連想させる外見。焦げ臭くささは洗い流せたようで、代わりにシャンプーの残り香がが、リア充女子の香りが、ふわっ、と。そう、ふわっ、と、ね。

　首から下は、淡いピンク色のスウェットを着用。元々手足は長い方なので、どう見ても丈が足りない。全体的にピチピチしている。ただ、生地に伸縮性があり、素肌を包み込む柔らかい触感は心地よいものだ。

　なお、服の中身については、特筆すべき事項なし。さっきから心臓がバクバクと高鳴っていて、ちょっとした刺激でも壊れてしまいそうなので注意してください。以上。

「……えっと、俺が着てたものは」

「洗濯機で洗えるものは洗って、今、乾燥中。でも、制服はさすがにクリーニング出さなきゃ無理っぽくて」

「……洗えるもの、って」

「パンツとか」

　不意打ちだった。

　リア充女子の口から突然発せられた『パンツ』という単語に、俺は動揺を隠しきれない。

「乾燥が終わるまで、悪いんだけど、スウェット直じか穿ばきでガマンしてね。ほら、下着は、さ。ウチの、貸せないし」

　だーかーらー。

　そういうこと、ちょっとだけ恥ずかしそうに言うの、やめてもらえせんか！　こっちはもう大変なんですよ！　色々と！　抑えるのが！

　何なんですか、この状況は。リア充女子の家でシャワーを浴びて、リア充女子の服に着替えて、リア充女子が俺のパンツを洗っていて、もう、何なんですか。

「……そ、そういえば、ご家族は？」

「おかーさんは、今日も帰り遅くなるみたい。だから、問題ないよ」

　問題ない（意味深）。

　いや、わかってるよ。きっと本当に深い意味はないんだよね。こっちが勝手に邪推して盛り上がってるだけなんだよね。これ、オタクの悪い癖なんだよね。

「……ちなみに、お父さんは？」

「あー、いない。この家、おかーさんとウチの２人暮らしなんだ。男物の服があったら、それ着てもらったんだけどさ」

「……そ、そうなんだ。ごめん」

　不用意な質問をしてしまった。

　他人の家庭環境に軽々しく踏み込むべきじゃない。

　なんか、しんみりした雰囲気になっちゃったし、俺の気分まで盛り下がっちゃったし。

「で、さ。改めて、本当、ありがと。ウチのこと守ってくれたアラカワ、すっごく、かっこよかった」

「ど、どういたしまして」

「っていうか、ヤバいよ。してもらったことが大きすぎて、どんなお礼したらいいのか、全然わかんない」

「……いや、お礼なんて」

「あ、お礼っていうか、お詫わびなのかも。だって、ほら、ウチが余計なこと言ったから、守らなきゃいけない、みたいなプレッシャーかけちゃった訳じゃん？」

　余計なこと、って、

『じゃあ、ウチの身が危ないときは、アラカワが守ってくれる？』

　アレのことか。

「いやいやいや、それは違う。そんなの関係なく、勝手に身体が動いて」

「アラカワは優しいから、そう言ってくれるけど、でも」

「責任とか感じる必要ないよ。っていうか、責任を感じるべきなのは」

　すべての元凶は、

『や、やきいも？』

　あんなところで、あんなことをしていた、あいつだ。




「ニノマエナナコちゃん」

　フルネームを復唱した後、ウェーイさんは、しばらく沈黙する。

「数字の一って書いて、ニノマエ？」

「そうそう」

「あ、思い出した」

　眠そうな瞳が、ちょっとだけ開いた。

「あの子、クラス一緒じゃん！　２年４組じゃん！　うわー、なんで今まで忘れてたんだろ。うわ、うわー」

「……クラス替え２日目で、全員の顔を覚えてる方が異常だって」

　最初のホームルームで自己紹介の時間もあったけど、40人が30秒ずつ当あたり障さわりのない話をするだけの無駄な儀式だからな。ただの人間には興味ありません、とか突然言い出す痛々しいオタクも、だいぶ前に絶滅しちゃったみたいだし。

　ただ、これが２日目じゃなくて２週目くらいだったとしても、ウェーイさんがイナゴさんの顔を覚えていたかどうかは疑問が残る。

　オタク視点だと、リア充の個体を識別するのは難しい。単体で見かけることも少ないから、リア充の群れＡ（サッカー部が中心）、リア充の群れＢ（たぶん音楽系）、みたいな認識をしている場合も少なくないだろう。たぶん。

　リア充視点でも、オタクのこと、どうせ同じように認識してるんじゃないかな？

　ウェーイさんから見たイナゴさんって、もはや背景と同化したモブキャラだよね？

　そんな風に思っちゃう訳ですよ。はい。

　なお、さらに一歩踏み込んで、俺自身がウェーイさんにどう認識されているか、などと考えてはいけない。精神崩壊を起こす危険がある。

「アラカワは、ニノマエさんと、去年クラス一緒だったの？」

「いや、クラスは別」

「じゃあ、何つながり？」

「……まぁ、色々」

　ＯＴＡ団つながりです、オタクつながりです、とは言えなかった。

　っていうか、違うし。

　そもそも、俺、オタクじゃないし。

「ふーん？」

「……な、何だよ？」

「もしかして、元カノとか？」

　あまりにも予想外の方向から疑惑をかけられた。

「ぶふぅっ！」

「あ、ごめん、当たってた？」

「当たってない！　全然、１ミリも、当たってない！　っていうか、なんで？　どこからそんな発想が出てきた？」

「やー、あんまり人に言いたくなさそうだったから。ってことは、昔、そんな関係だったのかなー、って」

　リア充女子、怖い。

　付き合った別れた以外、他人に話せないような過去が思いつかないらしい。

　黒歴史とか一つもないんだろうな。今までの人生すべて肯定できるんだろうな。

「ニノマエさんが燃やしてたのも、もしかして、アラカワとの思い出が詰まった宝物だったりして？　とか色々考えたら、ちょっと泣けた」

「泣かなくていいよ、泣く要素ないよ」

　おっぱいマウスパッドに思い出は詰まってないよ。

「でも、じゃあ、何があったのかな？　余裕なさそうっていうか、追い詰められてるっていうか、そんな感じだったし。アラカワ、心当たり、ない？」

「……さぁ？　俺も、最近、ほとんど話してないから」

　これは噓うそじゃない。

　今日、ＯＴＡ団のビラを受け取って、イナゴさんと少し話したのが、たぶん９ヶ月ぶりだと思う。俺がＯＴＡ団を辞めて以来だ。

　確かに、時々、イナゴさんの近況を知る機会はあったけど。

　心当たりが、ないこともないけど。

　ウェーイさんはオタク界かい隈わいの知識が皆無だろうし、そうなると説明するのが実に大変そうだから、一旦スルーしようか。

「最近って、どれくらい前から？」

「……１年生の、夏休み明けくらいから」

　その情報を聞き出したウェーイさんは、深く納得したように頷うなずいた。

「夏休み専用だったんだ？」

「んっ、何が？」

「夏休み専用カノジョ、みたいな」

「……先程から申し上げておりますように、全然、まったく、そのような事実は存在しないのでございますが」

「あははっ、ごめん。冗談」

　冗談にしても、付き合ったり別れたりするハードルが低すぎませんか？　夏休み専用、って何ですか？　リア充の世界ではそれが常識なんですか？

　やっぱり、価値観が違いすぎる。

　だけど、リア充を目指すなら、そんな価値観であるべきなんだろうか。

　あらゆる物事を軽いノリで捉えてしまう、すべての心理的ハードルを極限まで低くしてしまう、そんな価値観で。

「月曜、ニノマエさんと話してみよっかな」

「えっ、なんで？」

「や、ちょっと気になるし」

「……ちょっと気になる、だけで？」

「うん。え、ウチ、なんか変なこと言ってる？」

　ウェーイさんはリア充だから、あまり想像できないのかもしれない。

　イナゴさんみたいなタイプのオタクが、リア充から悪意のないコミュニケーションを仕掛けられたとき、どれくらい緊張して、どれくらい警戒するか、なんて。

「クラスも一緒だし、今日みたいなこともあったし、むしろ、絡からまない理由がなくない？」

「……あぁ、うん。そうだね。そう思います」

　同意しない理由がないので、同意する。

　リア充女子のウェーイさんと、オタク女子のイナゴさん。

　同じクラスにいても、ほとんど接点を持たないまま終わる筈はずだった２人に、どうやら接点が生まれてしまったようだ。




「あ、もう９時半だ」

　自分のスマホを取り出したウェーイさんが、ぽつりと呟つぶやいた。

「おかーさんも、そろそろ帰って来るかな？」

　さて、想像力を働かせてみよう。

　ウェーイさんの親視点で考えると、仕事を終えて帰宅したら、レゲエミュージシャンみたいな髪をした男が、娘の服を着てリビングでくつろいでいた、という構図になる。

「せっかくだから、挨拶してく？」

「いや、それは、遠慮しとこうかな！」

　今日のお礼をするとしても、せめて自分の服を着ている日がいいかな！

　……と、いう訳で。

　洗濯乾燥機から自分のパンツを回収し、可能な限り自分がここにいた痕跡を消去して、俺は退散することにした。制服をクリーニングに出してもらっちゃって、家に帰る服がない状態なので、この薄ピンクのスウェットは借りていく。

「ありがとう。ちゃんと洗って返すから」

「え、いーよ。あげる。もう着ないし」

　あっ、はい、そうですよね。

　俺の股間が直接触れた服なんか、二度と着られませんよね。

「こっちこそ、色々ありがと」

　勝手に想像を膨らませて勝手に傷ついている俗物の俺とは対照的に、ウェーイさんの笑顔は神こう々ごうしさすら感じさせるものだった。直視できない。

「……とりあえず、今日はもう遅いから、これで」

「うん。じゃ、また月曜ね」

　俺の方は微妙に視線を逸そらしていたけど、ウェーイさんが両手をパーの形で突き出してきたのは、ちゃんと見逃さなかった。

「うぇ───い」

「……うぇ、うぇい」

　これが、リア充式別れの挨拶。

　俺にとっては、どうも収まりが悪いというか、不慣れな感じのハイタッチだった。




　　　＊　＊　＊




　地下鉄の窓に、変な人が映っていた。

　モジャモジャブラックな髪型も、ピチピチピンクな服装も、絶望的に似合っていない。すべての要素が嚙かみ合あわず、奇跡とも呼ぶべき不協和音を奏かなでている。

　……まぁ、これ、俺なんだけどさ。

　女物のスウェットは仕方ないとしても、髪がひどい。風ふ呂ろ場の鏡で見たシルエットより、明らかにボリュームが増えている。濡ぬれた状態と乾いた状態の差だろうか。ちぢれた髪が大きな黒い球体を形成していて、お笑い番組で使われる被かぶり物ものみたいになっている。

　窓の見えない場所に移動したかったけど、地下鉄の車内はそれなりに混み合っており、次の駅に着くまで移動はできない。

　うーん。

　こういうときはスマホに限るな。

　ＢＩＮＥの未読メッセージは１００件くらい溜たまっていた。今日カラオケに行った皆様でグループトークが盛り上がっていたらしい。さかのぼって追いかけるのも大変だし、既読を付けたらすぐに返信したいから、これは一旦スルー。

　次に何をするか少し考え、俺はイラスト投稿サイトを開いた。

「……おっ」

　ちょうど、トップページに、イナゴさんの描いた第６カチコミ隊が表示されている。ＯＴＡ団の勧誘チラシに使われていたものだ。

「すげぇな。またランキング１位か」

　今更、驚くことでもない。

　イナゴさんは、何というか、わかっている絵師だから。

　どのタイミングでどんなイラストを投稿すれば一番人気が出るか、熟知しているから。

　過去のイラストを一覧にすると、きっちり３ヶ月ごとに描くキャラが変わっている。基準は明確で、その季節における覇権作品の、その時点で最も人気があるキャラ。オタクじゃない俺でさえ名前を知っている、反こねの、第６カチコミ隊みたいな、そういうのばかりだ。

　冬の覇権。

　秋の覇権。

　夏の覇権。

　新しい順にソートされた画面を、下に、下に、スクロールしていく。

　一番下に眠っていたのは、去年の春の覇権。

　アイドルファイブの魔法少女みこみーだ。

「……懐なつかしいな」

　このイラストを投稿する前後のことは、今でもよく覚えている。

　元々、イナゴさんは、このサイトのアカウントを持っていなかった。こんなに絵が上手うまいのに、もったいない！　などとＯＴＡ団のみんなで囃はやし立たて、部室のパソコンからアカウントを作成したのだ。

　で、そのイラストは、あっという間にランキング上位を獲得する。

　ＯＴＡ団は、祭り状態となった。

　オタヒメさんの「踊ってみた」動画でも祭りになったけど、それ以上の大騒ぎだった。

　とりあえずイラストを印刷しまくって、校内のあちこちに貼りまくって、無許可だったから先生に[image: 叱]られまくって。

　春らしく、みんな浮かれていた。

　だけど、季節はいつまでも続かない。

　オタクのカレンダーで考えても、春は６月末で終了。７月になれば、夏になってしまえば、春の覇権なんて過去の遺物だ。

「……終わったコンテンツ、か」

　今度は、ゆっくりと、上に、上に、画面をスクロールしていく。

　７月以降、イナゴさんは、アイドルファイブのイラストを１枚も投稿していない。次の覇権へと移住し、新参ホイホイなキャラを描き、ランキングを駆け上がる。季節が変われば、また次の覇権へ。３ヶ月ごとに、その繰り返しだ。

　みこみーの絵を描くことは、きっと、もう、ないだろう。

　あの事件で、熱心なファンも、ほとんど離れちゃったみたいだから。

「……はぁっ」

　久しぶりに思い出してしまった。

　毎日、毎日、楽しくて仕方なかった３ヶ月間を。

　たとえ心の中でも、イナゴさんを、イナゴさんなんて名前では呼ばなかった頃のことを。

　そして、俺はオタクじゃない、って思い知らされた、あの事件のことを。

『間もなく、中野、終点です。ＪＲ線は、お乗り換えです』

　機械音声のアナウンスが流れる。こちら側のドアが開くらしい。俺はスマホをカバンに突っ込んで、もう一度、窓に映る俺自身と向き合った。

　やっぱり、髪がひどい。

　電車が駅に着くまでの数十秒を利用して、少しでも髪型を整えようと指先でネジネジしてみたけど、残念ながら、見た目に大きな変化は現れなかった。

　唯一の救いは、シャンプーの残り香がが、ふわっ、と漂ったこと。

　自分の頭からリア充女子の匂いがしたら、ちょっと幸せな気分になれるんだよ。

　スウェットの裏地から全身の肌で感じるリア充女子のぬくもりと合わさって、相乗効果で、ちょっと興奮してしまうんだよ。

　窓の向こうに見える景色は、さっきまで地下を走っていて真っ暗だったけど、今は駅周辺の賑にぎやかなビル街に変わっていた。静岡にないものが全部揃そろっている東京の夜景に、ふと、24時間営業のドラッグストアを見つける。

「……シャンプー、買って帰るか」

　いや、ほら、変な目的じゃなくて、ね。

　そろそろ買い替える時期だから、仕方なく、ね。

　自分自身に向けて、謎の言い訳を繰り返しながら、俺は電車を降りて歩き出した。







[image: ２章　月曜日のイナゴさん]







　月曜の朝。

　俺が教室に入ろうとしたタイミングで、ちょうど教室から出てきたイナゴさんと遭遇する、まぁ、何というか、実に素敵なイベントが発生した。

「……おはようございます」

「お、おは、おはぶふうぅっ！」

　挨拶の途中で、盛大に噴き出すオタク女子。

　理由はわかっている。

　俺の髪型が、予想外に面白かったんだろう。

「ちょ、ま、く、くふふふ、そ、その、あたま、くふふふふふっ、あはははははっ！」

　四字熟語で表すなら、抱腹絶倒、草不可避。笑いのツボに入ったようで、まともに言葉を発せない状態のようだ。

　そりゃ面白いよなぁ。

　３日前まで、常に前髪で目が隠れているエロゲの主人公みたいなサラサラヘアーだった同級生が、今日になったら、お笑い番組で使われる被かぶり物ものみたいなモジャモジャヘアーに変わり果ててるんだから。

　俺自身、ここまで酷ひどいことになるとは思わなかった。風ふ呂ろに入っている間はイケメンだった筈はずなんだ。レゲエミュージシャンみたいな雰囲気だった筈はずなんだ。週末は新しいシャンプーの匂いが良すぎて何度も何度も入浴していたから、髪が乾いたらどうなるのか忘れていたんだ。

　クリーニングから返ってきたばかりの制服は、まるで新品のように折り目がくっきり浮かび上がっており、それがまた奇妙なアンバランスさを演出している。

　うん。

　そりゃ面白いよなぁ。

「ご、ごめ、くふっ、笑ったら、失礼、だよ、ね、く、くふふふふっ」

　イナゴさんの反応につられて、他のクラスメートたちも異変に気付き始めた。

　ざわざわ、ひそひそ、どよめきが広がっていく。聖しよう徳とく太たい子しみたいに全部聞き取ることはできないけど、とりあえず、ボンバヘッ、という単語は２回ほど聞こえた。やかましいわ。

「い、イメチェン、したんだ、ね、くふっ、か、かっこいい、よ」

「……どうも」

「ほ、本当、だよ、くふふふふっ、かっこいい、と、思ってる、よ」

「……ありがとう」

　もうちょっと、お世辞であることを隠そうとする努力をしてほしいものだ。

「ふぅっ、ふぅっ、ふぅっ」

　イナゴさんが呼吸を整える。さすがに落ち着いてきたみたいだけど、どうも俺の頭部をまだ直視できないようで、あからさまに視線を逸そらしていた。

「……濡ぬれてるときは、もうちょっと、こう、いい感じだったんだけどな」

「お、お風ふ呂ろ、とか？」

「そうだな。あとは、制服着たまま公園の池に飛び込んだとき」

「ぷふぅっ！　い、池に？　それは、す、すごく、ワイルドだね？」

「実は、３日ほど前に」

「みっかほどまえに」

「風が吹いて」

「かぜがふいて」

「おっぱいが爆発して」

「おっぱ、くふふふっ、うん、ばくはつして」

「俺の頭が燃えちまったんだ」

「ふ、ふふっ、あはははははっ！　も、もう、りょーた氏、意味不明すぎるよ！」

　イナゴさんが、もう一度笑い出した。

「なんで？　なんでおっぱいが爆発するの？」

「そうだよなぁ。普通、おっぱいは爆発しないよなぁ」

「く、くふふふふふっ、だめだ、また、止まらなくなっちゃった、おっぱいが、おっぱいが、おっぱ」

　ちょっぴり卑ひ猥わいな単語を連呼していたイナゴさんが、突然、ピタッ、と停止する。

　ほんの２秒前『止まらなくなっちゃった』と言っていたのは何だったのか。

「……ばくはつして、あたまが、もえちゃった？」

　嚙かみしめるように復唱しながら、

「……みっかまえに、もえちゃった？」

　逸そらしていた視線をこちらに戻す。

「……あっ」

　点と点が繫つながったようだ。

「……も、も、もしかして」

　イナゴさんの顔から、さああぁぁっ、と血の気が引いていった。




「ご、ご、ごめんなさい、でした！」

　人通りの少ない階段へ、２人で移動した後。

　イナゴさんは、俺に、ひたすら謝り倒していた。

「まままま、まさか、あの後、火が、りょーた氏の、あわわ、あわわわわ」

「……いいよ、もう。髪以外は無事だったし」

「で、でも、わたしのせいで、りょーた氏の髪が、こんなことに」

「……そう思ってるなら、こんなこと、とか言うなよ」

　ナチュラルに失礼な暴言を吐く。

　俺、人間としての器は決して大きくないから、笑って許せる範囲にも限度があるぞ？

「あ、あぁっ、ごご、ごめん、そ、その」

「それで、何やってたんだ？」

「えっ？」

「燃やしてたの、焼き芋なんかじゃなくて、反こねのグッズだろ？」

「えっと、あの、あのあのあの」

　くだらない言い訳を封じられたイナゴさんは、目をグルグルと回しながら、

「焼き芋、なんか、じゃ、なくて」

「うん」

「反こねの、グッズでした」

「だな」

　俺の質問をオウム返しする形で、事実を認めた。

「りょ、りょ、りょーた氏」

「んっ？」

「その話、って、み、みんなには、もう」

「みんな？」

　おそるおそる、といった様子で、そんなことを尋ねてくる。

　曖昧な指示語ばっかりだから、英語の長文を読まされてｔｈａｔとかｉｔとかの意味を答えなきゃいけないような気分でマジｆｕｃｋだけど、まぁ解読できないこともない。

「……ＯＴＡ団の連中に告げ口したか、ってこと？」

　ビクッ、と肩が震え上がる。

　当たっていたらしい。

「だったら、そんな話はしてないし、今後するつもりもないぞ」

　ホッ、と胸を撫なで下おろす。

　安心したらしい。

「……知られたくないのか」

「あ、いや、その、べ、別に、そういう訳じゃ、ないんだけど、ね？　うん。特に、問題は、ないんだけど、ね？　えへへへっ」

「……ちなみに、なんで？」

「な、なんで、と、申しますと」

「反こねを燃やしてた理由」

　そうそう。質問するときは、これくらい明確に。ｔｈａｔとかｆｕｃｋとか使わずに。

「いや、まぁ、何となく想像はつくけどさ。去年の６月くらいにアイドルファイブ燃やしてたのと同じだろうな、って」

「えっ」

　イナゴさんが、すぅっ、と真顔になった。
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　それは、史上稀まれに見る壮絶な爆死事件だった。

　約束された覇権だった筈はずのコンテンツが、ほんの数日で、しかも、２期最終話の放送直前というタイミングで、完全に終了したのだ。

　事の発端は、週刊誌に掲載された１枚の写真。

　まとめサイトの記事タイトルは、確か、こんな感じ。




【画像大量】アイドルファイブ！　超人気声優に彼氏が発覚ｗｗｗ　発狂したドルファイバー「処しよ女じよ膜まくから声が出ていない」「耳に精子がかかる」とブチギレ、円盤を燃やしまくるｗｗｗ
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　ハッシュタグ＃円盤こんがり焼けるかな選手権。

　そんな悪ふざけが、オタクの間ではトレンドになった。

　何十万人ものドルファイバー（アイドルファイブの熱狂的信者）に「娼しよう婦ふの声」を聞かせていた某声優は、オタク共通の敵と見なされ、徒党を組んで攻撃しなきゃオタクじゃない、擁よう護ごするオタクがいたら、そいつは事務所に雇われたステマ部隊だ！　という風潮が生まれた。

　そうなると、もう止まらない。

　円盤だけでなく、ファンブックも、フィギュアも、タペストリーも、おっぱいマウスパッドも、あらゆるグッズが燃やされていった。高価なグッズだったり大量のグッズだったりを燃やすオタクの方が偉いので、毎日、毎日、より過激な画像や動画がネットを賑にぎわせた。

　当然、ＯＴＡ団でも、

『乗るしかないですな、このビッグウェーブに！』

　そういう話が出る訳だ。

　オタヒメさんだけじゃなくて、全員、異論はない、っていう雰囲気だった。

　ただ１人、たった１人、空気が読めない田舎いなか者を除いて。

『いや、ちょっと、それは、どうなんだ？　中の人に彼氏がいたのは、まぁ、確かにショックだったけど、だからって、みこみーやアイドルファイブに罪はない、っていうか、過剰反応な気がする、っていうか』

『りょうた氏？　その発想は、リア充サイドに堕おちてますぞ？』

『……えっ？』

『まさか、まさか、ＯＴＡ団にオタクの敵が潜ひそんでいたなんて！　この、裏切り者～☆　リア充は死ね～☆』

『……はっ？』

　意味がわからなかった。

　少なくとも、そう言われた当時は。

　静岡から上京して３ヶ月。まだ、俺は、自分がオタクだと信じていたから。

　とんでもない勘違いだ。

　ただアニメを観みていればオタクになれる訳じゃない。オタクになりたいなら、オタクの価値観じゃない価値観を、全部、捨てなきゃいけない。田舎で身に付いてしまった常識は忘れて、東京の、秋葉原の、オタクの考え方ができるようにならなきゃいけない。ビッグウェーブには乗らなきゃいけない。

　つまり、俺はオタクじゃなかった。

　ＯＴＡ団は俺の居場所じゃなかった。

　その事実に、もっと早く、せめて４月のうちに気付いていたら。

　俺の高校生活は、だいぶ違うものになっていたんじゃないかと思う。
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　あれから、約９ヶ月。

　反こねグッズを燃やすイナゴさんを目撃して、その理由を考えたら、必然的にアイドルファイブの事件へと行き着いてしまった。あんな事件、もう忘れたかったんだけど。

　ただ、完全に納得した訳じゃない。不可解な点が残っている。

「反こねも、声優のスキャンダルで大炎上してるのかと思ったんだよ。だけど、いくら調べても、そんな話は出てこなくて。動画サイトでも、ＳＮＳでも、まとめサイトでも、わりと好評みたいで。じゃあ、なんで？　って」

　土日の大半を費やし、自分なりに色々調べた結論が、わからん！　という、ね。

　まぁ、どうせこんな髪じゃ気軽に外も出歩けないし、引きこもっていたことに不満や後悔はありません。むしろ、３時間ごとに風ふ呂ろでシャンプーしてウェーイさんの匂いをチャージできたから、２日間、とても幸せな気持ちで過ごせました。

　……それはさておき。

　アイドルファイブの話を出した辺りから、イナゴさんが妙に無表情だ。

　感情を理性で押し潰したような顔で、じっ、と足元を見つめている。

「……おーい？」

「りょーた氏には、関係ないよ」

「はっ？」

　この返事は、ちょっと予想外だった。

「いや、いやいや。関係ない、ってことはないだろ？　一応、俺、被害者だぞ？」

「髪のことは、本当に、ごめんなさい。わたしのせいで燃えちゃったのに、さっき笑っちゃったことも、ごめんなさい」

「……それとこれとは話が別、って言いたいのか」

「えっ、と、う、うん。りょーた氏は、これ以上、関わらない方がいい、みたいな」

「……学園異能バトルのヒロインが１話で言いそうな台詞せりふだな」

「い、いや、わたし、別に、世界の《終しゆう焉えん》を食い止めるために正体不明の《妖よう魔ま》と極秘の《戦争》を続けてる《機関》の人間とか、そういう設定じゃなくて」

「わかってるよ、そんなことは」

　イナゴさんは、オタクだけど、中二病患者ではないからな。重厚な設定よりもヒロインの可愛かわいさを重視するタイプだからな。

「そうじゃないんだけど、でも、だって」

　淡々とした口調で、ちょっとだけ寂しそうな顔で、イナゴさんが続ける。




「りょーた氏はオタクじゃないから」




「……えっ」

　そう言われた瞬間、俺は、固まった。

「わたしみたいな、面倒くさいオタクの話、聞いても、意味わかんないと思う。りょーた氏、絶対、こいつ何言ってんだ？　ってなるよ。意味わかんなさすぎて。えへへへっ」

「……いや、俺は、そんな」

「りょーた氏が去年ＯＴＡ団に入っちゃったのは、気の迷い、っていうか、選択ミスだったんだよね？　オタクじゃないから、すぐ辞めちゃったんだもんね？」

　反論の機会を与えてもらえない。

　いや、機会を与えてもらったところで、何をどうすればいいのか、わからない。

「それなのに、この前、戻ってきてほしい、とか言っちゃって。なんか、すごい、失礼だったよね？　空気読めないオタクで、ごめんなさい、でした」

　だって、イナゴさんは、思い込みや決め付けで語っている訳じゃなくて、

『……ごめん、無理』

『俺、オタクじゃないし』

　俺自身の発言を引用しているんだから。

「だから、ね？　公園のことだって、これ以上、何も、訊きかないでくれたら、オタクじゃないりょーた氏も、オタクのわたしも、お互い、幸せなんじゃないかな、って。えへへへっ」

　イナゴさんの視線は、相変わらず下の方を向いている。

　モジャモジャヘアーをまだ直視できない、どうしても噴き出す、みたいな理由は、きっと、もう、関係なかった筈はずだ。
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　自分という存在は、一体、何者であるか？

　古代ギリシアから現代日本に至るまで、人類の歩んできた歴史とともに、幾千回、幾万回、繰り返されてきた哲学的問答だ。

　ゆえに、その答えは簡単に導かれるものではない。じっくりと腰を据え、どこまでも広がる蒼あおい空を見上げ、悠然と流れていく雲に永久と刹那の関係性を見み出いだし、その狭はざ間まに生きる人間たちの営みに思いを馳はせながら、

「はよ───っす」

「キノっち、おはよー」

　人類は、どこから来て、どこへ行くのか？

　共同体の一個体でしかない自分に、どのような意味を付与すればいいのか？

「うぇ───い！」

「うぇ───い」

　すべての論議を踏まえ、根源と呼ぶべき問答に還かえるならば。

　自分という存在は、一体、何者であるか？

「あれっ！　ちょっと待って、アラカワくん、だよね？」

「……はい、荒あら川かわ亮りよう太たです。おはようございます」

「おいおいおーい！　ちょっと、何、すました顔でオハヨーしちゃってんの！」

　リア充男子の木きノ本もとくんが、俺の肩を、パシッ、と叩たたいた。

　哲学的問答は、強制終了。

　そもそも、リア充っていうのは、難しいことを考えない生き物なんだから。

　そして、オタクじゃない俺は、リア充になることを目指しているんだから。

　教室に戻ってきて、約５分間。イナゴさんに何も言えなかったショックで、思考がとんでもない方向に暴走していたけど、どうにか現実世界へ帰ってくることができたようだ。

「いや、これ、マジ、ヤバいね！　どんなパーマかけたら、こうなっちゃうの？」

「……パーマ？」

　その発想はなかった。

　そういえば、木きノ本もとくんの茶色い髪は、ちょっとウネウネしている。生まれつきの地毛じゃなかったんだね。美容室で、２万円くらいかけて、カラー＆パーマ＆エクステンションとか頼んでたんだね。

　至し極ごく当たり前の事実を発見し、目から鱗うろこが落ちていた俺に、ウェーイさんという名の天使が優しく微笑ほほえみかける。

「これ、パーマ失敗しちゃったの？」

「……えっ？」

「あ、ごめん、本当にそうだった？　もしかしてガチ凹へこみ？」

「……あ、うん」

　会話の内容に違和感を覚えつつ、条件反射で相あい槌づちを打つ。

「マジかー。やっぱ、夜遅くまでやってるサロンは、あんま良くないんだね」

「……夜遅くまで？」

「金曜の夜、あの後、髪切りに行くって言ってたじゃん」

「……あっ」

　ここまで来て、ようやく、ウェーイさんが作り話をしていることに気付いた。

　イナゴさんが反こねを燃やしている現場に遭遇したり、ウェーイさんの家でシャワーを借りることになったり、そういう他人に言わなくてもいいことを全部排除したうえで、この髪について合理的に説明できる作り話だ。

「そ、そうなんだよ！　こんなチリチリになるとは思わなくて！」

「キノっちさー。ガチ凹へこみしてる人、イジったらダメだよ？　泣いちゃうよ？」

「わ、わかってるよ！　俺、そんな、鬼じゃねーし！」

　天使すぎるだろ、ウェーイさん。

　空気を読む能力というか、事態を丸く収める能力というか、とにかく、そういう能力が凄すごすぎる。同じ人間とは思えない。マジ天使。

「あと、アラカワ、ワックスとか使ってないよね？」

「……ワックス？」

　床掃除の仕上げに使うアレじゃないよね？

　とか、吞のん気きなことを考えている場合じゃなかった。

　ウェーイさんの両手が俺の頭に伸びてきて、モジャモジャした毛玉の中に、ズヌッ、と侵入してきたのだ。

「……えっ」

「ほら、なんか、柔らかいし」

　その笑顔は、俺から見て、ウェーイさんの腕の長さと等しい距離にあった。

　両耳の少し上で、わしゃ、わしゃ、わしゃ、と３回ほど髪を握られる。その微かすかな振動が、首から背筋に伝わって、ゾクッ、と鳥肌が逆立った。

　何ですか、これ？

　すっごい興奮するんですけど。

「メ、メグ？」

　木きノ本もとくんが、何とも形容しがたい複雑な表情で、こちらを見ている。

　よくわからないけど、謝った方がいいような気がする。すみませんでした。俺、たぶん何も悪くないけど、すみませんでした。

「キノっち、髪、結構イジる人だよね？」

「え？　お、おー、それなりに」

「じゃ、色々教えてあげなよ。男子の髪って、男子じゃなきゃ、わかんないし」

　ウェーイさんが両手を抜いた瞬間、ふわっ、とシャンプーの匂いが漂う。同じ匂いだって気付かれないかな。大丈夫かな。

　……いや、そんなことより。

　今、俺、リア充側の人間だよね？

　この集団に、ちゃんと、溶け込んでるよね？




「かなめ氏、おはＪやで」

　１人のオタク男子と、１人の美少女（二次元）が、教室に入ってきた。

　ウェーイさんや木きノ本もとくんを含む２年４組ほぼ全員が、一瞬、その異様な組み合わせに目を奪われる。

「昨日ＢＩＮＥで言っとった、例のブツ、持って来たやで」

　エセ関西弁のような謎言語。

　このオタク男子は柳生やぎゆうという名前で、通称、やぎう氏。ＯＴＡ団の２年生。今のクラスは、えっと、どこだったかな？　少なくとも４組ではない。

『ハラショー』

　たぶん、ロシア語。

　あ、実際に聞こえた訳じゃないよ。俺の脳内で再生されたんだよ。

　抱き枕にプリントされた二次元美少女は、ヴェルヌという名前で、まぁ色々な通称で呼ばれているんじゃないでしょうか。第６カチコミ隊のナンバー２。フラッグとバズーカを持ち歩いている印象が強いけど、今は抱き枕だから何も身に着けていません。完全に無防備です。

　要するに、やぎう氏がヴェルヌの抱き枕を持って、他のクラスから乗り込んできた訳だ。

「わぁっ、本当に持って来たんだ～☆」

　オタヒメさんが、小躍りしながら駆けつける。朝から元気だ。

「こんなにえっちぃヴェルたそを学校で見せびらかすなんて、反社会的ですぞ？」

「反社道はオタクのたしなみ、やからな！」

「んんっ、百理ある～☆」

　とりあえず、２人とも、声がでかい。

　ただでさえ目立つものを持ち込んできたうえに、やたらと大声で話すものだから、注目するな、と言う方が無理な話だ。

　で、あちらのオタク男女に対する、こちらのリア充男女の反応は、

「うわ、ヤバ」

「ウケる」

　何というか、普通だ。

　キモい、とか、死ね、とか、失うせろ、みたいな、オタクの人格を否定する言葉は一つも出てこない。静岡のリア充と違って、東京のリア充は、オタクを見下さないのだ。

「小お田た倉くらさんと一緒にいるの、あれ、誰？　４組じゃなくね？」

「部活が一緒の人とかじゃない？　生徒会選挙のとき、見たことある気がする」

「んー、あ、なんか思い出した。後ろで踊ってた人か」

「ウケるよね、意味わかんなさすぎて」

　木きノ本もとくんやウェーイさんも、オタヒメさんの存在は既に認識していた。

　まぁ、当然か。有名人だからな。

　オタヒメさんは歌って踊れる現役女子高生コスプレイヤーとして動画サイトや秋葉原の一部界かい隈わいに熱狂的なファンを抱えているんだけど、その話は、一旦、脇に置いておこう。それとは別に、九十九つくも学園の内部でも非常に有名なのだ。

　きっかけは、去年の11月に行われた生徒会選挙。

　１年生でありながら生徒会長に立候補したオタヒメさんは、選挙期間中、毎日、毎日、校門前で歌ったり踊ったりしていた。ちょうど、今、新入部員の勧誘期間と同じように。

　全校生徒が集まる演説会でも、

『所信表明なんですが、えっと、夢を語るのは苦手なので、夢を歌いたいと思います！』

『!?』

『それでは聴いてください。ミュージック、スタート☆』

『!?!?!?』

　突如、講堂に響きわたるオリジナル曲（電波ソング風）。

　あれは衝撃だった。

　幸いにも俺は客席で見ているだけのポジションだったけど、もしＯＴＡ団を辞めていなかったら、オタヒメさんの後ろで俺も不思議なダンスを踊っていたんだろうか。やぎう氏を筆頭とする、他の１年生男子たちと同じように。

　そのパフォーマンスは聴衆に圧倒的なインパクトを与え、オタヒメさんはぶっちぎりのトップ当選を果たした。他の真面目な候補者たちが不ふ憫びんである。静岡のオタクと違って、東京のオタクは、オタクであることを前面に押し出して活用するのだ。




「おっ、せや、ななこ氏も４組やんけ」

　唐突に、やぎう氏がイナゴさんの名前を出す。

　叫ぶような大声で呼ばれたイナゴさんは、ビクッ、と一瞬震え上がってから、ゆっくり振り返った。

「や、やぎう氏、お、おはよう」

「よろしくニキー！」

「その、抱き枕、どうしたの？」

「これか？　これは、かなめ氏が部室に飾りたいっちゅーから、持って来たんやで」

「へ、へぇ……」

「やぎう氏は反こねガチ勢だから、ぜったい、持ってると思ったよ～☆」

「えっ？　あ、そ、そうだね。やぎう氏、ガチ勢だもんね」

「せやろ？」

「カチコミ隊をハイエースしてダンケダンケ～☆」

「あかんあかん、ＹＥＳロリータＮＯタッチ！」

　ほぼ全裸の幼女を抱きながら、和気あいあいと盛り上がるオタクの皆様。

　俺はそれを離れた場所から傍観しつつ、ずっと前に発見した事実を、さっき改めて指摘された事実を、もう一度、自分の中で確認する。

　俺はオタクじゃない。

　あの集団は、俺の居場所じゃない。

　このクラスに俺の居場所があるとすれば、それは、

「アラカワ、あっち見過ぎ」

「……あ、ごめん」

「そんなに元カノが気になる？」

「えっ？」

「は？」

　俺の声と、木きノ本もとくんの声が、重なった。

「おいおいおーい！　メグ、今の、どゆこと？　どゆこと？」

「さー？　ウチも、詳しいこと、全然知らないから」

「いやいやいや、ちょっと、待って！　誤解！　っていうか、ただの噓うそ！」

　ウェーイさんの表情から、１ミリも信じてない完全な冗談だってことは伝わってきたけど、火のないところに煙を立てられた以上、木きノ本もとくんには弁解しなければならない。

　冗談の種類。ノリの軽さ。髪にかける手間と金額。

　リア充の価値観には戸惑うことが多い。

　正直、まだ、すごく落ち着かない。

　……だけど、相対的に、さ。

　このクラスに俺の居場所があるとすれば、それは、こっち側の集団だと思う。

　うん。

　そうだよ。

　間違いない。

　やっぱり、俺は、リア充を目指すべきなんだ。

　オタクの人たちとは、これ以上、深く関わらないようにするべきなんだ。
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　教室内の勢力図を知りたいなら、昼休み、誰と誰が一緒にいるか見渡してみることだ。

　リア充はリア充でグループを作る。

　オタクはオタクでグループを作る。

　それぞれの属性を極めた両者の間に、優劣は存在しない。チョコレート菓子に喩たとえるなら、きのこ＆たけのこ、……止めよう。この話は戦争になる。

　とにかく、どちらかの両極に近い場所で青春を謳おう歌かしようと思えば、どちらかのグループで弁当を食べていることが必須条件に近い。中ちゆう途と半はん端ぱに態度を決めかねた者は、トイレの個室で独り、カロリーメルトをもしゃもしゃ頰ほお張ばることになるのだ。ちなみに、ＯＴＡ団を退部した後の俺は、……止めよう。この話は、本当に、止めよう。

　過去に捉われるな。

　未来は変えられる。

　だって、今、この瞬間。

　俺は、リア充男女の集団に、しれっと交ざっているんだから。




「アラカワくん、マジ災難だったねー」

「いやー、本当、マジ災難だったわ！」

　木きノ本もとくんが発した言葉を、オウム返しのように使う。

　こうすることで、リア充特有の言い回しを学習すると同時に、オタク特有の言い回しがうっかり出てしまう悲劇を防ぐ。なかなか有効なテクニックである。

「いやー、本当、マジ災難だったわ！」

「２回言っただけかーい」

「あっはっはー」

　凄すごいぞ、俺。

　ちゃんと会話できてるぞ、俺。

　リア充の人たちと一緒に弁当を食べているだけでも凄すごいことなのに、話題の中心が、なんと俺のこと。信じられない。素晴らしい。サラサラヘアーを犠牲にしただけの甲斐かいはあった。良かった。本当に、良かった。

「ちなみに、どこのサロン？」

「……えっ？」

「パーマかけすぎて失敗とか、ヤバいっしょ」

「……そ、そうだね、ヤバいね」

「そこ行きたくないから、名前、教えてよ」

　急転直下、大ピンチ。

　言うまでもなく、リア充が髪を切るような店の名前なんか、俺は一つも知らない。

「……じ、地元、俺の地元にある店だから、その心配はないと思うよ」

「一応、名前は？」

「……なんか、こう、オシャレな、フランス語っぽい感じで、えーっと、ジュテーム、とか、そんな感じだったかな？　あはははっ」

　咄とつ嗟さに出てきたフランス語が、ジュテームしかなかったんだよ。ボンジュールじゃないだけマシだろ、たぶん。

「ふーん」

　木きノ本もとくん、何やらスマホを取り出しました。

「美容室、ジュテーム」

『ピピピッ。検索結果ヲ表示シマス』

　やめてえええええぇぇぇぇぇっっっっっ！！！！！

　検索しないでえええええぇぇぇぇぇっっっっっ！！！！！

　別にいいじゃん！　俺がどこで髪を切ったって！　本当は切ってないけど！　なんで他人が髪を切った店なんか知りたいんだよ！　それを知って何の得があるんだよ！　リア充が興味を持つ持たないの基準が全然わかんないよ！

　どうする、俺？

　状況は今朝よりも悪化している。噓うそをついてしまったせいだ。噓うそをつくと、噓うそを隠すため、より洗練された噓うそを重ねることになる。そんな芸当ができそうなウェーイさんは、こんなときに限って、いない。どこに行っちゃったの？

　死刑判決を待つような心地の俺に、

「そーいえば、さ」

　意外なところから、光が差した。

「あたしの兄貴、美容師の学校に通ってるんだけど、失敗したことあるって言ってた」

「えっ、マジで？」

「なんか、前髪のカットをミスって、パッツンになっちゃったらしくて」

「うわー、ヤバいね」

「それ聞いてさー。こいつ大丈夫かよー、って」

「いやいやいや、でも、アレよ？　人間は失敗して成長するんよ？」

「あっ、深い！　キノっち、名言だね★」

　えっ、深いか？

　いや、言葉の深さ浅さはどうでもいい。

　話題が逸それた。助かった。

　ウェーイさんと違って、別に俺を救済した訳じゃないんだろうけど、心から感謝します。

「マキマキの兄貴も、そーやって、立派な美容師になってくワケよ」

「どんだけ上からだし。ウケる」

　結果的に俺の恩人となった、こちらのリア充女子様。

　昨日、木きノ本もとくんとデュエット曲を歌っていた人だ。

　クラス名簿で確認したところ、牧まき野の蒔まき菜なという名前だった。だから、マキマキ。髪をすごく巻き巻きしているのは、偶然なのか、狙っているのか、俺には判断できない。

　その後、マキマキさんや木きノ本もとくんたちは、

「でも、実際、美容学校って何してんのか謎だよな」

「あたしも、全然、兄貴から聞いた話しか知らないけど」

　マキマキさんのお兄さんについてダラダラ盛り上がったり、

「俺も兄貴が欲しかったなー」

「キノっち、妹しかいないもんねー」

　各家庭の兄弟姉妹事情についてダラダラ盛り上がったり、

「姉貴がいる男は、女心がわかるから、モテるらしいじゃん」

「あー、それ聞いたことある」

　最終的に恋愛ネタへ辿たどり着ついてダラダラ盛り上がったり、

　……そこで、ふと、気付いた。

　いつの間にか、俺、話題の中心じゃなくなってるな？

　髪を犠牲にしてまで手に入れた俺の時代が、まさか５分で終わってしまうなんて、あまりにも悲しすぎる。消えていった一発屋芸人たちの気持ちが、今、少しだけ理解できた。




「ところで、メグは？　遅くね？」

「なんか、親から電話かかってきたらしーよ」

「え？　あ、そーなんだ。親から」

　……んっ？　締まりのない木きノ本もとくんの表情が、少しだけ、硬くなったような気がする。

　そして、ウェーイさん不在の理由を聞いた瞬間から、マキマキさんたちとの会話も、どこか上うわの空というか、心ここに在らずというか。

「オレ、そろそろ行くわ」

　そんな調子のまま、木きノ本もとくんは、とうとう弁当箱を片付け始めた。

「え、早くない？　昼休み、まだ20分くらいあるよ？」

「あー、っと、ほら、なんか、ちょっと、腹が痛いからトイレ行く」

　あのね、木ノ本くん。

　さすがの俺でも、今のは噓っぽいなぁ、って察するレベルだったよ？

「じゃ、お先」

「あ、うん。おつかれ」

「あ、うん。おつかれ」

　そそくさと教室を出ていく木きノ本もとくんと、その背中をじっと見つめるマキマキさん。

　この２人の間に、同じクラスの同じグループの仲間、というレベルを超えた感情が動いていることは明白だ。

　……というか、この際、はっきり言っちゃっていい？

　この人たち、少女漫画のラブコメやってるよね？

　リア充とリア充とリア充の三角関係なんだよね？

「あたしも、もう、行く」

　マキマキさんの口調は少し不機嫌そうで、その原因が木きノ本もとくんの態度にあることは容易に想像できて、なんか、本当、わっかりやすい構図だなぁ、おい。

「あ、ちょ、待ってよ、マキマキ！」

「ごめん、ウチらも行くね」

　慌てて後を追いかける、リア充女子の皆様。

　あぁ、なるほどね。この後の展開としては、木きノ本もとくんサイドでウェーイさんとの関係が深まって、一方その頃マキマキさんサイドでも一ひと悶もん着ちやくあって、話が盛り上がってくる訳ですね。このラブコメ、俺の出番って、まだありますか？　ないですよね？　ここしか登場しない男子生徒Ａくらいのポジションですよね？

「みんな行っちゃったな」

「キノっちも、マキマキも、青春しちゃってんな」

　おーう、違ったわー。この場面、台詞せりふつきのリア充男子様が他に２人もいらっしゃるから、俺は最高でも男子生徒Ｃだったわー。アニメ化された暁あかつきには尺と予算の都合で存在を抹消される可能性まであるわー。

「じゃ、解散で」

「うぇーい」

　結局、この２人も、それぞれが所属するバスケ部とバレー部の部室に行ってしまい。

　さっきまで複数名のリア充男女が占拠していた空間は、俺を中心とする半径３メートルくらい、誰もいない空間に変わり果てていた。

「……うーん」

　弁当箱を片付けながら、俺は眉間にしわを寄せる。

　リア充側の人間に自分がなれるかどうか、リア充の集団を居場所と呼べるかどうか、ちょっと、いや、だいぶ、自信がなくなってきた。
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　今となっては教室に留まるべき理由も特にないので、とりあえず廊下に出てみたら、

「あ、アラカワ」

　ウェーイさんと遭遇した。

　ウェーイさんは、単独行動をしていた。

「あれっ、木きノ本もとくんと一緒じゃないの？」

「キノっち？　会ってないよ？」

「……ちょうど行き違ったのか」

「ウチのこと探してたの？」

「あぁ、さっき」

　途中まで言いかけて、思い出した。

　そもそも、木きノ本もとくんは、ウェーイさんの元に向かう、などと宣言をした訳ではない。

「……トイレ行く、って、言ってました」

「え、どゆこと？」

「ごめん何でもない忘れて」

　失言だった。

　こんな重要かもしれない情報を、男子生徒Ｃから伝える訳にはいかないだろう。少女漫画の展開を進める仕掛けには、もうちょっと、ロマンチックな何かが欲しいところだ。

「んー、わかった。よくわかんないけど」

「……それで大丈夫。ありがとう」

「それよりさー。ちょっと、相談っていうか、愚痴っていい？」

「いいけど、何？」

「フラれた」

「えっ？」

「フラれちゃった」

　ちょっと待ってください。

　急展開すぎて、理解が追い付きません。

　ロマンチックな何か、とか悠長なことを言ってる場合じゃなかったよ。

　まったく、もう、本当に、何があったんだよ。

「あんなに拒否られると思わなかったなー。ちょっと凹へこむ」

　いつもの眠そうな瞳は、涙を浮かべるでもなく、赤く充血するでもなく。その表情からは、実に淡々とした印象を受ける。とても失恋直後とは思えない。付き合った！　別れた！　を繰り返すうちに、慣れてしまったんだろうか。リア充って怖い。

「……そんなに拒否られるとは、思わなかったかー」

　とりあえず、リア充対策として汎はん用よう性せいが高い、オウム返しの手法を使ってみる。

「思わないよー。だって、なんか、これ以上、関わらない方がいい、とか言われちゃって」

「……これ以上、関わらない方がいい、とか言われちゃったかー」

　えーっと。

　復唱してみたら、このフレーズ、どこかで聞いた覚えがあるな？

　学園異能バトルのヒロインが１話で言いそうな台詞せりふだな？

「そんなこと言われても意味わかんないから、なんで？　って聞いたら、ウチがオタクじゃないからダメなんだって。そこ、ナナコちゃんのこだわりポイントだったらしくて、思いっきり線引かれちゃった。もー、しょんぼり丸だよ」

「……ななこちゃん」

　イナゴさんの本名は、一にのまえ奈な々な子こ。

　ようやく話が見えてきた。

『月曜、ニノマエさんと話してみよっかな』

　金曜の宣言を、本当に、実行しちゃったんだな。いつの間にか呼び方も変わってるし。リア充って怖い。

「……昼休み、親と、電話してたんじゃなかったの？」

「え、してたよ？　５分くらい」

「……特に、大事な話、とか、そういう訳じゃなく？」

「んーと、今日早めに帰れたら荷物受け取ってくれ、って」

「……はぁ」

　木きノ本もとくん、たぶん、よくわからない方向に勘違いしてたよね。ドンマイだね。

「で、教室がうるさかったから外に出てたんだけど、電話終わったら、ナナコちゃんが１人で歩いてるところ見つけたから、こんにちわー、って」

「反応は？」

「ビクッ！　って感じ」

「あぁ、うん、想像ついた」

「なんか謎に怖がられちゃってさー。ウチ、そんなに怖いかな？」

「ど、どうだろう。そんなことはないと思うけど」

　イナゴさんの性格からすれば、静かな場所でウェーイさんに突然挨拶されるなんて、路地裏で不良に因縁をつけられるのと大差なかったんだろう。

　これは誰も悪くない。相性というか、運が悪かっただけだ。

「それで、どんなこと話したの？」

「え、フツーに？」

「……もうちょっと詳しく」

　リア充にとっての『フツー』がどういうものか、まだ把握できてないんだよ、こっちは。

「金曜、ウチも公園にいたんだけど、気付いてた？　って言ったら、なんか、ますます怖がられちゃって。カツアゲと勘違いされたっぽい。だから、違うよー、そうじゃないよー、クラス一緒だし仲良くしようよー、って」

「……そう言ったら、怖がられなくなった？」

「あんまり変わんなかった」

　だろうな。

　その状況で『仲良くしよう』とか言われたら、俺も恐怖しか感じないわ。

「それでも、がんばって、色々話そうとしたんだけどさ。ほぼほぼ初対面だから、どーしても公園の話になっちゃって、たぶん、ウチ、地雷踏んだっぽいんだよね。最終的に、オタクじゃないなら関わるな、って」

　ウェーイさんは悲しそうに肩を落とす。

「どうすればよかったんだろ？　完全に拒否られた。凹へこむ」

「……えっと、その、あんまり、気にしなくても、いいと思うよ？」

「なんで？」

「……俺も、今朝、似たようなこと言われたし」

「えっ、噓うそでしょ？」

　驚いたように、いつも眠そうな瞳を少しだけ開いて、ウェーイさんが俺に尋ねる。




「だって、アラカワって、オタクじゃん」




「ぐはぁっ！」

　すごい角度から不意打ちを喰くらった。

「えっ、違うの？　だって、ナナコちゃんと同じ、アニメ研究部？　みたいなの、入ってたんでしょ？」

「……ＯＴＡ団のことでしたら、確かに在籍していた事実はございますが、３ヶ月と少しばかりの期間だけでして、去年の夏休み前には退部しておりまして」

「あ、うん。その話、さっき、ナナコちゃんから聞いた」

　聞いちゃいましたか。そうですか。

　いや、どうせ、いつかバレるような類の話だったけどさ。そっちのルートで発覚するくらいなら、最初から打ち明けちゃった方が良かったかもしれないね。

「……その退部理由ですけれども、何と言いますか、自分がオタクじゃないことに気付いてしまった、という話でして」

「じゃあ、アニメとか全然みないの？」

「……それは」

　踏み絵のような質問である。

　きっと、悪気は１ミリもないんだろう。このＹＥＳ／ＮＯの二択がどんな重みを持つのか、察してくれ、想像してくれ、なんて要求すること自体が無理筋なんだろう。

　いや、俺、オタクじゃないんだけどさ。

　とはいえ、リア充でもない可能性が高いんだけどさ。

　だから、そう質問されちゃったら、

「……観みない、と、言えば、噓うそになります」

　こう答えるしかないんだよ。

　３ヶ月ごとにどのアニメが覇権かチェックするようなことは止やめちゃったけど、それでも、反こねの第６カチコミ隊のヴェルヌ、って言われたら、一瞬でそのビジュアルと台詞せりふを脳内再生できる程度の知識はあるから。

「それならオタクで合ってない？」

「いや、その、定義の問題がありまして」

「とりあえずウチよりはオタクでしょ？　ウチ、アニメとか本当にみないよ？　ネズミーの映画はみたけど、あれってノーカウントなんでしょ？」

「えぇ、まぁ、よくご存知で」

「だから、アラカワに教えてほしいんだけど」

「何を？」

「どーやったらオタクになれるの？」

「はっ？」

「これだけ押さえとけばオタク！　みたいなアニメ、あったりしない？　それでナナコちゃんと仲良くなれるんだったら、ウチ、全然みるし」

「……あのさ、オタクって」

　そういう生き物じゃないんだよ。

　にわか知識で擦すり寄ろうとするなよ。

　と、言いかけて、止やめた。

　そういう生き物かもしれない。

　今の時代、東京で、ＯＴＡ団みたいな集団に所属しているオタクは。

　少なくとも、オタクになれなかった俺は、オタクになる基準なんて語れる立場にない。

　だけど、ウェーイさんに言わせれば、俺はオタクであり、オタクになる基準について語れる立場にある訳で、ウダウダ言ってねーで説明しろボケナス、という話になってしまう。

　オタクって何だろう？（哲学）

「アラカワ？」

「……あ、いや、えっと」

　思考がうまく整理できていない。こういうときは、論点を逸そらす。

「そもそも、なんで、そこまでして仲良くなりたいの？」

「だって、なんか、イヤじゃん。これから１年間、クラス一緒なんだよ？」

「放っておきゃいいだろ。他に友達がいない訳じゃないんだから」

「そういう問題じゃなくない？　同じクラスに、自分のこと嫌ってる人がいるのって、ウチ、あんまり好きじゃない」

「いや、まぁ、そうかもしれないけど」

「逆に、アラカワは、なんで放っておけるの？」

　ウェーイさんが語気を強める。

「公園で、ナナコちゃんの顔、見たでしょ？　ウチよりもっと近いところで。何も感じなかった？　何があったのかな、って、思わなかった？」

「……思ったよ」

　何があったのか、気になった。

　だから、今朝、直接尋ねてみた。

　その結果が、ああいうことになった訳で。

「だけど、お前は関係ない、って言われたら、引き下がるしかないだろ」

「そう言われたの？」

「そう言われたんだよ」

「で、引き下がったの？」

「それ以上は何も訊きけないだろ」

「ヘタレじゃん」

　ウェーイさんが不満そうに呟つぶやく。

「たぶん、アラカワの中では、ナナコちゃんが逃げ回ってることになってるんだろうけど、逆だと思うよ？　逃げてるの、アラカワの方だよ？」

「……逃げてる、って」

　心外だ。

　どうして俺が逃げたことになるんだ。

　仕方ないだろう。理由は知らないけど、イナゴさんは俺がオタクじゃないから何も答えない姿勢を譲る気がなさそうで、俺は実際オタクじゃなくて、

『とりあえずウチよりはオタクでしょ？』

「……まぁ、確かに」

　ウェーイさんから見れば、俺はオタクだ。

　ウェーイさんから見れば、俺はオタクであることから逃げているんだ。

　逃げ込んだ先は、リア充になる、っていう目標で。

　サラサラヘアーを犠牲にすることで目標に近づいたような気がしたけど、その効果は一発屋芸人のリズムネタみたいに儚はかないもので。

　現在の進しん捗ちよく状況は、リア充側がわの山頂を目指し、３歩進んで、２歩下がって、間もなく床が動いてもう１歩下げられることがわかっているような感じ。歩んできた足取りの重みに引きずられて後戻りできなくなるような段階では、全然、ない。

　というか、そもそも論として。

　こうやってグダグダと難しいことを考えている時点で、リア充っぽくない。

　リア充は、三次元の世界を、シンプルすぎるほどシンプルに捉えている。深夜アニメを観みていればオタクだし、同じ趣味を持っていれば仲良くなれる筈はずだし、たとえば君が傷ついて挫くじけそうになったときは必ず僕がそばにいてその肩を支えてあげちゃうし。

「……わかった」

　もう、いいや。

　開き直ってやる。

「もう一度、話を聞いてみよう」

「うん。その方がいいよ」

　ウェーイさんは、ヘタレ野郎への不満が解消された様子で、口元を緩ませた。

　女子から逃げずに向き合う男子は本当の強さを持っているよね！　くらいの、シンプルなリア充的価値観による評価でしょうか。

　だとしたら、すみません。

　俺、そういうのじゃないんで。

「だから、ちょっと、協力してほしいんだけど」

　リア充的価値観だと、むしろ評価が底辺レベルになっちゃいそうな作戦しか、思いつかないんですよね。




　　　＊　＊　＊




　九十九つくも学園の校舎は、地上４階、地下２階。静岡と違って東京は土地が高いから、こういう校舎も珍しくないらしい。建築されたのは何十年も前で、当時と比べると生徒数が少なくなっており、今では使われていない空き教室もある。

　すると、滅多に人が来ないような場所も生まれる訳で。

　この階段は、そういう場所の一つだ。

　今朝もほとんど人の気配を感じなかったけど、放課後も同様。東向きの窓から日光が入らなくなった分、負のオーラというか、幽霊が出そうな雰囲気さえ感じてしまう。

「こ、これで、ゆるして、ください」

　イナゴさんは、千円札を３枚差し出した。

「……えっ、どういうこと？」

「い、今、あんまり、お金、持って、なくて、これが、限界、で」

　声が震えている。

　手も震えている。

　察するに、イナゴさん、とんでもない誤解をしているようだ。

「やっぱ、ウチって、不良っぽく見えるのかな？」

「心配しなくていいよ。オタク特有の被害妄想だから」

　ちょっと悲しそうなウェーイさんを宥なだめつつ、すっかり怯おびえているイナゴさんも安心させようとして、

「まぁ落ち着こうぜ。俺たち、カネ払え、なんて一度も言ってないだろ？」

「えっ？　あ、は、はい、言ってません！　こ、これは、わたしが、かってに、はらおうと、してる、だけで、きょーはく、された、わけじゃ、うっ、うぅっ」

　逆効果だった。

　確かに、この状況は、誤解されても仕方ない気がする。

　少し肌寒い放課後。人通りの少ない階段。待ち構えていたのは、自分のせいで髪が燃えてしまった非オタク男子と、昼休みも絡からんできたリア充女子。

　うん、そうだね。

　イナゴさん視点だと本当に怖いね。

　もうちょっと配慮が必要だったね。

「……とりあえず、それ、財布にしまって」

　盛大に溜ため息いきを吐はき、モジャモジャヘアーを搔かき毟むしってから、

「今朝の話の続きをしたいんだ」

　本題に入る。

「け、けさのはなし、って」

「反こねを燃やしてた理由、何か、あるんだろ？　それを知りたい。教えてほしい」

　イナゴさんの震えが止まった。

　その表情は、恐怖から困惑へと変わる。

「……なんで、りょーた氏が、そんなこと、知りたいの？」

「それは、ほら。これから１年間、クラス一緒だし、な」

　一瞬だけ間を置いて、ウェーイさんが、クスッ、と笑った。

　えぇ、そうですよ。

　あなたの発言を丸ごとパクらせて頂きましたよ。

「俺には、理由を訊きく権利がある筈はずだ。あの現場を目撃しちゃったし、クラスも同じ２年４組だし、そして、何より」

　だけど、ここからは、俺のオリジナル理論だ。

「オタクだからな、俺」

「……りょーた氏が？」

　当然、イナゴさんの反応は鈍い。

「こいつは何を言ってるんだ？　って顔だな」

「……えっ、だって、りょーた氏は」

「オタクじゃない、と言ったな。あれは噓うそじゃない。だけど、今、この場で、俺がオタクであることとは矛む盾じゆんしない」

「……予習、とか、してきたの？」

「違う。もっと相対的な話だ」

「……そーたいてき」

　ここで、俺は、

「このリア充オーラが目に入らぬか！」

　唐突にウェーイさんを指名する。

「こちらにおわす御方をどなたと心得る！　恐れ多くもリア充女子将軍、上かみ井い恵め久ぐ様にあらせられるぞ！」

「えっ？」

「はっ？」

　イナゴさんも、ウェーイさんも、２人揃そろって首を傾かしげているけど、そんなことは気にせず続行だ。

「オタクの対義語はリア充だ。両者の関係は相対的なものだ。ＯＴＡ団が新入生の勧誘をしている空間では、俺はオタクじゃなかった。２人しかいない空間でも、そっちは絶対的にオタクなんだから、俺は相対的にオタクじゃなかった。だけど、今はどうだ？　そこに絶対的リア充がいるだろう？　宇宙の法則が乱れた。リア充とオタクの境界線が変動した。この空間で、俺は、オタクか？　オタクじゃないか？　どっちだと思う？」

　わかっている。

　これは屁へ理り屈くつだ。

　だけど、これくらい強引に行かなきゃ、イナゴさんは何も語ってくれないだろう。今朝と同じ展開を繰り返し、ウェーイさんにヘタレと言われ続けるだろう。

　だから、俺は、新しい理論を作った。

　リア充とオタクの相対性理論である。

　異論は認めない。

「……ふふっ」

　イナゴさんの表情が、和らいだ。

「りょーた氏が、そこまで言うなら、りょーた氏は、オタクなんだね」

「おう。わかってもらえたか」

「えっと、何を言ってるかは、全然わかんなかったけど」

　まぁ、そうだろうな。

　ある意味、本家本元のE=mc2より理解不能だからな。

「……みんなには、黙ってて、くれる？」

「もちろん。言う必要が一つもない」

「……りょーた氏も、そうだけど、その、えっと」

　泳いだ目線で、ウェーイさんの存在が気にかかっていることを、言外に伝えてくる。

「あっちは俺以上にＯＴＡ団との接点が少ないから、安心していいと思うぞ」

「……ほ、本当？」

「きっと大丈夫。俺の主観になっちゃうけど、ウェ、……上かみ井いさんは、悪いリア充じゃない。良よいリア充だ」

「……かみいさんは、よい、りあじゅー」

　小声でイナゴさんを説得する。

　蚊帳かやの外に置かれたウェーイさんは、眠そうな瞳で、やや不満そうに何かを訴えていた。




「ビミョーに納得いかない」

　小声でウェーイさんに抗議される。

　俺たちは階段から移動して、イナゴさんを先頭に、地下２階の廊下を歩いているところだ。

「ウチが一緒だったら、ナナコちゃんと話せる、的なこと言ってたよね、アラカワ」

「……いや、実際、その通りだった訳ですが」

「なんか、思ってたのと違う、っていうか」

「……ですよねー」

　スイーツガールはご機嫌斜め。

　まぁ、リア充女子将軍とかいう謎の称号を勝手に付けられたり、よくわからない謎の理論で引き合いに出されたり、そりゃ文句の一つも言いたくなるよね。ちょっとやりすぎた。

「ただ、ほら、それぞれバラバラに行ってもダメだったのに、２人で行ったら多少は心を開いてくれただろ？　結果オーライってことで、ここはどうか一つ」

「うーん」

　ウェーイさんはしばらく唸うなってから、

「別にいいけど」

　別に良くなさそうな返答の後、黙り込んでしまった。

　気まずくなった空気から逃れるように、俺は、イナゴさんへと話しかける。

「と、ところで、俺たちはどこに向かってるんだ？」

「……この、一番奥」

「地下２階の一番奥って、何があったっけ？」

「……美術部の、部室」

　イナゴさんは振り向きもせずに答えた。

　階段で立ち話をするより、場所を変えた方がいい、と提案してきたのはイナゴさんの方だ。その流れで連れて来られたのが、美術部の部室。

「もしかして、美術部員だったの？」

「……うん」

「へぇ、そうなんだ。知らなかった」

　確かに、あれだけ絵が上手うまいんだから、ＯＴＡ団と美術部を兼部していても不思議なことはない。むしろ納得である。

「だけど、部室って、他の人たちがいるんじゃないか？」

「大丈夫。部員は、わたし、１人だから」

「……えっ？」

「元々、全然、活動してなかったんだけど、ね？　３年生が、あっ、去年の３年生が、夏休みで、引退しちゃって。それから、ずっと、１人」

「……それ、部として存続できないレベルだろ」

「大丈夫だよ。校則には、部員が１人でもいればいい、って書いてあるし。あと、生徒会長のかなめ氏にも、お願いして、許してもらってるし」

　唐突にオタヒメさんの名前が出てきた。

　何を許してもらったのか、わかるようで、わからない。

「元々、わたしも、ＯＴＡ団の方がメインだから、美術部には、あんまり参加してなくて」

「……だよな。全然、そんな印象なかったし」

「りょーた氏がいた頃は、特にそうだよ。ＯＴＡ団の部室で、ＯＴＡ団のみんなと、アイドルファイブの話をするのが、すごく楽しかったから」

「……あぁ、楽しかったな」

　一番奥の扉まで辿たどり着ついた。

　イナゴさんは、制服のポケットから鍵を取り出した。

　小さな看板には、準備室、とだけ書かれている。部員募集のポスターは貼られていない。それどころか、ここに美術部の部室があります、と明示するものさえ見当たらない。廊下側には窓もなく、おまけにドアは施せ錠じようされている訳だから、何というか、秘密基地みたいだ。

「でも、アイドルファイブって、完全に、終わっちゃったでしょ？」

「……例の、事件で？」

「うん。あの事件で」

　彼氏発覚騒動、からの、ハッシュタグ＃円盤こんがり焼けるかな選手権。

　イナゴさんと俺の間なら、一瞬で共有できる話題だ。

　ただし、もちろん、ウェーイさんはピンと来ない。例の事件って何？　と質問したそうな顔で、首を傾かしげている。

　補足説明を入れようかな？　とは思ったんだけどね。

　イナゴさんが、そんな暇を与えてくれないんだ。

「だから、あの事件の後、ＯＴＡ団の部室を大掃除したんだよ。アイドルファイブのフィギュアとか抱き枕とか、全部、燃やしちゃおう、って」

「……そうだったな」

「でも、実は、燃やしてないの」

「……えっ？」

「期末テストとか、夏アニメとか、夏コミ準備とか、色々あって、なんか、グダグダで。気が付いたら、旬を逃しちゃって」

　知らなかった。

　俺は期末テストのタイミングで退部届を出して、その後、ＯＴＡ団がどんな活動をしていたのか、ほとんど情報を追っていない。うっすらと覚えているのは、夏コミにサークル参加してアイドルファイブの同人誌を出す予定だったこと。ところが、本番直前、イナゴさんが投稿した告知イラストは夏の覇権キャラに変わっていたこと。それくらいだ。

　もう、何なんだよ。

　あれだけ大騒ぎしたくせに、結局、ビッグウェーブには乗らなかったのかよ。

「だから、アイドルファイブのグッズは、全部、普通に、捨てることになって」

「……残しておく、っていう選択肢は、なかったのか」

「えっと、その、終わったコンテンツだし？　オタクの敵みたいなコンテンツだし？　そんなものを、ずっと飾ってたら、ＯＴＡ団が、オタクの部活じゃなくなっちゃう、っていうか」

　少しずつ声が上うわ擦ずってきた。

　まるで、自分の意見ではなく、誰かの意見を言わされているみたいに。

「わたしはオタクだから」

　鍵を差し込む。

「ＯＴＡ団の部員だから」

　開錠の音がする。

「アイドルファイブとか、もう、ダメなんだよ。全部、捨てちゃって、忘れちゃって、次に行かなきゃダメなんだよ」

　そして、ゆっくりと、

「……でも、ね、りょーた氏」

　扉が開かれた。
















「わたし、好きなの。大好きで、大好きで、……大好きなの」
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　そこは美術部の部室なんかじゃなかった。

　いや、美術部の部室には違いないんだろうけど、第一印象がＯＴＡ団の部室にそっくりで、俺は激しい既視感に襲われた。

　壁を埋め尽くす、ポスター、タペストリー、抱き枕カバー。

　棚を埋め尽くす、コミック、ノベル、円盤、フィギュア、その他た諸もろ々もろ。

　確信する。

　ここにあるものは、全部、アイドルファイブのグッズだ。

　そして、約半分が、１年前の春、ＯＴＡ団の部室に飾られていたものだ。

　公式だけじゃなくて二次創作の同人も含まれるけど、他作品のグッズは一つもない。キャラの分布には大きな偏かたよりがあって、みこみーが全体の６割、他の４人が１割ずつ、という具合だろうか。

「……すげぇ」

　小学生並の感想だけど、許してほしい。

　言葉を失うほど、圧倒的な、愛を感じたんだ。

「だから、捨てるフリして、こっそり運び込んで。ついでに、わたしの家からも、色々持って来て。気が付いたら、こんな感じ。えへへへっ」

「……これって、ＯＴＡ団のみんなは」

「知らない。だから、ぜったい、秘密だよ？」

「……それは、別に、構わないけど」

「お願いだよ？」

　懇願するような上目遣いで、イナゴさんは、拳をぎゅっと握りしめる。

「わ、わかった。誰にも言わない」

「えへへへっ。ありがと」

　緊張感がマイナスに振れたような、ゆるゆるの笑顔。

　そういえば、去年の春は、よくこんな表情を見せていたな。

「こんなの、みんなにバレちゃったら、大草原不可避だよ」

「大草原、とは？」

「んんｗｗｗ　アイドルファイブは、ありえないｗｗｗ　ゴミですなｗｗｗ」

　唐突に口調が変わる。

「……終わったコンテンツは、ＯＴＡ団の活動に、何の役割も持てないから」

　そしてすぐ元に戻る。

「この部屋から一歩でも外に出たら、わたしは、オタクで、ＯＴＡ団の一員。だから、覇権の側がわに立ってなきゃいけない。ドルファイバーなんて、完全に異教徒だもん。ありえないよ」

「……隠れキリシタンかよ」

「うん、そんな感じかも。秘密の部屋に逃げ込んで、ここで、いつも、偶像崇拝してるし」

「……偶像（アイドル）だけに」

「だって、みこみーは、女神なんだよ？」

　イナゴさんは、偶像（フィギュア）を両手で掲げ、蛍光灯の白い光にかざして、うっとりとした表情で眺めていた。

「アイドルとしても、魔法少女としても、半人前だけど。誰よりも強いハートの力で、歌い続けるんだよ。踊り続けるんだよ。みんなを守り続けるんだよ。バブみっていう言葉が生まれる前から、みこみーは、バブみっていう概念の象徴だったと思う。おっぱいが大きいキャラじゃないのに、ね？　これはもう、女神だよ。人間じゃないよ」

　すごい早口で、まくし立てるように。

　どうもオタク特有のスイッチが入ってしまったみたいだ。こういう場面では、相手の主張を否定せず、適当に相あい槌づちを打つのが最適解。

「……まぁ、三次元の世界には、いないよな」

「そんなこと、ないっ！」

　えぇー。

　俺、間違ったこと言いました？

「みこみーは、今も、ここにいる」

　壁に貼られたポスターと対たい峙じして、みこみーと手を重ね合わせるイナゴさん。

「あの事件のせいで、ドルファイバーの数は激減しちゃったし、中の人も深夜アニメの仕事は受けなくなっちゃったし、製作委員会の会社も３つくらい消えちゃったけど、それでも」

　握りしめた拳を軽く胸に当て、決意の表情でこちらへ振り返るイナゴさん。

「みこみーは消えない。わたしが、守り続ける」

　わぁー。

　２期４話だっけ？　作中屈指の名台詞ぜりふ、ここで使ってきたかぁー。

　というか、さっきから、会話が微妙に成立していないような気がする。

「だから、ここで、グッズも集め続けてるし、絵も描き続けてるんだよ」

「……描き続けてる？」

「うん、１日１みこみー」

　そう言いながら取り出したのは、大量のスケッチブック。

　数えたら全部で13冊。表紙には年／月が記載されていて、一番古いのは去年の４月、一番新しいのは今年の４月。

　ペラペラめくっていくと、みこみー（制服）、みこみー（私服）、みこみー（魔法少女）、みこみー（Ｒ18）、とにかく全部みこみーのモノクロイラストだ。

「……まさか、今も、毎日？」

「テスト前とか、たまにサボっちゃうけどね。えへへへっ」

「だって、いつも、違うアニメの、描いてるだろ」

「お絵かきサイトに上げてる方？　あれは、えっと、お仕事、じゃ、ないけど」

「お仕事？」

「あっ、別に、お金をもらってる訳じゃないよ？　ただ、ＯＴＡ団の一員として、ね？　ランキング、上位だったりすると、みんな喜んでくれるし」

　デイリーランキング１位を獲とるだけの簡単なお仕事です。

　……それで実際に１位を獲とっちゃってるんだから、すごい話だ。

「だから、こっちは、趣味っていうか、プライベートっていうか」

「本当に描きたいのは、こっち、みたいな？」

「えっ、と、それは」

　イナゴさんが言葉に詰まる。

「どっちが、って、ことは、ない、けど。うん。みこみーのラクガキは、楽しくて、やめられない、かな？」

　困らせるつもりの質問じゃなかったんだけど、答えにくい急所を突いてしまったらしい。

　ただ、その答えは、きっと真実なんだろう。

　その愛は、簡単に止められるものじゃないんだろう。

「……一いち途ずなんだな」

「だって、好きだから」

　即答。

　これは、完全に、認識を改める必要がありそうだ。

　一にのまえ奈な々な子こは『イナゴさん』なんかじゃない。




「……ななこ氏」




　この名前で呼ぶのは、いつ以来だろうか。

「俺、ななこ氏のこと、ちょっと尊敬する」

「えっ？　あっ、う、うん。ありがと。えへへへっ」

　照れ臭くさそうに『ななこ氏』が笑う。

　その笑顔に、俺は、懐なつかしさを覚えていた。

「りょーた氏に、ドン引きされなくて、よかった」

「いや、まぁ、今でも続いてるのは驚いたけどさ。去年の春、俺がＯＴＡ団にいた頃は、毎日ラクガキしてるの見せてもらってたし」

「うん、そうだったね」

「あと、個人的に、アイドルファイブが終わってる感じがあんまりない、っていうか」

「どういうこと？」

「３ヶ月ごとに頭を切り替えられるほど器用じゃないんだよ。田舎いなか者だから」

　本音が、自然と、口をついて出てくる。

　ななこ氏の秘密も色々知っちゃったし、隠すようなことでもないし、別にいいや。

「それに気付いたのが去年の６月とか７月で、夏休み前にＯＴＡ団も辞めちゃって、オタクの世界から距離を置くようになって。だから、毎週欠かさず観みて、誰かと感想を言い合ったアニメ、アイドルファイブが最後なんだよな」

「そ、そうなんだ」

　ななこ氏は、一瞬、納得したような素振りを見せてから、

「でも、りょーた氏」

「んっ？」

「さっき、俺はオタクだー！　って言ってたのに」

「さっきは、ほら、同じ空間にリア充の」

　……あれっ？

　俺、なんか、忘れてない？

　この部屋に入ってから、ずっと２人で話しちゃってるけど、実はもう１人くらい俺の後ろにいたりしない？

「……あっ」

　ななこ氏も気付いたようだ。

　約１名、完全放置で盛り上がっていたことに。




　ギギギギギッ。

　錆さびたブリキ人形のように、ぎこちなく、ウェーイさんの方へと振り返る。

　この３人で話をする以上、俺は、通訳のような立場だった筈はずだ。そいつが、職務を忘れて、向こう側の言語でずっと喋しやべっている。昔話まで始めちゃってる。

　最悪じゃないか。

　怒っているだろうか。

　呆あきれているだろうか。

　おそるおそるウェーイさんの表情を窺うかがってみると、

「え、何？　急にこっち向いて」

　普通だった。

　いつもと同じように、ちょっと眠そうではあったけど。

「……あっ、いや、その、話してる内容、わかった？」

「やー、全然わかんなかった」

「……ですよねー」

「でも、ウチのこと、あんまり気にしなくていいよ？　なんか、レベル高い、っていうか、難しい話っぽいし。逆に、邪魔したら悪いし」

　ウェーイさんは本当に天使だ。

　何なんだろう。この、コミュニケーション能力とか、空気を読む能力とか、そういう次元を超えた、何なんだろう。

「っていうか、ウチ、軽く感動してるよ？」

「……か、感動？」

「とりあえず、ナナコちゃんは、この、みこみー？　が、大好きなんだよね？」

「……あ、えと、はい、大好きです」

「実際、すごいよね。アラカワと話してたことは、難しくて意味わかんなかったけど、それだけは、なんか、わかる。本当に大好きなんだって」

　そこだけ押さえておけば十分だと思います。いや、わりとマジで。

「しかも、これ、ウチらだけに教えてくれたんでしょ？　嬉うれしくない？」

「……えっと、はい、俺も嬉うれしいです」

「で、ウチらだけに教えてくれた、ってことは」

　ウェーイさんがななこ氏に問いかける。

「金曜の、公園の話と、関係あるんだよね？」

　あっ。

　そうか。

　そうだよな。

　そうじゃなきゃ、わざわざ移動してきた理由も説明できない。

　ななこ氏は表情を曇らせつつ、こくり、と首を縦に振った。

「……金曜は、入学式の日だったから、ＯＴＡ団も、１年生に、ビラを配ったんだけど」

　何故なぜか俺にも配られたけどな。

「部室に集まって、準備してたら、段ボール箱から、去年の衣装が、見つかったの」

「衣装って？」

「新入生にビラ配るとき、コスプレするんだよ。アニメキャラの」

　適切なタイミングで、ウェーイさんに補足説明。

　これだよ。こういう仕事が、俺に求められていたんだよ。

「去年の、ってことは、アイドルファイブだな」

「うん。５人分、ちゃんと揃そろってた。大掃除のとき、捨て忘れちゃったんだね」

「えっと、まさか、その衣装」

「……みんなで、公園に行って、燃やしちゃった」

　ぎゅっ、と唇を嚙かむ。

　その仕草から、後悔の念が、にじみ出ていた。

「縁起が悪い、とか、呪いのアイテム、とか。みんな、そんな感じで、捨てよう、燃やそう、って。ちょうど、１年生が出てくるまで、時間もあったし」

「ななこ氏も、一緒に、行ったのか？」

「断る理由がないよ。わたし、オタクだから」

　オタクという言葉の定義が、わからなくなってくる。

　定義なんて、もう、存在しないのかもしれない。

　文脈によって、使う人間によって、まったく違う意味になってしまうなら、各おの々おのを自己正当化するための言葉遊びにしかならないじゃないか。

「……守れなかった」

　ななこ氏の瞳に、涙が浮かぶ。

「目の前で、燃やされちゃったのが、すごく、ショックで。ビラを配ってる間も、ずっと落ち込んでて」

　涙を拭いたら、今度はハイライトが消えている。

　あぁ、思い出した。

　ビラを配っている間も、ななこ氏は、こんな顔だった。

　で、あの日、こんな顔に出くわした俺は、どんな話をしたっけ？

『１年前の春みたいだな』

『約束された覇権。ほら、ちょうどアイドルファイブの２期が始まるタイミングで、先輩たちがコスプレしてたんだよな、……男５人で』

　えっ？

　マジで？

　タイミング最悪すぎない？

　うわっ、うわああぁ。

　俺、思いっきり地雷を踏んでたんだ。無神経なことを言いまくってたんだ。酷すぎる。最低すぎる。反省した方がいい。

「学校にいる間は、一応、頑張ってたんだよ？　１年生の反応、いい感じで。何人も入部してくれそうで。みんな楽しそうなのに、わたしだけ『しんみり』してたら、おかしいから」

　ななこ氏は静かに金曜の話を続けていく。

　ななこ氏が『しんみり』しちゃった責任の一端は俺にもある訳で、この場から逃げ出したくなってきた。

　もちろん、ここまで来て、逃げ出したりする訳ないんだけどさ。

「でも、家に帰って、自分の部屋に入って、そしたら、急に、悲しくなっちゃって。へらへら笑ってる自分が、嫌になっちゃって。そんなとき、お絵かきの資料用に買った、反こねのフィギュアが目に入って。意味がわからなくなっちゃったの。……どうして、こんなものが、わたしの家にあるんだろう？　って」

　すべての話が繫つながった。

　そこから先は、聞くまでもない。この目で見ちゃったから。

　真っ赤な炎。

　真っ黒な煙。

　あれは、一種の報復行為であり、同時に、みこみーたちを悼いたむ鎮ちん魂こんの灯ともしびだったんだ。

「……陰湿、だよね。良くないよね」

「いや、そんなことは」

「りょーた氏に見つかって、家に逃げ帰って、冷静になったら、ヴェルヌの抱き枕だけ残ってて。わたし何やってるんだろう？　って、すごい自己嫌けん悪おで。とりあえず、ネットで、燃やしたグッズ全部買い直して」

「えっ、全部？」

「うん。お小遣いの貯金だけじゃ足りなかったから、今度、５万円分アルバイトしなきゃ」

　真面目な話をしている最中なのに、俺にも少なからず落ち度があったのに、そのフレーズを耳にした瞬間、18歳未満は購入できない同人誌みたいな展開しか想像できない俺は本当に反省した方がいい。

　邪念を消し去ろう。

　紳士になろう。

「５万円って、フツーの高校生には、わりと大金だよね」

　ウェーイさん、やめて。

　このタイミングで、リア充女子にそんなこと言われたら、オタク男子はどうしても意味深に捉えちゃうから。秘密のアルバイトなら２晩で稼げるな！　とか考えちゃうから。やめて。

「ふぅっ」

　ひとまず、深呼吸して。

　紳士的に考える。

　今、自分が、何を語るべきか。

「ななこ氏」

「……うん」

「それは、確かに、ＯＴＡ団のみんなに知られたくないな」

「……うん」

「安心してくれ。何度も言うように、俺が告げ口することはないから」

「ウチも、ちゃんと、秘密は守るよ？」

「……ありがと」

　ななこ氏は、肩の荷が下りたような顔で笑った。

　１人で抱え込もうとしていたんだろう。ウェーイさんは、リア充特有の観察眼で、それを見抜いたんだろう。ウェーイさんが背中を押してくれなかったら、俺はこの部屋に辿たどり着つくことさえできなかったし、ななこ氏はいつまでも孤独な隠れキリシタンだった。

「こっちこそ、ありがとう。俺たちのこと信用してくれて」

「……えっ、と、それは、りょーた氏だから」

　ななこ氏は、ごく自然な動作で、みこみーのぬいぐるみを両腕の中に抱きかかえる。

「りょーた氏は、きっと大丈夫、って思って。かみいさんも、今まで話したことなかったけど、りょーた氏が、大丈夫、って言ったから、きっと大丈夫、って思って」

「そ、それは、どうも」

　あまりにも全面的に信用されすぎて、逆に困惑してしまう。

　あるいは、全面的に信用してみたかったんだろうか。自分以外の誰かを。

　その相手が、たまたま、俺だった、と。

　いや、卑下している訳じゃない。偶然の産物とはいえ、俺の存在も、それなりに必要なものだった筈はずだから。１ミリくらい誇りを持ったって、罰ばちは当たらないだろう。

「……りょーた氏や、かみいさんが、もし、嫌じゃなかったら」

　だって、ななこ氏が、

「また、ここに、こっそり、遊びに来てね？」

　こんな提案をしてくれるようになったんだから。

　素直に喜ばない方が、失礼だ。

「そう言われちゃったら、また来るしかないな」

「チョコレートのお菓子とか、用意して、お待ちしております。えへへへっ」

　みこみーのぬいぐるみを、もぎゅっ、と抱き締めながら。ななこ氏は満面の笑みを浮かべていた。







[image: ３章　水曜日のななこ氏]







　水曜の朝。

　学校のトイレで手を洗った後、鏡に映る自分の姿に、俺は感動すら覚えていた。

「……髪が、風ふ呂ろ上あがりだ」

　本当に頭の悪い発言だけど、実際、この表現が一番的確だと思う。

　サラサラヘアーからチリチリヘアーへの劇的な変化を遂げ、今日で６日目。この髪についても、だいぶ理解が深まってきた。

　髪が湿っているときは、レゲエミュージシャンみたいで、まぁそれなりにバランスが取れている。こういう髪型の人、渋谷のセンター街にいそうだよね、的な。

　問題は、これが乾いた後。もはや、髪というより、お笑い芸人の被かぶり物ものだ。頭のサイズが肥大化することで、全身のシルエットも、６頭身から４頭身くらいまでデフォルメされたように感じてしまう。……さすがに言い過ぎか。

　つまり、濡ぬれた状態をどれだけ維持できるか、という勝負である。

　とはいえ、引きこもっていた週末のように、朝と昼と夕方と夜と深夜と３時間おきに入浴してリア充女子の匂いを堪たん能のうする、じゃなかった、髪に潤いを与えることは不可能だ。

　じゃあ、どうするか？

　打開策は、昨日の放課後、木きノ本もとくんに教えてもらった。

『アラカワくん、マジで髪に何も付けてないの？』

『……えっと、うん、何も』

『いやいやいや、そのパーマはセットしないと無理っしょ』

『……セット？』

　昔から、不思議だとは思っていた。

　リア充男子の髪型が、常にバッチリ決まっていること。風ふ呂ろ上あがりのようなスタイルを、朝も昼も夕方も夜も深夜もキープしていること。

　だけど、話を聞いてみたら、もう納得するしかなかった。

　１．髪を完全に濡ぬらす

　２．タオルで半分乾かす

　３．ムースを揉もみ込む

　４．ドライヤーの温風を当てる

　５．ワックスを付ける

　６．ドライヤーの冷風を当てる

　７．スプレーで固める

　８．毛先を微調整

　こんな面倒くさい儀式を、毎朝、欠かさず執とり行おこなっているのだ。

　ここまでやるから、リア充なのだ。

　目から鱗うろこが落ちまくった俺は、さっそく実践してみることにした。

　慣れない作業ばかりで30分もかかったけど、そんなこともあろうかと普段より40分も早起きしたから問題なし。

　それから、駅まで歩いて、電車に乗って、地下鉄に乗り換えて、学校に着いた、今。

「……これ、マジで、風ふ呂ろ上あがりだ」

　トイレの鏡を前に、俺は、ひたすら頭の悪い発言を繰り返していた。




　数分後、教室にて。

「アラカワ、おはよー」

「……あっ、おはよう」

「へー、髪イジったんだ」

　ウェーイさんは、二言目で、俺の変化を指摘してきた。

「……変じゃないよな？」

「うん。変じゃなくなった」

「つまり、昨日までは変だった、と」

「え、逆に、変じゃないと思ってた？」

　なかなか辛しん辣らつなご意見をおっしゃいますね。

　いや、実際、今になって思えば、よくあんな髪型でリア充になろうと思ったな！　っていうレベルだったけど。

「あ、なんか、ごめん」

「……大丈夫。俺、メンタル強いから」

　こういうことを自分で言っちゃう人間は、８割くらいの確率で別に強くない。むしろ弱い。あっ、俺は８割の方です。

　そんな話をしていたら、ななこ氏が教室に入ってきた。

「おはようございまーす……」

「ナナコちゃん、おはよー」

　すかさず、ウェーイさんが朝の挨拶を仕掛ける。

「えっ？　あ、お、おはよう、かみいさん」

「メグでいーよ、って言ったじゃん」

「じゃ、じゃあ、メグさん」

　美術部の部室という秘密を共有しちゃったこともあり、この２人もそれなりに仲良くなっている様子。一昨日の昼休み、ウェーイさんが『フラれた』ことを考えれば、劇的な変化と言ってもいいんじゃなかろうか。

「りょーた氏も、おは、よ、えっ？」

　不思議そうな顔で俺を見つめる。

「ななこ氏？」

「……泳いできたの？」

　オーケー、その一言で把握した。

　髪に対する感覚は、ななこ氏も、俺も、同じレベルのようだ。




　リア充女子とオタク女子。

　色々あって２人の間に交流が生まれた訳だけど、言い換えれば、交流しか生まれていない。それぞれのホームが変わった訳じゃない。

　教室の中では、目に見えない陣取り合戦が行われている。リア充陣営とオタク陣営は明確に区分されていて、時々こういうイレギュラーが発生するけど、基本的には自分の所属する陣営で、ホームで、一生を終えることになる。

　ななこ氏は、ウェーイさんと二言三言交わした後、ホームに戻ってしまった。

「反こね、２期も最高にハラショー～☆」

「ホンマそれ、１話からもう神回やで」

「神回ってレベルじゃねーぞ、神の上か？」

「尊い……、尊い……!!」

　オタヒメさんに吸い寄せられ、他のクラスからぞろぞろと集まってきた、ＯＴＡ団２年生の男子部員たち。２年４組の教室は、もはや第二部室だ。

　そして、その集団の端っこで、ななこ氏は相あい槌づちを打っていた。

「う、うん、すごかったね。えへへへっ」

　こんな感じで。

「Ａパートの銃撃戦、すごかった～☆」

「せやな。作画もヌルヌル動くし、６カチの中の人もノリノリやった」

「『ここでキミが死ぬ未来は変わらないけど、かわいそうだから、せめて最さい期ごにパンツを見せてあげよう』」

「かなめ氏、ヴェルヌそっくりやんけ！　声優デビュー待ったなし！」

「やぎう氏、ちょっと大げさでは？」

「ワイは本気やで。それくらい、よう似とった。ななこ氏も、そう思うやろ？」

「えっ、と、うん、似てた。すごく似てたよ。えへへへっ」

　こんな感じで。

　俺の記憶に補正がかかっていなければ、去年の春、ななこ氏は、もうちょっと饒じよう舌ぜつで、もうちょっと楽しそうだった。ＯＴＡ団の一員であることと、ドルファイバーであることが、何の矛む盾じゆんも起こさなかった時代だ。

　月曜の放課後、美術部の部室でみこみー女神説を唱えるななこ氏は、あの頃と同じように、心の底から笑っていたような気がする。

　だけど、今は、

「えへへへっ」

　強烈な自己矛む盾じゆんをひた隠しにしながら、愛あい想そ笑わらいを浮かべて。

　一体、どんな気持ちで、あの輪の中に加わっているんだろうか。

「ところで、ななこ氏？　２期スタート記念イラスト、進しん捗ちよくどうですかな？」

「えっ？　あ、う、うん。１話の放送には、その、間に合わなくて」

「んんｗｗｗ　ありえないｗｗｗ」

「うぅっ、ご、ごめんなさい、でした。今夜、日付が変わるくらいには、たぶん、アップできると思うから……」

「大丈夫？　作業中、ななこ氏の隣で、がんばれ♡　がんばれ♡　する？」

「お、お気づかい、ありがと……」

「ななこ氏は、ＯＴＡ団の中でも貴重な、絵に役割を持てる部員なのですから。よろしく頼みますぞ？」

「よ、よろしく、頼まれました……」

　そんな話をしているところに、やぎう氏たちが乱入してくる。

「ヒエ～ッｗｗｗ　かなめ氏の、喝！　出てしまいましたなぁ。ななこ氏、やってしまいましたなぁ。これは大変なことやと思うよ？　相手は泣く子も黙る生徒会長やよ？」

「えぇ～っ？　私、怖くないよ～☆」

「せやな。かなめ氏の寛大な心によって九十九つくも学園の平和は保たれとるが、権力とカリスマを兼ね備えたかなめ氏が本気出したら、五体満足で卒業できるヤツは１人もおらんで」

「ただでさえ天使のかなめ氏が権力を手に入れて大天使カナエルに」

「尊い……、尊い……!!」

　オタクは生徒会長を何だと思っているのか。

　アニメに影響されすぎではないだろうか。

　いや、まったく、本当に。

　ななこ氏は、一体、どんな気持ちで、あの輪の中に加わっているんだろうな？

「はよ───っす」

　木きノ本もとくんが登校してきた。

　いつまでもオタク陣営の方ばっかりチラチラ気にしている場合じゃない。俺だって、リア充陣営に、新しいホームがあるんだから。

「……お、おはよう」

「ん？」

　リア充男子、立ち止まる。

「あー、ちゃんとセットしたんだ？」

「……えっと、うん、教えてもらったとおりに」

「どう？　いい感じ？」

「……た、たぶん」

「そりゃ良かった」

　あれっ？

　木きノ本もとくん、なんかテンション低くない？

「……昨日、わざわざ、教えてくれて、ありがとう」

「いや、それは、メグにも頼まれてたし」

　ウェーイさんの名前を出しつつ、自分の髪をクルクルと弄いじる。

　やっぱりテンションが低い。

　そういえば、昨日の放課後も、最初の方は『うぇ───い！』みたいなノリだったのに、途中から結構普通になってしまって、あぁ、そうか、リア充男子も『うぇ───い！』っていうテンションを維持するのは疲れるんだな、とか思ったんだっけ。

「キノっちー★」

　マキマキさんが来た。

　女子生徒Ａと女子生徒Ｂを、子分みたいに引き連れて。

「おせーよ、キノっち」

「遅刻ギリギリじゃん」

　男子生徒Ａと男子生徒Ｂも、ついでに寄って来た。

　いつの間にか、木きノ本もとくんを中心とする半径３メートルくらいの範囲が、リア充陣営の拠点みたいになっている。どこから召喚したんだよ。すごい特殊スキルだな。

「あー、なんか、髪キマんなくて」

　木ノ本くんは、頭頂部の毛束を、指先にクルクルと絡からめていた。

　改めて観察してみると、リア充男子は、リア充男子っぽい髪型をしているものだ。なんか、こう、アゲアゲで、エモーションで、パーリーピーポーな感じの。

　髪がキマっていることは、リア充陣営に所属するための条件の一つなんだろう。

　そう考えると、俺は、少なくとも今日は、その条件をクリアしている訳だ。この集団に違和感なく溶け込めている訳だ。

　正直、嬉うれしいです。

　木きノ本もとくん、本当にありがとう。

「ところで、マキマキ」

「なーにー？」

「香水、変えたっしょ？」

　えっ、何？

　こうすい？

「あー、わかっちゃった？」

「わかるよ。匂い、全然違うし。エンジェルハート？」

「えー、すごいんだけど。当たってるんだけど」

「結構好きなんだわ、エンジェルハート」

「ラブ＆ピースより好き、って言ってたもんね」

「言ったっけ？　そーなんよ、昔から」

　ちょっと待ってくれない？

　どこの世界の話をしてるの？

　なんか、急に、とてつもなく遠い存在に見えてきたよ？

「キノっちは、ずっとサムライ付けてるよね」

「サムライは基本だしな」

　だから、それ、どこの世界の基本？

　時代劇の撮影でもやってるの？

　……わかってる。そんなボケはいらない。文脈から察するに、サムライっていうのは、男子用の香水だろう。その前に出てきた２つは女子用だろう。

　つまり、ここに来て、新たな条件が判明した訳だ。

　リア充は香水を付けている。

　俺も香水を付けなきゃいけない。

　昨日はムースとワックスとスプレーを買って帰ったけど、今日もまた買い物することになりそうだ。出費続きで少々キツい。きっと、他にも、色々揃そろえなきゃいけなくなるだろうし。

　というか、香水って、いくらで買えるんだろうか。

　そもそも、香水って、どこで売ってるんだろうか

　リア充を目指すのも大変だ。
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　わからないことがあったら、スマホで検索すればいい。

　値段は調べた。

　店の場所も調べた。

　香水を購入する、という人生初のミッションをこなすため、放課後、俺は、さっさと学校を出発して、道中、窓ガラスに映る自分の顔や頭を見て、髪型がキープされていることに感動して、だけど、ここで満足しちゃいけない、もう一段高みを目指さなきゃいけない、リア充になるっていうのはそういうことだ、などと自分に言い聞かせ、いざ、店の前まで到着したところで、ちょっと勇気が足りず、自動ドアを開ける一歩が踏み出せず、早歩きで来たから喉が渇いた、などと言い訳して、コーラか、サイダーか、とにかく炭酸の入った清涼飲料水を買おうとしたら、

「……財布を忘れた」

　というオチが待っていた。

　本当に、しょーもない。

　おそらく、教室のロッカーに置いてきたんだろう。完全に意気消沈した俺は、トボトボと、来た道を戻るしかなかった。




　西日の射さし込こむ校舎に、人の気配は少ない。

　往復４キロほど無駄に歩いた俺の足取りは重い。

　部活がある生徒はそれぞれの部室にいる時間帯だし、校舎には誰も残っていないだろう、と思っていたけど、２年４組の教室前で、１人見つけた。

「……ななこ氏？」

「あっ、りょーた氏」

「廊下に突っ立って、何やってるんだ？」

「えっと、その、お財布、忘れちゃって。えへへへっ」

　奇遇ですね、お嬢じようさん。

　こんなことでシンクロしても嬉うれしくありませんよ。

「でも、教室に、入れなくて」

　困ったような顔で、チョイチョイ、とドアに人差し指を向ける。

　隙間から中を覗のぞいてみると、そこには、リア充が２人。

　木きノ本もとくんと、ウェーイさんだ。

「……２人だけか？」

「うん。わたしが来てから、10分くらい、ずっと」

「何の話をしてるんだ？」

「声が小さくて、あんまり聞こえないんだけど、かれし、とか、かのじょ、とか、聞こえた気がする」

「カレシ、カノジョ」

「た、たぶん、だよ？　聞き間違いかもしれないし」

「……いや、合ってるんじゃないかな。リア充って、そういう話、よくするから」

　ななこ氏元カノ疑惑をかけられたことも記憶に新しい。元カノなんて１人もいないよ。いない歴＝年齢だよ。悪かったな。

「っていうか、10分もここにいたの？」

「う、うん。だって、邪魔したら、ダメかな、って」

　気持ちは理解できなくもない。リア充男子とリア充女子がそういう話をしている空間に単たん騎き突入できるオタク女子は、決して多くない筈はずだ。

　だけど、ななこ氏は、きっと勘違いしている。

　ウェーイさんは、俺みたいな相手と２人で話しているときも、カレシとか、カノジョとか、付き合うとか、別れるとか、そういう単語が平気で飛び出すんだ。

　だから、そういう単語が断片的に聞こえたとしても、重く受け止めて身構えてしまう必要は皆無であり、軽いノリで『うぇ────い！』とか叫びながら思いっきりドアを開けて堂々と入っちゃえば、




「俺、メグのことが、好きなんだ」




　わーお！

　入らなくてよかった！

　思ってたのと違った。めっちゃシリアスだった。木きノ本もとくんの声が『好きなんだ』の『き』で微妙に上うわ擦ずっちゃった辺りもすごくリアルだった。

　……あぁ、そうか。

　リア充って、告白とか、するんだよね。

　考えてみれば当たり前の話だ。付き合ったり別れたりしてるんだから。告白したり告白されたり、っていうのも、画面の向こうの出来事じゃなくて、半径３メートル以内の身近なイベントなんだ。それがリア充なんだ。

　髪型とか、香水とか、もしかして、どうでもいいんじゃないかな？

　もっと根本的な部分で、リア充って、俺と違う生き物なんじゃないかな？

「……ななこ氏」

「う、うん」

「逃げるぞ」

「えっ？」

「いいから、早く」

「あ、わ、わかった」

　足音を立てないよう、慎重に、かつ、迅じん速そくに。

　忘れ物のことはもう一度忘れて、俺たちは事件現場から離脱した。




「……あっ、財布」

　そして、もう一度思い出す。

　階段を駆け下りて、すごく喉が渇いていて、コーラか、サイダーか、とにかく炭酸の入った清涼飲料水を買おうとしたところで。

「りょーた氏も、お財布、持ってないの？」

「……教室にある」

　２人揃そろって一いち文もんなし。なかなか絶望的な状況だ。

「取りに行ったり、できない、よね？」

「あの中に？　そりゃ無理ゲーだろ」

「だ、だよね。えへへへっ」

　ななこ氏は困ったように笑う。

「さて、どうする？　あの２人がいなくなるまで、どこかで待ってるか？」

「そ、そうだね。部室とかで」

「……あぁ、そっか。ななこ氏は、ＯＴＡ団の部室に行けばいいもんな」

「えっ？」

　ななこ氏の反応を見て、ふと気付く。

　ちょっと皮肉っぽい言い回しになっちゃったかな。そんな意図はなかったのに。

「あの、りょーた氏、ＯＴＡ団の部室には」

「……正直、行きづらい。辞めてから随分経たつし」

　今となっては、やぎう氏たちが２年４組の教室に来ても、ほとんど俺とは話さないレベルの疎遠っぷりだ。

「じゃ、じゃあ、りょーた氏」

「んっ？」

　ななこ氏は、少しモジモジした態度で、俺に提案する。

「ＯＴＡ団の部室が、ダメ、なら、えっと、その、ね？　美術部の部室は、どう、かな？　えへへへっ」
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　２日ぶり２回目の訪問。

　美術部の部室は、やっぱり、美術部の部室じゃなかった。

　何を言っているかわからないかもしれないけど、実際、違うよ、これは。

　この部屋の画像を見せて、えぇ、はい、これは美術部の部室ですね、などと平気で言える噓うそつきがいたら、俺は今後そいつの発言を一切信用しないだろう。

　アイドルファイブだらけの壁。

　アイドルファイブだらけの棚。

「りょーた氏、サイダー飲む？」

　冷蔵庫から取り出された５００ミリ缶も、やっぱり、アイドルファイブのコラボ商品だ。

「……ここ、美術部の部室っていうより、ななこ氏の家みたいだな」

「えへへへっ。美術部の部員、わたし１人だからね」

　それで廃部にならないのが不思議だ。

　リアルな話をすると、九十九つくも学園は生徒数が右肩下がりで、空き教室も沢山あるから、問題ないんだろうけど。

　これ、アニメだったら、廃部回避のために部員を集めなきゃいけないフラグだよな。というか、まさに、みこみーがアイドル研究部の部員を集めてたよな。

「りょーた氏。このサイダー、見たことある？」

「……いや、見たことないな。限定品？」

「うん！　秋葉原限定で販売された、レアアイテムだよ！」

「マジで？　いやいや、そんな貴重なもの、開けちゃっていいのか？」

「実は、これ、１期の頃のキャンペーンだから、結構古くて」

　アイドル魔法少女たちのイラストで彩いろどられた側面ではなく、無機質な数字だけが並ぶ底面を俺の方に向ける。

「賞味期限、ギリギリなの」

「……なるほど」

「こういうのって、もったいなくて、なかなか飲めなくて。いつの間にか、１本も手を付けないまま、賞味期限３ヶ月前とかになっちゃうんだよね」

「あぁ、気持ちはわかる気がする。ただサイダーを飲むだけなのに、自分の中で、なんか、特別な意味を持つようになっちゃう訳だ」

「そうそう、そんな感じ」

　ななこ氏は、冷蔵庫からもう１本の缶を取り出し、

「自分だけだと、なかなか開ける勇気が出なかったの。一昨日おとといは、いきなりだったから、サイダーのこと忘れちゃってたし」

　プシュ、と蓋を開ける。

「今日、りょーた氏が来てくれたから、やっと飲めるよ。えへへへっ」

「……まぁ、そういうことなら、美味おいしく頂きましょうか」

　プシュ、という音が、もう一度。

「かけ声は、わかってる？」

「かけ声？」

「わたしが、まず、愛してる、って言うから」

「……あぁ、理解した」

「じゃあ、行くよ？　せーの」




「愛してる」

「カンパーイ」
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　アイドルファイブ挿入歌のタイトル「愛してるＳＵＮＳＨＩＮＥ」を微妙に改変して、乾杯するときにこうやって使うのが、昔、ドルファイバーたちの間で流行はやったのだ。もちろん、高校生は飲酒厳禁だから、サイダーやら栄養ドリンクやらで。

　今は、もう、誰もやらないだろうな。

　ドルファイバーなんて、消えちゃったからな。

「ぷはぁっ、美味うまい」

　ようやく、渇ききった喉を潤すことができた。唇から胃に至るまで、炭酸飲料の流し込まれた範囲が、とても気持ちいい。

　俺とほぼ同じタイミングで、ななこ氏は缶から口を離し、

「……久しぶり、だ」

　と、呟つぶやいた。

「……りょーた氏でよかった」

「えっ、何が？」

「今日は、りょーた氏しかいないから、うっかり上級者向けの話になっちゃっても平気かな、って」

　ちょっと怖い発言だ。一体どんなディープネタが飛び出すことやら。

「メグさんが一緒にいたら、やっぱり、ちょっと気を遣っちゃうし。１人だけ全然わからない話で盛り上がっちゃうの、すごく、申し訳ないな、って」

「確かに、愛してるカンパーイ、とか、いちいち説明しなきゃいけないもんな」

「……別に、メグさんのことが嫌いな訳じゃないし、仲良くなりたいな、って思うんだけど、ね？　やっぱり、リア充さんは、リア充さんだから。住む世界が違う、っていうか」

　住む世界が違う。

　愛する次元が違う。

『俺、メグのことが、好きなんだ』

　リア充からリア充へ、とてもリア充な、リア充のリア充によるリア充のための告白シーン。

　髪型を弄いじったり、香水について調べたり、ここまで努力してきた俺でさえ、そこには決して越えられない隔絶のようなものを感じてしまった。

　ななこ氏がそう思ってしまうのも、無理はないだろう。

「だから、りょーた氏でよかった。リア充さんじゃなくて、ＯＴＡ団の部員でもない、りょーた氏でよかった」

「……そりゃどうも」

　嬉うれしいことを言われているような気もするんだけど、どうも素直に喜べないな。リア充じゃない、ってハッキリ言われちゃうと。

「ＯＴＡ団のみんなとは、終わったコンテンツの話なんか、できないんだよな？」

「うん、無理だと思う。アイドルファイブは、特に」

「……特に？」

「わたしが、今でも、みこみーが好き！　なんて言ったら大変だよ。擁よう護ごするってことは、お前も処しよ女じよ膜まくから声が出てないのか、って言われちゃう」

「……マジかよ」

「え、ま、マジじゃないよ！」

　何について否定されたのか、咄とつ嗟さには把握できず、俺は首を傾かしげる。

「マジじゃない、って？」

「だ、だから、その」

　露骨に目を泳がせながら、真っ赤に茹ゆで上あがった恥ずかしそうな顔で、

「……わたしは、…………こえ、でてる、よ」

　あぁ、うん、なるほど。

　どこで齟そ齬ごが生じたのか、大体わかった。

　そして、すごいカミングアウトをされてしまったことも理解した。

　やめてくれよ。今の状況を考えてくれよ。密室に２人きりなんだぞ？　俺の方も、変に意識しちゃって、体温が上がってきたじゃないか。

　この流れは良くない。

　色々な意味で良くない。

　変えなくては。

「と、ところで、グッズの数すげーな！　どうやったら、こんなに集まるんだ？　去年の春、ＯＴＡ団の部室に飾ってあったグッズの数よりも、明らかに多いよな！」

「……そ、それは、半分くらい、わたしの私物だから」

「あー、そうだったな！　そんなこと言ってたな！」

「……家にあったグッズは、全部、ここに運んだの」

「おー、そうなのか！　だからこんなに溢あふれ返ってるのか！」

「……かなめ氏が、時々、家に来るんだけど」

「へー、知らなかった！　ガールズトークとか、素敵だな！」

「……でも、大変なんだよ」

「ほー、ほー、何があった？」

「わたしが、ちゃんと、覇権の側がわに立ってるか、チェックに来るようなものだから」

「はー、はー、……はっ？」

　空から元気が吹っ飛んだ。

　オタヒメさんが、チェックに来る、とは？

「お絵かきサイトに投稿するイラストは、自分の部屋じゃなきゃ作業できないんだけど、その進しん捗ちよくと、環境を、チェックするの」

「……進しん捗ちよくはわかるけど、環境って？」

「わたしが、どのアニメの、どんなグッズに囲まれて、絵を描いてるか」

「……そんなことまで口を出されるのか」

「うん。だから、わたしの部屋、今期は反こねのグッズだらけで」

「……だって、それ」

　燃やしたんだろ？

　燃やさなきゃ、色々、耐えられなかったんだろ？

　その言葉は口に出せなかった。あまりにも無神経で、あまりにも残酷な詰きつ問もんだから。

　だけど、じゃあ、せめて、訊きかせてほしい。

「ななこ氏は、どうして、ＯＴＡ団を辞めないんだ？」

　わかっている。

　これは、愚問というものだ。

　その証拠に、ななこ氏は、一切の迷いなく答えを返した。

「ＯＴＡ団のみんなが、わたしを必要としてくれてるから」

「……絵師として、か？」

「うん。そうだよ」

「……言ってたもんな。ランキング上位を獲とるのは『お仕事』だ、って」

「お金なんか、もらってないし、『お仕事』って言うのも変だけど」

　悟りを開いた聖人のように、優しい笑みを浮かべながら。




「みんなが喜んでくれる。みんながわたしを必要としてくれる。これって、お金じゃ、買えないものだから」




　あぁ、いい話だ。

　実に素晴らしい青春の美談だ。

　道徳の教科書を検定している文部科学省の偉い人なんかが、いかにも好きそうなエピソードじゃないか。

　この部分だけ切り取れば。

　前後の文脈を無視すれば。

　いい話だよ。まったく、本当に。

「わたし、中学生の頃、あんまり友達ができなくて。特に、オタクの友達がいなくて。授業が終わったら、やることは、まっすぐ家に帰って、アイドルファイブを観みるか描くか、えっと、あとは、拝むか？」

「ソロプレーヤーだな」

　言ってから気付いたけど、ｐｌａｙｅｒとｐｒａｙｅｒをかけた高度なオヤジギャグになってしまった。ななこ氏がスルーしてくれて幸いである。

「だから、ね？　わたしが高校生になったら、アイドルファイブの話を一緒にしてくれる、秋葉原で一緒にお買い物してくれる、そういう友達が欲しいな、って、ずっと思ってたの」

「……それで、ＯＴＡ団に入部した、と？」

「うん。入部したら、そういう友達が、いっぱいできた。アイドルファイブの話、いっぱいできた」

「……あの事件までは？」

「そう、だ、ね」

　ななこ氏の表情が曇る。

　２期最終話の直前。１期に続いて二度目の覇権を獲とる筈はずだった作品が、タイトルを口にするだけで雰囲気が悪くなるタブーと成り果てた、あの事件だ。

「ＯＴＡ団で、アイドルファイブの話は、もう、できなくなっちゃって」

「……少なくとも、擁よう護ごできる空気じゃなかったな」

　正確に言うと、アイドルファイブの話は、していた。

　扱い方が変わっただけだ。称賛する対象から、攻撃する対象へ。

　当時の俺は混乱した。理解できなかった。中の人が処しよ女じよ膜まくから声が出ていなかったのは確かにショックなんだろうけど、だからと言って、何故なぜ、数日前まで大好きだった作品を大嫌いになってしまうのか。

　今の俺には、少しだけ理解できる。ＯＴＡ団のみんなが好きだったのは、アイドルファイブという作品じゃなくて、ドルファイバーである自分自身だったんだろう。覇権の側がわに立っている、という安心感だったんだろう。

　ビッグウェーブには乗るしかない。

　大きな流れが変化するなら、個人の好き嫌いも修正しなければならない。

　それが、東京のオタクだから。

「あれから、すぐ７月になっただろ？　俺はもう部室にほとんど行かなくなっちゃったけど、アイドルファイブの話ができなくなったＯＴＡ団では、何の話をしてたんだ？」

「えっと、その、夏は、夏の、覇権があるから」

「……例の紐ひも？」

「う、うん。駄だ女め神がみ様の青い紐ひも」

　こんなアホみたいな言い回しでも、どのアニメの、どのキャラを指すのか、一瞬で伝わってしまう。会話が楽でいい。

「そうだよな。ななこ氏も、７月は、青い紐ひものイラストばっかり描いてたからな」

「あ、あれは、あのタイミングで、青い紐ひも、描かなかったら、それは、えっと、オタクじゃ、ない、みたいな、風潮が」

「確かに、そんな風潮があったかもしれない」

「ランキングも、青い紐ひもで、はじめて、１位になって、みんな、喜んでくれて」

「そうそう、大騒ぎしてた」

「でも、りょーた氏は」

　一瞬だけ、躊躇ためらうような間を置いてから。

「りょーた氏だけは、喜んでくれなかった」

　決して責めるような口調ではなく。

　ただ、静かに、淡々と。

「……正直、ショックだったんだ。ななこ氏でさえ、そうなのか、って。毎日アイドルファイブのイラスト描いてたのに、もう二度と描かないのか、って」

「それは、えっと、その」

「……わかってる。本当は、１日１みこみー、続けてたんだろ？　『お仕事』じゃない方で。『趣味』とか『プライベート』の方で。だけど、俺は、そんなこと知らないから。ななこ氏も他のみんなと同じだと思ってた。ＯＴＡ団の中で、俺だけが、ビッグウェーブに乗れてないんだと、ひとつ前の季節に取り残されてるんだと、そう思ってた」

　喩たとえるなら、無限にも等しいループを繰り返す過程で、ひとつ前の時間軸に取り残されてしまった、アイドル魔法少女ちるちると同じようなものだ。

「だから、りょーた氏は、ＯＴＡ団を辞めちゃったんだよね」

「……っていうか、ななこ氏も知ってただろ？　俺が辞めた理由くらい」

「うん。知ってた。りょーた氏だけは、あの事件の後もドルファイバーで、だから、ＯＴＡ団には、いられなくなっちゃって」

「……まぁ、要するに、本音と建前を使い分けられなかったんだよ。静岡のオタクは、東京のオタクと違って、器用じゃないから」

「わ、わたしも、別に、器用、とかじゃ」

「俺から見ればスーパー器用ウーマンだ。同じ人間とは思えない。俺なんかより、ずっとアイドルファイブが好きで、今でも現役ドルファイバーなのに」

　ななこ氏はＯＴＡ団に残っている。

　その理由を改めて訊きくような真似まねはしない。

　誰かに必要とされること。集団から仲間として承認されること。それが高校生活で最も重要であることを、青春を謳おう歌かするために避けて通れないプロセスであることを、今の俺は知っている。

　後先も考えずにＯＴＡ団を抜けた俺は、オタクにもなれない、リア充にもなれない、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな存在と化して、どこにも所属できないまま教室を浮遊して、生き地獄を味わってきたんだから。

　ただ、思うんだ。

　あの事件以降、ななこ氏が味わってきたのも、俺と同じように、あるいは、俺以上に、生き地獄と呼ぶべき代しろ物ものだったんじゃないか？

『わたしが高校生になったら、アイドルファイブの話を一緒にしてくれる、秋葉原で一緒にお買い物してくれる、そういう友達が欲しいな、って、ずっと思ってたの』

　ななこ氏が渇かつ望ぼうした『そういう友達』は、最初の３ヶ月で消えてしまった。残り９ヶ月は、たった１人で、隠れキリシタンのように偶像崇拝を続けてきた。

　それで本当に良かったのか？

　もっと楽しいルートがあったんじゃないか？

　俺も、ななこ氏も、どこかで選択肢を間違ってしまったんだろう。

　たとえば、去年の７月、

「もし、ななこ氏の本音を知ってたら、辞めなかったかもしれない」

「ほ、本当？」

「だって、今、ここで、ななこ氏とアイドルファイブの話ができるの、すごく楽しいから」

　飲み干したサイダーの缶を、テーブルの上に２つ並べる。

　こういうのでいいんだよ。

　こういうのがいいんだよ。

　俺が高校生活に求めていたのは、こういう放課後だった。

　ビッグウェーブとか覇権とか関係なく、好きなものを好きだと自由に言い合える、まさに、こういう場所だった。

　ここに辿たどり着つくまで、随分と遠回りしちゃったけど。

　まだ、きっと、取り戻せる筈はずだ。

「……とはいえ、俺、９ヶ月も離れてたからさ。ブランクのせいで、アイドルファイブの知識も、結構忘れちゃってると思うんだ。ななこ氏基準で『上級者向けの話』には、ついていけない可能性がある」

「あ、そ、そっか。うん。そうだよね」

「だから、教えてほしい」

「えっ？」

「『上級者向けの話』に、ついていけるレベルまで、アイドルファイブの魅力を教えてほしい。思い出させてほしい。その方が、絶対、もっと楽しくなるから」

　ななこ氏は、ぽかーん、という表情で俺の顔を見つめていた。

「……りょーた氏」

　それから、次第に、頰ほおが緩んで、

「えへへへっ」

　笑い出す。

「つまり、布教活動、っていう、ことだよね？」

「まぁ、そういうことだな」

「りょーた氏を、どっぷり、沼に嵌はまらせちゃっていいんだよね？」

「えっ？　お、おう」

　ちょっと不穏な空気が漂ってきた。せめて呼吸はさせてほしい。

「布教活動なんて、本当に、久しぶりだよ。どうしよっかな？　どうしよっかな？」

　だけど、まぁ、

「まずは、アニメを観みてもらいながら？　あっ、部室にテレビないんだった。じゃあ、書籍版とか、ドラマＣＤとか？　でもやっぱり、ライブシーン観みながら布教するのが一番いいような気がする。どうしよっかな？　どうしよっかな？　えへへへっ」

　ななこ氏が楽しそうだから、きっと、これで正解なんだろう。




　20分後。

　俺たちは、アイドルファイブ２期最終話を観みていた。

　放送当時は周囲の雑音が酷ひどすぎて、まともに鑑賞できなかった話だ。

『アイドルは、みんなを笑顔にするために歌う』

「あいどるは、みんなをえがおにするために」

『魔法少女は、みんなから笑顔を奪うナイトメアと戦う』

「まほうしょうじょは、ぐすっ、みんなから、えがおをうばう、ひぐっ」

『そこに何の違いもありゃしないでしょうが』

「そこに、あぁぁっ、あっ、あっ、ふあっ、ふぁあぁぁっ」

「……な、ななこ氏？」

「ひっ、ひぐっ、みこみー、すき、ほんとすき、うっ、うっ」

「……そ、そうか」

「うっ、うっ、うぅっ、いったん、ひぐっ、とめる、ね」

　ななこ氏は号泣しながら一時停止ボタンを押す。ポータブルプレーヤーの画面には、ライブ会場を襲撃した『ナイトメア』の邪悪な姿と、立ち向かうアイドル魔法少女たちの背中が映し出されていた。

　美術部の部室にはテレビがない。これまでは１人用のポータブルプレーヤーで十分だったんだろう。今日は俺もいるから、ちょっと小さい画面を２人で覗のぞき込こむ形となる。

　必然、距離が近くなる。

　最近色々あったせいで、女子と２人きり、っていうシチュエーションには免疫が付いたような気がしていた俺も、制服の擦すれる微かな音とか、ウェーイさんとは違う種類のシャンプーの香りとか、意識せざるを得ない程度には近くなる。

　だけど、すぐに、そんなことは気にならなくなった。

　隣で泣いてるんだもん。

　もう、ビックリだよ。

「ごめんね、りょーた氏。ちょっと、最高すぎて。ここは、最高だから。ごめん」

「……お、おう」

「何が最高かっていうと、このセリフを、みこみーが言ったことなの。他の４人じゃなくて、みこみーの口から、この言葉が出てきたんだよ。アイドルとして輝きたい気持ちと、魔法少女として戦わなきゃいけない責任が、みこみーの中に、両方あって。ずっと苦しんでて。でも、ちるちるが、アイドル魔法少女になる、って決めて。みこみー自身にも、変化があって。ついに、こう言ったんだよ。こう言えたんだよ。みこみーが。あの、みこみーが。あぁっ、もう、ほんとすき」

　凄すさまじい勢いで愛を語る。

　その最中も、ぽろぽろ涙がこぼれていく。

　本当、ビックリだよ。

「と、とりあえず、顔、拭こうぜ。大変なことになってるから」

「ぐすっ。う、うん。ちょっと待ってて」

　ななこ氏はハンカチを取り出した。濡ぬれているところだけ拭くのかと思ったら、ハンカチを広げ、そのまま顔に押し付けてしまう。俺から見ると、顔を両手で覆い隠している恰かつ好こうだ。恥ずかしがるジェスチャーみたいな。

「思ったんだけど」

　ハンカチ越しの、くぐもった声。

「これ、布教になってないよね？」

「……ど、どうだろう」

「１人で観みてるときと、何も変わらないし」

　１人で観みてるとき、毎回、こんな感じなんですかね。ななこ氏の愛が重い。

「感情的じゃなくて、論理的に。もっと、ちゃんと、わかりやすく。うん。布教って、そんな感じだよね」

　顔を覆っていた両手が、すすすっ、と半分だけ下がる。

　覗のぞき込こんでくるような瞳には、涙の代わりに、炎が燃えていた。

「えっと、たとえば」

　ハンカチを取り払い、ポータブルプレーヤーの画面をコマ送りで進める。

「ここ、実は、サブリミナル効果が使われてて」

「あぁ。当時、ちょっと話題になってたな」

「何回かに分けて、ナイトメア文字で書かれた文章が出てくるんだけど」

「えーっと、確か、誰も解読できなかったんだっけ？」

「うん。だから、頑張って、解読したの」

「……はい？」

　耳を疑った。

　ナイトメア文字とは、作中で使われている架空の文字である。アルファベットと１対１で対応しておらず、もはや暗号みたいなもので、その解読は困難を極めた。いや、ぶっちゃけ、不可能だった。

　それを、ななこ氏が、成し遂げた、って？

「去年のコミケで限定頒はん布ぷされた、スタッフお疲れ様本に、ヒントが書いてあって。ギリシャ神話の女神様がモチーフの一つだから、その原文が書かれた、アッティカっていう古代言語を使えば、解読できるんじゃないかな、って」

「……古代言語とか、詳しいの？」

「詳しくないよ。古代どころか、現代の英語も赤点ギリギリだし」

「……じゃあ、解読のために、わざわざ勉強を？」

「頑張りました！　えへへへっ」

　その情熱を英語の勉強に使っていれば、もう少し成績も上がったんだろうけど。

　オタクっていうのは、本来、こういう生き物だからな。

「この文章は、ホメロスっていう人が書いた叙事詩から引用してて。アイドル魔法少女の５人と、それぞれリンクする内容になってるんだよ。たとえば、えっと、ちょっと待ってて。コマ送り、コマ送り」

　これまで、語りたくても、語れる相手がいなかったんだろう。

　密室に閉じこもって、たった１人で、涙を流すことしかできなかったんだろう。

　だけど、今は、

「あっ、ここだ！　りょーた氏、見て、見て！」

　こんなに声を弾ませて。

　こんなに目を輝かせて。

　ＯＴＡ団の部室や、２年４組の教室では、きっと、誰も見られない姿だ。

「……読めない」

「読めるのは、作画スタッフのネコシチューさんと、わたしだけだよ」

「……それもそうか」

「大丈夫！　りょーた氏にも、読み方、教えてあげるから。えへへへっ」

　ななこ氏が語る。

　俺がそれを聴く。

　１対１の布教活動は、とても濃密で、とても上級者向けだった。
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　美術部の部室は地下にある。採光用の窓はあるけど、日当たりが良いい、とは言いづらい場所だ。そのうえ、厚手のカーテンが常に閉め切られているようで、これはおそらく本やグッズの日焼けを防止するためだろう。

　だから、廊下に出るまで気付かなかった。

　こんなにも外が暗くなっていることに。

「……だいぶ遅くなったな」

「ご、ごめん、ね？　わたし、止まらなく、なっちゃって」

「それに付き合った俺も同罪だ。まぁ、お互い様、ってことで」

　溜ため息いきを吐はきながら、自分の髪を、クシャッ、と摑つかむ。ムースとワックスとスプレーの力が夜まで持続していて驚いたけど、まぁ、それはさておき。

「実際、俺も楽しかったから。ＯＴＡ団を辞めてから、たぶん、一番」

「えっと、そ、それなら、よかった、です。えへへへっ」

「久しぶりすぎて、すっかり忘れてた。アイドルファイブが、こんなに面白かったこと」

「そうだよ。アイドルファイブは、１００回観みても、２００回観みても、面白いんだよ」

「……その数字、決して誇張じゃなさそうだから怖い」

「えっ？　ど、どうかな、ちゃんと数えてないけど」

　数えきれないほど視聴回数を重ねたことは、間違いなさそうだ。

「だけど、本当に、全然色いろ褪あせてないと思う。そりゃ、９ヶ月も前のアニメだし、中の人関連で色々あったけど、俺の中では、全然終わってない。むしろ、今日、もう一回始まった」

　断言してやる。

　アイドルファイブは、終わったコンテンツなんかじゃない。

「３ヶ月ごとに覇権が変わって、３ヶ月ごとにコンテンツが終わる。それって、やっぱり、おかしいと思うんだ」

　もし９ヶ月前の事件がなかったとしても、今、ＯＴＡ団に、ななこ氏とアイドルファイブの話で盛り上がれる相手はいなかっただろう。夏の覇権も、秋の覇権も、ぼちぼち冬の覇権も、終わったコンテンツとして認識されている頃だ。

「……ななこ氏に質問です」

「えっ？　は、はい！」

「みこみーを愛する気持ちは３ヶ月限定ですか？」

「ち、違います！」

「病めるときも、健やかなるときも、みこみーを愛し続けることを？」

「ち、誓います！」

「……だよなぁ」

　くだらない茶番はさておき。

「そういう一いち途ずさこそ、オタクがオタクである所以ゆえんだと思ってた。だけど、本当は、むしろ逆だった。覇権の側がわに立っている、だっけ？　それがオタクの条件だった。だから、俺はオタクじゃなかった」

　勘違いというか、認識の齟そ齬ごというか。

　この小さなズレが、俺の高校生活１年目を、台無しにしてしまった。

「……なんか、もう、よくわからん。オタクって何なのか、俺って何なのか、何のために生まれて何をして生きるのか、全部、よくわからん」

「急に、すごく、難しい話だ」

「おぉ、そうだな。俺はリア充じゃないから、難しいことを考えずに生きていけるほど、賢くないんだ」

　投げやりな態度で、適当なことを言っている、という自覚はある。

　自分の中でも整理できていないものを、整理しないまま、外部出力しているんだ。おもちゃ箱をひっくり返したような戯言たわごとを聞かされる方は、たまったもんじゃないだろう。

　だから、返事も、適当なことを言ってくれればいい。

　その方が、こっちも気が楽だ。

「どっちでもいいよ」

　期待通りの返事。

　一瞬、そう思ったけど。

　案外、そうじゃなかった。

「わたしは、どっちでもいい。りょーた氏が、オタクでも、オタクじゃなくても。今日みたいに、わたしと一緒に、アイドルファイブを観みてくれるなら、それでいい」

　シンプルだ。

　まるでリア充みたいだ。

　オタクを極めたら、逆に、リア充と同じ発想になるんだろうか。

　いや、そんなことはないだろうけど。

「……ななこ氏が、そう言うなら、どっちでもいいか」

　俺は思考を放棄する。

　楽な方に、楽しい方に、流される。

「今日、いっぱい布教したけど、全然足りないよ。アイドルファイブの魅力を全然伝えきれてない。１期２期あわせて26話あるから、あと25回は一緒に観みてもらわないと」

「あと25回、か。長丁場だな」

「でも、たぶん、あっという間だよ」

「んー、そうか？」

「だって、今日、あっという間だったから」

　ななこ氏は、同意を求めるように、俺の顔を覗のぞき込こむ。

　その理屈には説得力があった。

「……なるほど、確かに」

「でしょ、でしょ？　だから、ぜったい、また来てね？」

「……あぁ、わかった。約束する」

「えへへへっ。りょーた氏、ありがと」

　ななこ氏が声を弾ませる。

　ななこ氏が喜んでくれるなら、細かいこと、難しいこと、自己存在の定義に関わる哲学的なこと、全部、もう、どうでもいいや。

「……だけど、毎回こんなに遅くなっちゃったら大変だ」

「あ、そ、そうだね。ごめんなさい。今度から、時間には、気を付けます」

「……っていうか、今日は、元々、ちょっと時間を潰すだけの筈はずだったんだよな。あの２人が教室から出て行くまで」

「メグさん、と、あの、茶髪の」

「木きノ本もとくん」

　クラスメートの名前くらい覚えておけよ、とは口が裂けても言えない。ブーメランが戻ってきて自分に刺さっちゃうから。

　それにしても、すごい現場を目撃したものだ。

『俺、メグのことが、好きなんだ』

　同じクラスの、違う世界で、起きてしまった、事件。

　明日、リア充の２人に、どんな顔で会えばいいのやら。

　そんな心配をしていたら、俺のスマホからＢＩＮＥの着信音が鳴った。

「……誰だ？」

　珍しい。

　自分と関係ないところで勝手に盛り上がるグループトークは、着信音が鳴らない設定にしてある。そうしないと、常時鳴りっぱなしで、非常にうるさくなるから。

　つまり、誰かが俺宛てに個別のメッセージを送ってきた、という訳だ。

　そのメッセージとは、




　メグ：　今から２人で会える？




「……えっ？」

　色々と予想外すぎて、俺は頭が真っ白になった。
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「あ、アラカワ」

　俺の姿を発見すると、ウェーイさんは公園のベンチから立ち上がった。

「ごめんね、いきなり呼び出しちゃって」

「……それは、別に、構わないけど」

　視線を少し逸そらすと、見覚えのある、飛び込んだ覚えのある、池。

「……なんで、ここに？」

「アラカワ、まだ学校にいたんでしょ？　この公園なら、学校からも近いし、ウチからも近いし、来たことあるし、待ち合わせしやすいかなー、って」

　理由を聞けば、確かに合理的のような気もする。

　ただ、俺としては、髪に火が燃え移って死にかけたトラウマがある訳ですよ。あれからまだ１週間も経たっていない訳ですよ。

　おまけに、時間帯も同じくらい。風の強さも同じくらい。

　先週の金曜と違う点は、ななこ氏がいないことだけ、と言ってもいい。

「っていうか、ナナコちゃんと一緒だったんだよね？　また、あの部室？」

「……そうだけど」

「いいなー。ウチも行きたかった。ズルい」

　平然と、そんなことを言う。

　行けなかったくせに。

『俺、メグのことが、好きなんだ』

　あの告白シーン、目撃しちゃったからさ。その後の展開は、大体、想像できるんだ。さっきまで木きノ本もとくんと一緒にいたんだよね？　リア充らしく、リア充して、リア充がリア充だったんだよね？　無理じゃん。来れないじゃん。

「楽しかった？」

「……えっ？」

「ナナコちゃんと２人きりで」

「……そりゃ、楽しかった、けど」

「ふーん？」

　ウェーイさんは、ニヤニヤと笑っていた。

　何を言いたいのか、何も言わなくても、明らかだ。

「……先に言っておくけど、違うから」

「え、何が？」

「ななこ氏とは、そっちが想像するような、そういう関係じゃないから」

「まだ付き合ってない感じ？」

「まだ、とかじゃなくて！」

　これまでも、ウェーイさんには、幾度となく似たようなことを言われてきたけど。

　今回は、ちょっと悔しかった。

　カレシとか、カノジョとか、付き合うとか、別れるとか。そういうリア充の世界の枠組みにあてはめて、リア充男女の関係と同列に捉えられてしまうことが。

　何というか、それは、冒ぼう瀆とくだ。アイドルファイブに対する冒ぼう瀆とくだ。

「本当に、違う？」

「……違う」

「実は好きだったりしない？」

「……しない」

「んー、そっか。よかった」

　どういう意味だろうか。

　改めて、現在の状況を整理してみよう。

　夜の公園に呼び出されて、周囲には誰もいなくて、俺とななこ氏の間に恋愛関係が成立していないことを確認されて、一言。よかった。

　あ、あれっ？

　もしかして？

　いや、いやいや、あり得ない。勘違いにも程がある。

　何がどうなったら、そんな超展開になるんだ。名前を書いた相手が自分に惚ほれてしまうエロノート（仮）でも使うのか。幼おさな馴な染じみも妹も生徒会長も女教師もハリウッド女優も、彼氏持ちだろうが何だろうが問答無用で惚ほれさせて、ハーレム要員にしてしまうのか。そんな都合の良いい魔法アイテム、二次元にしか存在しないぞ。

　特に、ウェーイさんは、木きノ本もとくんに告白されて付き合い始めたばっかりで、

　……本当か？

　そういえば、俺は、木きノ本もとくんに告白されるところしか見ていない。

　返事がＹＥＳだったのかＮＯだったのか、顚てん末まつを知っている訳じゃない。

「じゃあ、安心してお願いできる」

「……な、何を？」

　ウェーイさんは、ちょっと眠そうな瞳で、俺をまっすぐ見つめて、告げた。




「悪いんだけど、ウチの、カレシになってくれる？」
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　脳内に、でかでかと、３つほど記号が並ぶ。

　意味がわからない。まったく、意味がわからない。

　俺、今、告白されたのか？

　これを、告白と呼んでいいのか？

　仮にそうだとしたら『悪いんだけど』ってどういう意味？　悪くなくない？　良いいことしかなくない？

　あっ、待てよ？

　そういうことか。

　これ、ドッキリか。

　俺が真まに受けて、よろしくお願いします、とか緊張しながら口走って、だけど内心は浮かれまくってて、調子に乗って「メグ」とか呼んでみたところで、木きノ本もとくんが登場して、メグのカレシは俺なんだけど？　って宣言されて、目の前でイチャイチャ始められて、絶望顔の俺に向かって、ウケる、ウケる、連呼されるんだ。もう自殺するしかない。

　99％被害妄想だとわかっていても、不安は加速するばかりだ。

「……木きノ本もとくんは、どうした？」

　我慢できず、その名前を出してしまった。

　ウェーイさんの瞳が、少しだけ、開いた。

「知ってたの？」

　その反応ってことは、

「……やっぱり、ドッキリかよ」

「え、待って、ドッキリって何？」

「んっ？」

「え？」

「アラカワ、どこまで知ってるの？」

「……木きノ本もとくんが、告白、した、ことまで」

「誰から聞いて？」

「……それは、えっと」

　誤ご魔ま化かしても無駄だろう。

　下手へたな噓うそをつけば、余計に話がこじれそうな気がする。

　そう思った俺は、正直に、今日の出来事を話すことにした。




「あー、なるほど。本当に、そこだけ聞いちゃったんだ？」

「……聞いちゃいました」

「それで、ナナコちゃん連れて、逃げちゃったんだ？」

「……逃げちゃいました」

「ウケる」

「……盗み聞きしてしまったことについては、大変、申し訳ありませんでした」

「やー、どうせなら、最初から最後まで聞いててくれた方がよかったんだけど」

「……どういうこと？」

「キノっちが暴走したの、半分くらい、アラカワのせいだからね？」

「……えぇっ？」

　話の繫つながりが見えない。

　因果関係がわからない。

　混乱した俺の間抜け顔に向けて、ウェーイさんは、眠そうな表情のまま、おもむろに両手を伸ばしてきた。

「……うひっ」

　間抜け顔から、間抜け声。

　ウェーイさんの冷たい手が、俺の火ほ照てった耳に触れて、全身が震えた。

「アラカワ」

「は、はい」

「月曜から思ってたんだけど」

「な、何でしょうか」

　俺の髪を、自分の指に絡からめながら、ぽつりと呟つぶやく。




「シャンプー、ウチと同じの使ってるよね？」




　バレてたあああああぁぁぁぁぁっっっっっ！！！！！

　再び、全身が震える。

　今度は生理現象ではない。

　人生が終了するときの震えだ。

　国語の教科書に載っていた、友人の大切な蝶ちようを盗んだ挙句、ポケットの中でグシャグシャにしてしまう小説のクライマックスだ。

「言わない方がいいかな、って思ったから、言わなかったけど」

「……こ、これは、その」

「あ、ウチは、そういうの気にしないよ？　でも、気にする人は気にするからね」

「……おっしゃるとおりで」

「だから、それ知ってるのがウチだけなら問題なかったんだけど。なんか、キノっちも気付いちゃったんだって。たぶん、髪のイジり方、教えてるとき」

「……あっ、あっ、ああぁぁっ」

「キノっち、匂いに敏感だし、勘も鋭いから。同じシャンプーの匂いがするの、偶然じゃないだろ？　アラカワくんと付き合ってるの？　とか言われちゃって」

「……ああああぁぁぁぁっっ」

「どーにか誤ご魔ま化かそうとしたんだけど、キノっち、相当ヒートアップしちゃって。そのまま勢いで告白してきちゃったんだよね」

　因果関係、よくわかりました。

　半分どころか９割くらい俺が悪いですね。

　俺という人間は、本当に、何なんだろう。何のために生まれて、何をして生きるんだろう。わからないまま終わりそうだ。明日か明後日あさつてくらいに。

「でも、ウチとしては、断るしかなくて」

「えっ？」

　そうなの？

「ただ断るだけじゃ、キノっちも納得してくれないからさ。実はアラカワと付き合ってるから無理、っていう話になっちゃって」

「えぇっ？」

　そうだったの？

「だから、悪いんだけど」

　ウェーイさんの両手が、俺の髪から顎あごまで下りてきて、そっと頰ほおを包み込む。首から上を動かすことが許されず、俺は、まっすぐ、ウェーイさんに向き合う。

「カレシになってほしいんだよね、アラカワに」

　一体、何なんだ、この状況は。

　数秒前まで、どうやって死ぬべきか考えていたのに。

　今、目の前のリア充女子から、恋人になれと要求されている。

　落ち着け。

　冷静になれ。

　美味うますぎる話には必ず裏がある。

　ここまで聞いて、違和感を覚えなかったか？

　うん、そうだな。違和感しかなかったな。

　だって、色々、おかしいだろう。

　何よりも、まず、

「……なんで、俺なんだよ」

　頰ほおを両側から挟まれているので、ちょっと喋しやべりにくい。フガフガする。

「木きノ本もとくんに告白されたんだから、木きノ本もとくんと付き合えばいいだろ」

「んー、それは無理」

「どうして？」

「マキマキが、キノっちのこと、好きだから」

　マキマキさん？

　予想していなかった名前が出てきた。

「……それって、どういう」

「ウチが、キノっちのカノジョになったら、マキマキの敵になっちゃうじゃん」

「……敵？」

「っていうか、裏切り者？　マキマキがキノっち狙ってるのは、あの辺の女子、みんな知ってるし。カラオケでもアピールすごかったし」

「……確かに、デュエットとか歌ってたけど」

　カラオケだけじゃない。

　教室での会話にも、思い当たる節ふしはあった。

　マキマキさんの言動からは、ラブコメの負けヒロインみたいな雰囲気が漂っていた筈はずだ。

「マキマキって、女子の間で、すごい影響力あるから。そういう子が敵になったら、みんな敵になっちゃうんだよ。最悪、イジメが始まる」

「……いや、えっと、そんなこと、あるのか？」

「ある」

　即答。

「っていうか、あった」

　ウェーイさんが目を伏せる。

　俺の頰ほおを挟む両手に、少しだけ、余計な力が入った。

「中学で、似たようなこと、あったんだ」

「……実体験、なのか？」

「いきなり告白されて、何となくＯＫしちゃったんだけど、そのせいで、女子全員から無視されるようになっちゃって。机には変な手紙入ってるし、体操服には変なもの付いてるし。あれは、ちょっと、キツかった」

　ウェーイさんは淡々と語る。

　こういう話は、淡々と語られると、逆に想像力が働いてしまって、つらい。

「デートとか全然しないで、すぐに別れたんだけど、ターゲットにされちゃったら、もう手遅れでさ。卒業するまで、友達とか１人もできなかった」

「……その、彼氏さんは、守ってくれなかったのか？」

「たぶん、そういうことがあったの、気付いてなかったと思う。ウチと別れた３ヶ月後には、主犯っていうか、ウチのこと一番嫌ってた女子と、フツーに付き合ってたし」

「……なんか、救いのない話だな」

「うん、死にたかった」

　さらりと、壮絶な言葉を吐く。

「だから、高校は、中学の知り合いがいない九十九つくも学園に来て、同じことを繰り返さないように、１人も敵を作らないように、頑張ってきたんだ」

　誰も敵に回さない。

　誰にも嫌われない。

　そんなことは不可能だ、嫌われることを過度に恐れるな、っていう説教じみた一般論は、言うまでもなく、承知の上だろう。

『同じクラスに、自分のこと嫌ってる人がいるのって、ウチ、あんまり好きじゃない』

　一昨日おとといも、こんなことを言っていた。

　ななこ氏みたいなオタク女子も含めて、１人残らず、自分のことを嫌っていない。

　ウェーイさんは、２年４組を、そんなクラスにしたかったんだろう。

　実際、そのコミュニケーション能力は、俺からすれば人間業わざとは思えないレベルの立ち回りは、理想に近いところまで届いていた筈はずなんだ。

「……それなのに、木きノ本もとくんが」

「やー、困っちゃうよね。空気読んでほしいよね」

「……軽いな」

「だって、重いと、アラカワに嫌われちゃいそうだし」

　ウェーイさんは口元を緩ませる。

　笑えないよ、こっちは。

　笑ってる場合かよ、そっちも。

「ウチも色々考えたんだけど、アラカワがカレシになってくれたら、一番問題が起きなさそうなんだよね。アラカワのこと好きな女子、たぶん、誰もいないし」

「ぐはぁっ！」

　不意打ちで、俺の心に、致命傷（五七五）。

　勘弁してもらえないでしょうか。

　泣くぞ。

「ナナコちゃんも、そういう感じじゃないんでしょ？」

「……た、確かに、そういう感じじゃ、ないけど」

「アラカワって、友達少なさそうだし、女子から人気もなさそうだし、キノっちたちと一緒にいてもビミョーに溶け込めてないし」

「やめて、もう、やめて」

　散々な言われようだ。

　特に、最後、溶け込めてない、って明確に言われたのは、ダメージが大きかったです。薄々わかっていたこととはいえ、ダメージが大きかったです。はい。

「あ、ごめん」

「……謝るくらいなら、思ってても、言わないでくれよ」

「でも、ウチにとっては、最高の条件なんだよ？　付き合いたい男子ナンバーワンだよ？」

　面と向かって、こんなことを言われて、こんなにも嬉うれしくないとは。

「……一応、質問するけどさ」

「うん。何？」

「……好きな人、とか、いないの？」

「いないよ？」

　ウェーイさんの答えには、一片の迷いも見られない。

「恋愛とか、よくわかんないし、面倒くさいし」

「……そ、そっか」

「アラカワのことも、優しいなー、いい人だなー、って思うけど、だから好き、っていう感じじゃなくて、ウチの味方になってくれそう、っていう感じ」

「……味方に」

　上手な言い回しだな、と感心する。偽装彼氏の立場を悪用して、あんなことやこんなことを企くわだてるんじゃないぞ、という予防線だろう。

「……じゃあ、形式的には彼氏だけど、実際は手も繫つながない、みたいな、そういう」

「手？　つなぐよ？」

　ウェーイさんの両手が、俺の頰ほおから移動して、

「はい、つなぎましたー」

「あ、わ、お、お」

　俺は言語能力を失った。

　柔らかい。

　ちょっと冷たい。

　髪や頰ほおや鼻は触られていたけど、手を繫つなぐ、という行為には、やっぱり特別な意味がある。まるで彼氏にでもなったような気分だ。

「こんな感じで、３ヶ月くらい、ウチと付き合っててほしいんだ」

「……３ヶ月？」

　夢から現実に引き戻される。

　なんか、また、新しい話が出てきたよ？

「夏休みに入るまで、３ヶ月だけでいーから」

「……そ、それは、なんで？」

「その頃には、キノっちと、マキマキ、付き合い始めてると思うし」

　全身の力が抜けていく。

　何だよ、それ。

「男子の片かた想おもいって、３ヶ月くらいしか続かないみたいなんだよね。さっき話した中学の人もそうだったし、高校でも、ウチの周りは大体それくらい」

「……ちょっとショックだな、それ」

「わりと妥当じゃない？　両想おもいでも、３ヶ月くらいで別れちゃうカップル多いし」

「……知らなかった」

　俺の周りにはサンプルが少なすぎるから、相場はわからない。

　ただ、リア充って、もっと、さ。

　末永く爆発するような、そういう生き物じゃなかったの？

「木きノ本もとくんって、永遠の愛、とか、フォーエバーラブ、とか、そういう言葉が好きそうなイメージがあったんだけど」

「あー、わかる。キノっちだけじゃなくて、そういうの、みんな好きだよね」

「いや、わかる、じゃなくて」

「たぶん、永遠って、一瞬のことなんだよ」

　急に哲学的な発言が飛び出した。

　インドやアラビアの偉人が、手記に残していそうなフレーズだ。

「ずっと先のこととか、あんまり深く考えてないけど、とりあえず、今、この瞬間は、永遠の愛なんだと思う」

「……詐欺じゃん」

「え、サギじゃないよ」

　どこが違うんだろうか。

　そこに疑問を抱く時点でリア充じゃない、堂々とフォーエバーラブを謳うたえる人間だけがリア充なんだ、っていう話だろうか。

「だから、３ヶ月あれば、キノっちの永遠の愛は、マキマキの方に行ってると思うんだ」

「……納得したくないけど、まぁ、そうなんだな」

「それまでの間だけ、アラカワに、付き合ってもらいたいなー、って」

　俺の両手を握ったまま、俺の顔をじっと見つめる、リア充女子。

　サラサラの髪から、シャンプーのいい匂いがする、リア充女子。

　この人が、俺の彼女に？

　要求の趣旨は理解した。好きです、付き合ってください、という一般的な告白じゃないことも理解した。いわば、政略結婚のようなものだろう。乱世を生き延びるために、世界に平和をもたらすために、これが最適解だったんだ。俺は駒として選ばれたに過ぎない。

　だけど。

　それを踏まえたうえで。

　ウェーイさんが、俺の彼女に？

　しかも、向こうからお願いされる形で？

　こんなの、断る理由がない。

　たぶん、あるんだけど、ないことにしたい。

「……具体的に、何を、どうすれば」

「んー、こうやって、手をつないだり？」

　ぎゅっ、ぎゅっ、と手に力を込めるウェーイさん。

「とにかく、みんなの前で、カレシっぽく振る舞ってくれたら大丈夫だよ。ウチも、カノジョっぽく振る舞うから」

「……俺、そういう経験がないから、よくわからないんだけど」

「あー、確かに。経験なさそう」

　もう本当に勘弁してください。

　上げたり下げたり、波状攻撃を喰くらい続け、俺のメンタルは崩壊寸前だ。

「大丈夫だよ。ウチも、カレシいたの、一瞬だけだったし」

「……そ、そうなんだ？」

「恋愛より友情でしょ」

「……含みのある言葉だな」

「別に？」

　ウェーイさんが微笑ほほえむ。

「ただ、カレシとか、作ろうとしなかったから」

　作れるけど、作るリスクを考えて、作らなかった。作らない方針で過ごしてきた。

　正確に言うなら、こんな感じだろうか。

「お互い、経験も少ないけど、それっぽくなるように頑張るしかないね」

「……それっぽく、っていうと」

「とりあえず、名前、ちゃんと呼んでよ」

「……あっ」

「これも、前から思ってたんだけどさ。ウチのこと、わざと呼ばないようにしてない？」

　なんでわかったんですか。

　いや、本当、何でもお見通しですか。

「メグでいーよ」

「……いや、えっと」

「メグでいーから」

　ぐいぐい押される。

　両手も繫つながれているから、逃げられない。

　その呼び方をずっと避けてきたのは、なんでだっけ？

　……あぁ、そうだ。リア充専用すぎて無理だったんだ。

　だけど、それも今更か。３ヶ月限定とはいえ、表面上だけとはいえ、俺は彼女持ちのリア充として振る舞わなきゃいけないんだから。




「……メ、メグ」

「うん。リョータ」




　夜の公園で、彼女の名前と、カレシの名前を、互いに呼び合う。

　どこからどう見てもリア充カップルだ。

　リア充になる、という高校生活２年目の目標は、わずか１週間で達成されてしまった。当初想定していた茨いばらの道と比べて、あまりにも呆あつ気けなかったけど、達成は、達成だ。

　たとえば、今日の出来事を一つだけ日記に書くなら。

　俺は、きっと、これを選ぶ。

　最後の最後にとんでもないことが起きたせいで、その前に学校で何をしていたのか、すっかり記憶が飛んでしまった。







[image: ４章　木曜日のメグ]







　リア充になりたかった。

　リア充の定義も曖昧なまま、そう願っていた。

　リア充の集団に交われば、その一員になれる気がしていた。

　リア充の集団には、溶け込めていなかったみたいだけど。

　リア充になってしまった。

　リア充と言わざるを得ない状況だ。

　リア充じゃない、という抗弁など認められるものか。

　リア充であることを認めなければ、ただの噓うそつきだ。

　リア充になった今だからこそ、気付いたこともある。

　リア充って、何をすればいいのか、わからない。

　リア充になること自体が目的になっていたせいだ。

　リア充になって、何をしたいのか、考えていなかったせいだ。

　リア充らしい精神性を伴わないまま。

　リア充の立場だけを手に入れて。

　リア充として過ごす日々が始まる。

　リア充の定義は、まだ、よくわからない。




　あれから一夜明けた、木曜の朝。

　地下鉄が、学校の最寄り駅に到着した。

　到着時刻を伝えるＢＩＮＥのメッセージに既読が付いたことを確認して、スマホをカバンに突っ込み、東西線の車両から降りる。

「リョータ、おはよー」

「……あ、お、おはよう」

　駅で彼女と待ち合わせ。

　リア充以外の何者でもない。

「名前」

「……えっ？」

「ちゃんと呼んでよ。みんなの前でも、そんな感じだったら、カレシっぽく見えないじゃん」

「……お、お、おう」

　口の中がカラカラになるまで、つばを飲み込んでから。

　新しい二に人にん称しようで、彼女を呼ぶ。

「……め、めｇ、っ、メグ！」

「２文字だよ？　どもり過ぎじゃない？　ウケる」

「……なんか、すごい、精神的に消耗するんだけど」

「あー、そっか。でも３ヶ月ガマンして？」

「……３ヶ月」

「ん、３ヶ月」

　繰り返し強調されなくても、わかってるよ。

　俺が、このリア充女子の、……メグの彼氏として振る舞うのは、３ヶ月限定。

　もうちょっと正確に言えば、マキマキさんが木きノ本もとくんを陥落させるまでの期間限定。

　そんな事情があるにせよ、リア充はリア充だ。

　少なくとも、今、この瞬間は。

　４ヶ月先のことは知らない。きっと、リア充は、そんな未来のことに頭を悩ませない。

「本当にイヤだったら、言ってね？」

　声のトーンが、やや低くなる。

「だいぶ無理なお願いしてることは、わかってる。もし、リョータが、３ヶ月も耐えられない感じだったら、すぐ終わりにするから」

　逆だよ。

　長すぎることが不満なんじゃなくて、短すぎることが不満なんだよ。

　だけど、それは言えなかった。

　言えばメグの負担にしかならない。

『恋愛とか、よくわかんないし、面倒くさいし』

『ただ、カレシとか、作ろうとしなかったから』

　メグにとって、この状況は不本意なものだ。本来のスタンスとは矛む盾じゆんするけど、非常事態だから仕方ない。こうするしかない。

　だからこそ、３ヶ月限定で俺を彼氏にする、というのが最適解なんだろう。

「大丈夫だって」

　なるべく自然な笑顔で。

　なるべく明るい声で。

　俺は、こう答えるしかない。

「俺が彼氏だったら、誰にも嫌われずに済むんだろ？　全部、丸く収まるんだろ？　そのためなら、３ヶ月くらい、協力するから」

　こう答えるしかないことを、メグは、わかっていた筈はずだ。

　俺の思考は、おそらく、ほぼ完全に読まれている。目の動き、手の動き、そんなところから筒抜けになっている。３ヶ月間、俺がメグに一切の危害を加えないことも、３ヶ月後、俺との別れ話が円滑に終了することも、すべてシミュレーション済みなんだろう。

　それくらいのスキルがなければ、リア充の世界で１人も敵を作らずに立ち回るなんて不可能だった筈はずだ。

「リョータ、ありがと」

　お礼を言われる。

　嬉うれしくなる。

　この感情の動きも、掌てのひらの上でコントロールされている。

「じゃあ、学校、行こう」

「あっ」

　俺の右手を、メグの左手が摑つかんだ。

「手、つなぐんでしょ？」

「……あ、つ、つなぐ」

「これだと、ウチら付き合ってるよー、って、アピールしやすいし」

「……そ、そうだな」

　コントロールされるのも悪くない。

　手を引っ張られて歩くのも悪くない。

　俺の心は、現状を肯定する方向に、ゆっくりと順応しつつあった。




　２年４組の教室が近付くにつれて、四方八方から視線を感じるようになった。

　２年４組の教室に入ったら、もう全員こっちを見ているんじゃないか、って感じで、俺は過呼吸になりそうだった。

　まぁ、仕方ないんだけどさ。

　これだけ露骨に彼氏彼女アピールされたら、誰だって、見ちゃうよな。

「メグ、おはよー★」

　マキマキさんが来た。わかりやすく上機嫌だ。

「アラカワくんと付き合ってるって、本当だったんだ！　えー、ビックリなんだけど。知らなかったんだけど」

「やー、みんなには隠してたんだけど、バレちゃったから、もう開き直ることにした」

「何それ、ウケるー★」

「開き直ったら、すごい楽になったよ」

「ラブラブしちゃう感じ？」

「ラブラブしちゃう感じ」

「うぇ───い★」

「うぇ───い」

「うぇ、うぇーい」

　よくわからない会話の後、よくわからないタイミングで、ハイタッチを要求された。メグの左手は俺の右手で塞がっているから、マキマキさんは両手、メグは右手、俺は左手、という変則的なハイタッチだ。

　これだけ騒がしいと、さらに注目度が上がってしまう。

　周囲の視線が気になって、チラリと教室内の様子を窺うかがってみたら、木きノ本もとくんと目が合ってしまった。

「あっ」

　気まずそうな声が漏れる。

　木きノ本もとくんは、１秒ほど硬直した後、意を決したように、こちらへ向かってきた。

「あー、はよっす」

「……おはよう」

「えーっと、アラカワくん」

「……な、何？」

「メグと付き合ってたんだ？」

「……あ、じ、実は、うん」

「先に言えし」

　苦笑いを浮かべながら、パンッ、と軽めに肩を叩たたいてくる。

　冗談っぽい雰囲気を出そうとしているけど、微妙に出せていない。

「悪かった」

「……えっ？」

「いや、何でもねーわ」

　謝罪？

　あぁ、そうか。

　木きノ本もとくん視点だと、彼氏持ちの女子に告白しちゃった訳で、その彼氏っていうのが俺なのか。しかも、俺たちはみんなに隠そうとしていたのに、自分が余計なことをしたから公開しなきゃいけなくなった、的な。

　もしかして、だけど。

　木きノ本もとくんって、すごくいい人なんじゃない？

　失恋した翌日なのに、だいぶ男前じゃない？

　考えてみれば、メグに選ばれなかったのも、本人に問題があった訳ではない。

　ただ、木きノ本もとくんは、あまりにもリア充だった。リア充集団の中心に近すぎた。

　一方、俺は、全然リア充じゃなかった。リア充集団に溶け込めていなかった。

　結果的に、どちらがメグの彼氏を名乗っているか考えると、なかなか皮肉めいた話で、申し訳ない気持ちになってくる。

　どうか許してほしい。

　どうか受け入れてほしい。

　きっと、これが最適解だから。

「そーだ、キノっち」

　マキマキさんが仕掛ける。

「木曜って、部活、ちょい早く終わるんだよね？」

「あー、そだな。６時くらい」

「あたし、今日、美容室予約してて。たぶん、６時くらいに終わって、その後ヒマなんだ」

「おー、マジで？」

「カラオケ行く？」

「カラオケ行きたい」

「よし、歌っちゃおー★」

　傍そばから見ていると、マキマキさん、ここぞとばかりに全力だ。

　この後、一緒に誘った人たちが次々と急用でキャンセル、２人だけになっちゃいました、という展開かな？　偶然って恐ろしいね。

　昨日の言葉を思い出す。

『ウチが、キノっちのカノジョになったら、マキマキの敵になっちゃうじゃん』

　なっちゃうね。

　なっちゃうだろうね、これは。

　さすがに大げさじゃない？　と思っていた節ふしもあったけど、大げさでも何でもなさそうで、俺は愕がく然ぜんとした。

　だから、３ヶ月限定で、俺とメグが彼氏彼女を演じる。

　その間に、マキマキさんが木きノ本もとくんと付き合い始める。

　パワーバランスは崩壊しない。教室内の平和は保たれる。

　これが最適解なんだろう。

　一夜明けて、みんなの反応を見て、俺は確信を強めていた。




　それにしても。

　リア充の世界って、こんなに面倒くさいんだな。

　外から眺めていただけの頃は、理想郷だと思っていたのに。

　中に入ってみたら、まったく、理想郷なんかじゃなくて。

　好き放題、思うがまま、みんなで青春を謳おう歌かしているように見えるけど、実際は、常時、誰かが誰かの顔色を窺うかがっている。本音と建前は分裂し、噓うその上に噓うそを重ねている。

　……これって、さ。

　ＯＴＡ団と同じだよな？

　リア充と、オタクで、対極にある筈はずの存在だけど。

　そんな気がしてならないんだ。

　去年の７月、俺がＯＴＡ団を辞めたときは、そこまで見抜けていなかった。自分以外の全員が、何の疑いもなく、一つの噓うそもなく、３ヶ月ごとに覇権から覇権へ渡り歩いている、と思い込んでいた。

　今なら言える。

　この考えは、妥当じゃない。

『あのタイミングで、青い紐ひも、描かなかったら、それは、えっと、オタクじゃ、ない、みたいな、風潮が』

　風潮。

　同調圧力。

　見せかけの一体感。

　イラストの題材も自由に選べない。

　何が好きなのかも自由に語れない。

　そういう場所で、ななこ氏は、本音と建前を使い分けた。噓うその上に噓うそを重ねた。最終的に、反こねのグッズを燃やす以外、どうすることもできなくなるまで。

　ＯＴＡ団は、理想郷なんかじゃなかった。

　リア充の世界も、似たようなものだった。

　じゃあ、どこに行けばいいんだろうか。

　噓うそをつかず、他人の顔色を窺うかがわず、青春を謳おう歌かすることは不可能なんだろうか。

　……もし、可能だとすれば。

　思い浮かぶ場所は一つしかない。

　壁には、ポスター、タペストリー、抱き枕カバー。

　棚には、コミック、ノベル、円盤、フィギュア、その他た諸もろ々もろ。

　冷蔵庫には、あと３ヶ月で賞味期限が切れてしまう、大量のサイダーが保管されていることだろう。
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　昼休み。

　教室の様子が、昨日までと違うような気がした。

「……なんか、人、少ないな」

　そう感じる原因はハッキリしている。

　木きノ本もとくんやマキマキさんを中心とするリア充グループの生徒が、誰もいないんだ。

「みんな、部活とか行っちゃったから」

　メグが簡潔に説明してくれた。

「まず、キノっちがサッカー部の部室に行っちゃって」

「……ふむふむ」

「そしたら、マキマキがダンス部の部室に行っちゃって」

「……ふむふむ」

「そしたら、他の女子もそれぞれ部室に行っちゃって」

「……ふむふむ」

「そしたら、他の男子もそれぞれ部室に行っちゃった感じ」

「……えっと、うん」

　因果関係が、見えるような、見えないような。

　確かに、数日前の昼休みも、その順番で人が消えていったような気がする。リア充集団の大所帯は、微妙なパワーバランスの上に、かろうじて成立していたのかもしれない。

「昼ごはん、みんなと一緒がよかった？」

「……まぁ、そりゃ」

「みんなの前で、あーん、とか、したかった？」

「……あ、あ、あっ、あんっ」

「え、反応が謎なんだけど」

「……な、ん、んんんっ」

「ウケるなー。やっぱ、リョータ、見てて面白い」

　いや、だから、さ。

　確かに、挙動不審で、意味不明で、理解不能だったと思うけど。

　予想外のタイミングで、予想外のジョークを飛ばされ、予想外のスマイルを見せられ、その直後、謎じゃない反応を返せ、と？

　そんな高度なコミュニケーション能力があるなら、俺は今頃とっくにリア充だったよ。

　……あっ、違う。

　俺、今、彼女持ちのリア充だった。

　そういう設定だった。

「みんなには隠してたけど、ウチら、付き合い始めて２週間くらい経たつんだからさ。クラスも一緒になったし、そろそろ慣れようよ」

　淡々と、メグが噓うその設定を並べる。

　誰かの耳に届くことを意識した言い回しだ。

　そうだよね。リア充カップルの会話って、みんな、聞いてないようで意外と聞いてるんだよね。わざわざ自分で耳を向けて、あえて自分からストレスを溜ためて、そのうえで「死ね」とか「爆発しろ」とか呪じゆ詛そを唱えるんだよね。

　リア充じゃない人間の心理は、よくわかる。

　唱えたくなるよな、呪じゆ詛そ。

　この教室に俺がもう１人いたら、きっと、ひたすら唱えてるよ。心の中に留とどめておくことができなくて、口から出ちゃってるかもしれないよ。

　そんな俺が、この教室で、リア充を演じている。

　グラフィックは良いいけど操作性が悪い３Ｄゲームで遊んでいる感覚だ。

　アバターに１００％自己投影できなくて、操作する自分と、操作される自分が、次第に分離していく。俺（本音）と、俺（建前）が、別人になっていく。

「んー、リョータ？」

「……あっ、うん、何？」

「なんか、また、難しいこと考えてる？」

「む、難しい、こと？　なんで？」

「そんな顔してるから」

　どんな顔してるんだろう、今の俺。

　こんな顔してる俺を、至近距離から、少し眠そうな瞳が見つめてくる。

「今、ウチと２人じゃん？」

「……えっ、は、はい」

　２人しかいない空間、という訳じゃないけどね。

　あちこちで聞き耳を立てられているけどね。

「ウチ、リョータの、カノジョだよね？」

「お、おう」

「リョータ、今、カノジョと２人なんだよね？」

「そ、そうだな」

「じゃあ、ウチのことだけ考えようよ」

　メグの指が、俺の方に伸びてきて、鼻先をツンツンしてくる。遠近感が狂った視界の奥で、俺の天使が、俺の彼女が、ニヤニヤと笑っていた。




「今、ウチのこと以外、考える必要なくない？」




　やめて。

　好きになっちゃうから。

　……あっ、違う。

　俺、今、メグと両想おもいだった。

　そういう設定だった。

　やっべー。マジで、この気持ちは、永遠の愛だわ。フォーエバーラブだわ。

「じゃあ、昼ごはん、食べよっか」

　俺の隣で、メグは小さな弁当箱を開ける。卵焼きとか、タコさんウィンナーとか、全体的に可愛かわいらしい。

「……手作り？」

「うん。ウチ、料理好きだし」

　最高かよ。

　どこからどう見てもリア充女子で、ふんわりとシャンプーのいい匂いがして、コミュニケーション能力が抜群で、しかも料理上手とか、もう、本当、最高かよ。

　こんな彼女がいたら幸せだろうな。

　こんな彼女ができたけど、さ。

　それ、噓うそなんだ。

　全部、虚構なんだ。

　喉がカラカラになる。

「……俺、飲み物、買ってなかった」

「あ、お茶ならあるよ？」

　当然のように、飲みかけのペットボトルを差し出してきた。

　当然だよな。リア充男女が、高校生にもなって、間接キスがどうのこうの、ほんの一瞬でも悩む筈はずがない。彼氏彼女以前の問題だ。

　だけど、本当は、俺、リア充じゃないから。

「……いや、いい」

　丁重にお断りして、立ち上がる。

　今は、なんか、そういう気分じゃない。

「コーラか、サイダーか、とにかく炭酸の入ったものが飲みたいんだ」
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　教室を出て、１人、自動販売機へと向かう。

　メグは連れて来なかった。飲み物を買って戻るだけだし。

　彼氏と彼女って、１分１秒たりとも別々に行動してはならない、という縛りプレイではない筈はずだ。

　だけど、仮定の話として。リア充の世界において、彼氏と彼女って１分１秒たりとも別々に行動しないものだよね、という常識があったなら。メグは、きっと、１分１秒たりとも俺から離れなかっただろう。３ヶ月間、ずっとそんな生活が続いただろう。

　それくらい、俺は、メグの演技力に信頼を置いている。

　目的を達成するため、冷徹に、非情に、徹底的に、俺の彼女として振る舞う。木きノ本もとくんの心が離れるまで、すべてが丸く収まるまで、絶対に真実を悟らせない。そういう妙な安心感がある。

　心配なのは、俺の方だ。

　協力する、と決めた以上、俺も頑張って演技しなければならない。俺のせいで真実を悟られるようなことがあってはならない。

　俺は彼女持ちのリア充！

　俺は彼女持ちのリア充！

　俺は彼女持ちのリア充！

　そんな自己暗示をかけながら、階段を下りる途中で、

「あっ」

「あっ」

　ななこ氏と遭遇した。

　そういえば、今日、ななこ氏と一言も話していない。

「こ、こ、こんにちは、りょーた氏」

「どうした？　そんな怯おびえたような顔で」

「い、いや、べ、別に？」

　明らかに挙動がおかしい。

　他人のことを指摘できるほど自分は挙動が不審じゃないのか、って訊きかれたら答えに窮するけど、とにかく、ななこ氏から、ただならぬ気配を感じる。

「何でもないよ」

「何でもなさそうには見えないけど」

「何でもない、って」

「隠し事は良くないぞ？」

「えっ」

　ななこ氏の半開きになった口から、ほとんど吐息みたいな声が漏れた。

「ＯＴＡ団の連中に知られたくないこと、俺には色々教えてくれただろ？　そういうの、嬉うれしかったんだ。本音で語れる相手がいるって、素晴らしいよな」

　そうだ。

　嬉うれしいんだ。

　生きる喜びだ。

「あれだけ本性を晒さらしちゃった訳だし。思ったことは包み隠さず全部言ってくれよ。その方がスッキリするぞ？」

　自己評価になるけど、これ、なかなかリア充っぽい発言だな。深いようで深くない、絶妙な浅さが、実にリア充っぽい。言語中ちゆう枢すうがリア充の色に染まってきた証拠だ。

　そんな俺の変化に驚いたのか、ななこ氏は、しばらく無言で立ち尽くしていた。

「りょーた氏が」

　そして、静かに声を発する。

「りょーた氏が、そういうこと、言うの？」

　そのまま、流れるように俺を責める。




「メグさんと、付き合ってること、わたし、知らなかったよ？」




　あぁ、それねー。

　噓うそだよー。

　演技だよー。

　だいぶノリが軽くなっていた俺は、さらりとそんなことを口走りそうになって、ギリギリのところで踏ふみ止とどまった。

　ちょっと待て。

　この状況で、本当のことを話してもいいのか？

「あ、ご、ごめん。わたしに、言わなきゃいけない、みたいな、そういう、義務っていうか、必要っていうか、そんなの、全然、ないよね。ごめん」

　まるで自分に非があるみたいに、ななこ氏は謝罪する。

「わたしが、もっと早く、気付いてれば、よかったんだよね。りょーた氏と、メグさん、いつも一緒だったんだし」

「……いや、別に、そういう訳じゃ」

「わたしは、リア充さんと違って、三次元の、そういうこと、あんまり、わからなくて。二次元なら、誰と誰が付き合ってる、とか、すぐ、わかるんだけど。あ、でも、今は、そういう話じゃないよね。空気読めないオタクで、ごめんなさい。えへへへっ」

　自嘲気味の笑顔。

　それは、ななこ氏が心を閉ざしているサインだ。

「昨日だって、メグさんが、他の人に、告白されてて、りょーた氏は、ショックだったんだよね。わたし、空気読んで、ひとりで部室に行けばよかったんだよね」

「……そんな、ことは」

「でも、実際には、りょーた氏と２人で、部室に行っちゃって。しかも、鍵かけて、ああいうこと、しちゃったでしょ？」

「……布教活動の話だよな？」

　どうしてそんなに意味深な表現をするのか。

　あるいは、俺の心が汚けがれているだけなのか。

「メグさんが、いないところで、ああいうこと、しちゃったから。大丈夫なのかな、って」

「……大丈夫、だと、思う」

「本当に？」

「……たぶん」

「それ、ダメなときの答えだよね？」

「……じゃあ、絶対」

　あまりにも言葉が軽い。

　だけど、正直、これが精一杯だ。

　本当のことは話せない。

　少なくとも、今、ここで、俺が判断していいことじゃない。

　メグに協力すると決めた以上、メグの不利益になりそうな行動は、極力、避けなければいけない。

　ななこ氏を信用してない訳じゃないけど、秘密は、秘密だ。簡単に特例を認めれば、秘密を共有する人間は、やがて際限なく増加してしまう。絶対に知られたくない相手まで伝わってしまう。

　だから、俺は、曖昧な答えしか返せない。

「メグさんは、昨日のこと、知ってるの？」

「……一応、話は、したけど」

「何か、言ってた？」

「えーっと、確か」

　再現開始。

『楽しかった？』

『ナナコちゃんと２人きりで』

『ふーん？』

　再現終了。

　ななこ氏の顔が蒼あおざめていく。

「りょ、りょーた氏、やっぱりダメだよ」

「あっ、いや、そんな深刻に受け止めなくても」

「なんで？」

「なんで、って」

「わからないよ。りょーた氏が、なんで、大丈夫だと思うのか。リア充さんの基準が、わたしには、全然、わからない」

　ななこ氏は、俯うつむいたまま、小さく首を横に振った。

「もう、布教活動、できないよね」

「……えっ？」

「昨日が、最初で最後になっちゃったね」

「……そんなこと、言うなよ」

「だって、無理だよ。りょーた氏は、彼女さん持ちの、リア充さんなのに」

　視線を上げて、じっと俺の目を見つめる。

　その瞳には、悲しみと、自嘲と、拒絶の意思がブレンドされていた。

　俺の瞳には、今、どんな感情が映し出されているだろうか。

　悲しみ？

　自嘲？

　いや、違うな。

　必死だ。

　とにかく、もう、必死だ。

「無理じゃない」

「なんで？」

「無理じゃないから、無理じゃない」

「そういうのが許されるのは、二次元だけだよ？」

　間髪入れずに諭されてしまった。

　確かに、自分でも、今の発言は酷ひどかったと思う。何十年か前に粗製乱造されていたロボットアニメの主人公が言いそうな、精神論未満の何かだ。

　どうして、俺は、ここまで必死になっているんだろうか。

「……布教活動、あと25回分、残ってるんだろ」

「うん。できなかったね」

「……一緒に観みよう、って、昨日、言っただろ」

「やっぱり、ひとりで観みる」

「……独り、で？」

「わたし、ひとりで観みるの、慣れてるから」

　あぁ、そうか。

　俺が必死になっているのは、

「元に戻るだけだよ。りょーた氏が来る前に」

　元に戻したくないんだ。

　迷走したり暴走したりの日々を経て、ようやく辿たどり着ついた「布教活動」という答えを、限りなく理想郷に近い場所を、手放したくないんだ。失いたくないんだ。

　だから、何とかして、何とかしようとする。

　どうにかして、どうにかしようとする。

「……３ヶ月だ」

「さんかげつ？」

「一般論だけど、あくまでも一般論だけど、リア充カップルっていうのは、３ヶ月くらいで、契約を解除することが多い」

　秘密の核心に触れないよう注意しながら。

　聞きかじっただけの話を、一般論に仕立て上げて。

「だから、ななこ氏が思ってるほど深刻な話じゃないんだ。３ヶ月後には、メグが、俺の彼女じゃなくなってる可能性もある。リア充なんて、その程度のもので、オタクが想像するファンタジーなものとは色々違ってて、だから」

「りょーた氏」

　話を遮られた。

　ななこ氏の瞳は、どんな感情も映し出さない。

　防犯カメラのように無機質な視線が、ただ、俺を捉えている。

「なんで、今、そんなこと、言うの？」

「……なんで、って」

「りょーた氏にとって、メグさんは、３ヶ月限定の嫁なの？」

「……あっ」

　ようやく気付いた。

　自分が最悪手を打ってしまったことに。

『みこみーを愛する気持ちは３ヶ月限定ですか？』

『ち、違います！』

『病めるときも、健やかなるときも、みこみーを愛し続けることを？』

『ち、誓います！』

　ほんの１日前、こんな話をしたよな。３ヶ月ごとに終わる愛をボロクソに否定したよな。

　だけど、今、俺は、まったく逆のことを言ってるじゃないか。

「やっぱり、無理だよ」

　微かすかに震えた声で、ななこ氏が呟つぶやいた。




「３ヶ月で嫁が変わっちゃう人に、布教活動しても、意味がないよ」




　最後通つう牒ちよう。あるいは、決別宣言。

　ななこ氏は俺に背を向けて、階段を一段ずつ下りていく。

「……どこに行くんだ？」

「美術部の部室」

　こちらに背を向けたまま、振り返らずに。

「昼休み、まだ30分あるから。アニメ１話分くらいは観みられるよ」

「……ちょっと待て、話を」

「来ないで！」

　一瞬だけ、語気が強くなった。

「あ、ご、ごめん。でも、りょーた氏は、来たら、いけない気がする」

　表情は見えない。声は震えている。今、怒っているのか、悲しんでいるのか、ななこ氏本人も、わからないんだと思う。

「りょーた氏は、リア充さんだから。わたしみたいなオタクと、アニメ観みてたら、ダメだよ。メグさんと、一緒に、なんか、えっと、リア充さんっぽいこと？　うん。スポーツとか、そういうこと、してなきゃ、ダメだよ」

「……違う」

「スポーツとか、しない？　そっか、りょーた氏、部活やってる訳じゃないもんね。じゃあ、えっと、リア充さんだから、渋谷？　原宿？　そういうところに行くの？」

「……そうじゃなくて」

「こ、これも、違うんだ？　わたし、リア充さんが、どういうことするのか、全然わからなくて。たぶん、もう、色々と手遅れだから、ずっと、ひとりで、引きこもって、アイドルファイブ観みてる方が幸せだよね。えへへへっ」

「……だから、そうじゃなくて！」

　自然と、手が伸びた。

　そして、手を摑つかんだ。

「あっ」

　ななこ氏が振り返る。

　すぐにでも、５秒以内にでも、泣き出しそうな顔をしていた。

「……とにかく、そうじゃないんだ」

　ただでさえコミュ力がないのに、メグの秘密だけは何とか守ろうと足搔あがいてるから、ひどい有あり様さまだ。何が違うのか、何がそうじゃないのか、ろくに説明できない。

　だけど、今、ななこ氏の口から次々に出てくるオタク的な自虐トークを、黙って聞いていることはできなかった。このまま立ち去ろうとする背中を、黙って見送ることはできなかった。

「りょ、りょ、りょーた氏」

「……んっ？」

　ななこ氏の様子がおかしい。

　顔を真っ赤にして、口をパクパクさせながら、視線を何度も上下している。上は俺の顔で、下は俺の手。というか、俺たちの手。

「は、わ、わわわ」

「……えーっと」

　察した。

　この反応は、男女が手を繫つないでしまう、という重大事案に対するものだ。

　すっかり感覚が麻ま痺ひしていたけど、リア充じゃない高校生にとって、手を繫つなぐことの意味は決して軽くない。男と、女が、肌と肌で、直接触れ合うのだ。ほぼ性行為だ。物理法則が少し異なる世界だったら、とっくに妊娠している。

「ひゃああぁぁっ！」

　突然、ななこ氏が叫んだ。腕をブンブンと振り回し、繫つないだ手を振り払う。階段の真ん中でそういうことをされて、バランスを崩し、転げ落ちそうになり、俺は冷や汗をかいた。

「うわっ！　……あ、危なかった」

「りょ、りょ、りょ、りょ」

　ななこ氏の目がグルグルしている。

　何か言おうとして、何も言えないようだ。

「……ななこ氏？」

　返事もない。

　そのまま数秒が経過した頃、ななこ氏は、静かに、１歩下がり、２歩下がり、

「んんんんんっっっっっ！！！！！」

「お、おいっ！」

　色々な感情がごちゃ混ぜになった結果、まったく言語化することができなかったような声を発しながら、猛ダッシュで逃げ去ってしまった。




　　　＊　＊　＊




　どうしてこうなった？

　どうしてこうなるんだよ？

　トボトボと１人で教室へ戻る途中、俺は、脳内で、自問自答を繰り返していた。

　ななこ氏の後を追いかける勇気はなかった。行き先もわかっているし、走って追いかければよかったんだろうけど、できなかった。

　追いかけて、どうするのか？

　この事態を収拾できるのか？

　行動しない理由、行動できない理由、そんなのばっかり幾つも浮かんできて、足が棒立ちになってしまった。

　ふと思ったんだけどさ。

　あの場面で、とりあえず走り出せるのが、リア充なんだろうな。

　リア充は難しいことを考えない。

　リア充は未来のことで悩まない。

　もし俺がリア充だったら、迷わず走って追いかけて、ななこ氏が部室へ駆け込む直前に追いついて、壁ドンして、顎あごクイして、何の脈絡もなく唇を奪って、特に根拠もなく永遠の愛とか言い出して、えんだああああああああああああああいやああああああ！　みたいなＢＧＭが流れていた筈はずだ。

　……ちょっと盛りすぎた？

　いや、そんなことはない。

　リア充は、それに近い生き方をしている。

　３ヶ月の愛を、永遠の愛と宣言することに、一切ためらわない神経を持っている。

　いや、まったく、リア充はすごい生き物だ。

　で、俺のどこがリア充なんだよ。

　全然違うじゃないか。

　リア充じゃないのに、リア充だと思い込まれて、反論できなくて、その結果、大切なものを失ってしまった。布教活動を行う価値もない人間、と判断されてしまった。

　どうすればよかったんだ？

　どうすればいいんだ？

　混乱した頭では、明快な答えなんか見つかる筈はずもなく。

　自動販売機で買ってきたコーラを、歩きながら喉に流し込んでみるけど、なんか、もう、物足りなさしか覚えなかった。




　２年４組の教室に戻ってきた直後。

　２年４組の生徒じゃないオタク男子と目が合った。

「ふぁっ!?」

　やぎう氏だ。

　脇に抱えているのは、ちょっとエッチな姿を晒さらした、第６カチコミ隊のヴェルヌ。例の抱き枕である。

「かなめ氏。あかん。そこにワイらの天敵がおるわ」

「えっ？　あっ、本当だ、リア充様だ～☆」

「ただのリア充とちゃうで。元オタクのリア充や、裏切り者や」

「裏切り者には、血の粛しゆく清せいですかな？」

「せやな。あいつは、今日、死ぬんやで」

「どうする、やぎう氏？　処す？　処す？」

「爆発や」

「爆発しろ～☆」

「……いや、あの、全部聞こえてるんだけど」

　声を潜ひそめるような素振りだけは見せているものの、どう解釈しても、俺に聞かれないよう注意している様子ではない。黙れ、とまでは言わないから、もう少し静かにできないだろうか。こっちは、ただでさえ、だいぶ精神的に参っちゃってるんだから。

「りょーた氏、久しぶりやな」

「……あぁ、うん、久しぶり？」

　確かに、ＯＴＡ団を辞めてから、やぎう氏と話した記憶がないけど。

「クラス替えしてから、時々、この教室に来てただろ？」

「来とったけど、りょーた氏がおることには気付かんかったわ。すまんな」

「……えっ、気付いてなかったの？」

「髪型とか、まるっきり変わっとるやん。こんなん、もう、別人やろ」

　あぁ、なるほど。

　１年生の頃は、というか、先週の金曜までは、エロゲの主人公みたいなサラサラヘアーだったからね。そこから、モジャモジャヘアー時代を経て、ムースとワックスとスプレーで固めたリア充ヘアーにようやく落ち着いたところだしね。

「で、さっき、噂うわさは聞いたやで。りょーた氏はリア充になってしまったんやなぁ」

「……いや、えっと」

「お、謙けん遜そんか？　あんな即ハボギャルの彼氏名乗っといて、ぷるぷる、ぼくわるいリア充じゃないよ！　ってか？　これは大変なことやと思うよ？」

　即ハボっていう言葉の意味はわからないけど、何となく、ニュアンスは理解した。

　そんな話をしているところへ、当の本人が現れる。

「もしかして、ウチのこと話してた？」

「ふぁっ!?」

「ナントカギャルとか聞こえたけど」

「え、あ、や、その」

　メグが近寄ってきた途端、やぎう氏の態度が、わかりやすく挙動不審になった。

「っていうか、ウチって、そんなにギャル系じゃないよね？」

「……どうだろうね？」

　肯定も否定もしづらい質問を受けて、俺は曖昧に言葉を濁した。

　リア充の想定する『ギャルっぽい』と、オタクの想定する『ギャルっぽい』には、意味するレベルに大きな隔たりがあるし、それ以前に、やぎう氏の発言にはそういう意味合いが含まれていなかったと思う。日本語って難しい。

「いや、あの、別に、変な意味はなかったんやけど、気分を害されたようでしたら、えっと、ホンマ、すんまへん」

　やぎう氏は、ぺこぺこと頭を下げながら、じりじりと後ずさりしていく。

「なんか、ウチ、悪いことした？」

「……メグには何の責任もないと思うよ」

　俺がメグを庇かばっている間に、向こうでは、オタヒメさんがやぎう氏を慰めていた。

「【悲報】ワイ、社会的に死亡」

「社会的には最初から死んでいる説～☆」

「何……やて……？」

「ちょっと考えてみて？　やぎう氏は、今、ヴェルたその抱き枕と一緒なんだよ？　リア充様的には、この時点で、養豚所のブタさんと同列の存在ですな？」

「た、確かに……」

「リア充様からの好感度はこれ以上低くならないんだから、安心して、反社道を究きわめましょうぞ！」

「せや。ワイは、ヴェルヌと、反社会的に生きるんや……」

「『忘れないでほしい。キミは１人で戦ってるんじゃない。キミとボクは、一いち蓮れん托たく生しようだ』」

「ふぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「うおおおおおおおっ!!」

「尊い……、尊い……!!」

　反こねの台詞せりふらしきものをオタヒメさんが口にした瞬間、やぎう氏だけでなく、成り行きを見守っていた他のオタク男子たちも、奇声を発して騒ぎ始めた。ちなみに全員このクラスではない。帰ってくれないかな。

「かなめ氏最高や！　リア充への配慮なんていらんかったんや！」

「でしょ、でしょ～☆」

　オタヒメさんは、やぎう氏の反対側から、そっと抱き枕に寄り添った。

「やぎう氏は、こんなアイテム買っちゃうくらい、人生諦めたガチ勢なんだから。もう、あっち側の事情なんて、永遠に考えなくていいんだよ？　やぎう氏は、私と同じ、こっち側の人間だもんね？」

「お、お、おおぉ……」

　やぎう氏の身体がプルプルと震えている。

　今にも鼻血を噴き出しそうな顔をしている。

　抱き枕越しに伝わったオタヒメさんのボイスは、絶大な効果を発揮したようだ。

「ふーん？」

　隣から、メグの小さな声が聞こえた。

　ＯＴＡ団のドタバタ会話劇を、いつも通りの眠そうな瞳で、じっと見つめている。

「リョータ」

「……おう」

「教室、ちょっと、落ち着かないね」

「……そうだな」

「昼ごはん、別のところで食べようか？」

「……賛成」

　彼氏彼女の関係がみんなにバレて１日目、ということになっている訳だから、多少のノイズは覚悟していたけど、さすがに、これは、ちょっと、厳しいものがある。リア充サイドよりもオタクサイドの方が厄介だったとは。想定外だ。

　右手には飲みかけのコーラ、左手には未開封の弁当箱。

　さっさと教室を抜け出し、どこで昼飯を食べようかと考えていたところで、

「ところで、りょうた氏～☆」

　オタヒメさんに声をかけられる。

　たぶん、ＯＴＡ団を辞めて以来、初めて。９ヶ月ぶりの出来事だ。

　やぎう氏と違って、オタヒメさんは２年４組の生徒なんだから、このクラスに俺がいることくらい認識していただろう。だけど、クラス替えから１週間ほど経たっても、俺との間に会話は一言もなかった。というか、無視されている雰囲気まであった。

　それが、このタイミングで、突然？

　いや、まぁ、今日の俺は、教室中の噂うわさになっている渦か中ちゆうの人物なんだから、驚くようなことでもないんだろうけど。

「……えっと、何？」

「んんっ、しまった！　眩まぶしい！　リア充オーラが眩まぶしい！　リア充様と対面したら会話できなくなっちゃう私の設定を忘れていた！」

「……はっ？」

　自分から話しかけておきながら、よくわからないことを言い出す。

　殴りたい、この笑顔。

「という訳で、コミュ障な私はＢＩＮＥに頼る～☆」

　オタヒメさんは自分のスマホを取り出し、目の前で操作を始めた。

　数秒後、俺のスマホが着信音を鳴らす。

　意図が読めない。

　とりあえず、渋々、送られたメッセージを確認してみると、




　かなめ＠ＯＴＡ団：　美術部で何してたの？




　俺は硬直した。

　オタヒメさんは、人差し指を口元に当てる謎の可愛かわいいポーズで、左斜め下45度からの上目遣いで、俺の顔を覗のぞき込こんでいる。パチパチ、パチパチ、わざとらしい瞬まばたきをしながら。

　そして、そのままノールックで画面を操作して、




　かなめ＠ＯＴＡ団：　浮うわ気きかな？




　追撃が来た。

　ヤバい。

　動揺を悟られてはいけない。

　直感的に、瞬間的に、そう判断する。

「……ち、違うよ、そういうのじゃない」

「おっ？　おっ？　おっ？」

　ぴょこ、ぴょこ、ぴょこ。

　可愛かわいいだけで特に意味のない動き。

　強いて言うなら、煽あおり、か。

「……いや、マジで、違うから。メグも知ってるから」

「へぇ～☆」

　鋭利な視線がメグに向けられる。

　オタヒメさんの表情は、全体的に笑顔だけど、目元だけが笑っていない。

「……メグ、行こう」

　問答無用で歩き出す。

　細かいことを考えている余裕はない。

　今は、とにかく、ここから離脱したかった。




　　　＊　＊　＊




　どうしてこうなった？

　どうしてこうなるんだよ？

　スタスタと２人で階段を下りる途中、俺は、脳内で、自問自答を繰り返していた。

　あれ以上、オタヒメさんに反論することはできなかった。混乱した頭から無理に言葉を捻ひねり出だせば、守らなきゃいけない秘密が、貫かなきゃいけない噓うそが、芋づる式にバレてしまいそうだったから。

　もちろん、このまま有う耶や無む耶やにはできないだろう。

　オタヒメさんを納得させるだけの説明が必要だろう。

　どこで見られたのか知らないけど、昨日の放課後、ななこ氏と一緒にいた場面を目撃されたことは間違いない。

　その翌日、俺とメグが付き合っている、という発表。

　違和感を抱くのは当然である。

　ただ、よりによって、オタヒメさんだ。

　美術部の部室で何をしていたのか、絶対に話してはいけない相手だ。

　どうやって説明すればいい？

　全然わからない。

　あと、怖い。

　オタヒメさんに対して、さっきから、得体の知れない恐怖を抱いている。

　この恐怖心が思考を阻害していることは明らかで、だから、俺は、少しでも離れた場所へと逃げたかった。

「リョータ。ウチら、どこ行こうとしてるの？」

「……えっ？」

　ふと我に返る。

　目的地も定めないまま、あっちに行ったり、こっちに行ったり、校内をフラフラ歩き回っていた。俺１人ならいいけど、付き合わされるメグにとっては大迷惑だ。

「……あ、ご、ごめん」

「オタクラさんに、何を言われたの？」

「……いや、特に、何も」

「ウチには教えられない？」

「……えっと、その」

　落ち着け、俺。

　なんで、今、言葉を濁そうとしたんだ？

　俺が本当にリア充で、俺が本当にメグの彼氏で、俺が本当にななこ氏と浮うわ気きしていたなら、それは、確かに、相談できない話だろう。

　だけど、違うじゃん。

　前提条件が一つも正しくないじゃん。

　真実と虚構が、脳内でゴチャゴチャになっている。

　あぁ、もう、ダメだ。この状況、俺だけでは処理しきれない。

「……メグ」

　階段の踊り場に立ち止まった、リア充女子と、ほか１名。

　メグは何も言わない。

　俺の言葉を待っている。

　だから、ここは、俺が口を開かなきゃいけない。

「……俺、どうしたらいいかな？　どうしたらいいか、自分じゃ、全然、わからないんだ」




「たぶん、オタクラさん、ナナコちゃんにも同じこと言ってると思う」

　昼休みの出来事を一通り共有すると、メグの口から、そんな推論が導き出された。

　同じこと、というのは、ＢＩＮＥのメッセージ「浮うわ気きかな？」。

　見られて困るようなログなど皆無だから、俺は自分のスマホをメグに手渡し、オタヒメさんの発言を直接読んでもらったのだ。

「……そうか。だから、さっき、あんな態度で」

「あー、でも、ナナコちゃんの性格だから、そういうの関係なく、ウチらに遠慮しちゃってたかも。ナナコちゃんには、本当のこと、先に言っておけばよかった」

「……言っても平気だったのか？」

「んー、ナナコちゃんだったら、言っちゃってもよくない？」

「き、基準は？」

「ナナコちゃんが秘密にしてたことも、ウチら、教えてもらったし。わりと強引に」

　わかるような、わからないような。

　とりあえず、メグの判断基準を昼休みまでに確認しておけば、あんなに話がややこしくなることもなかっただろうし、こんなに精神的疲労でぐったりすることもなかっただろう。

　ただ、今、確認は取れた。

　おそらくリカバリーも可能だ。

「もしかして、俺、単純なことを、わざわざ難しく考えてたのかな。今からでも、ななこ氏に全部話しちゃえばいいんだよな」

　肩の力が抜けていく。

　脳に酸素が行き渡る。

　ななこ氏にまで噓うそをつく必要はないんだ。

　ななこ氏の前では、美術部の部室では、リア充じゃなくていいんだ。

　俺がリア充じゃなきゃいけないのは、オタヒメさんとか、マキマキさんとか、木きノ本もとくんとか、まぁ、要するに、ななこ氏でもメグでもない、常に顔色を窺うかがわなきゃいけない、そういう人たちの前だけなんだ。

「オタクラさんには、どう説明するつもり？」

「オタヒ、……かなめ氏には、浮うわ気き疑惑を堂々と否定してやろう。メグに内緒でコソコソ遊んでた、って思われてる訳だろ？　だから、そうじゃなくて、メグにも情報は共有されてるし、メグもななこ氏と仲がいいし、月曜の放課後なんか３人で一緒だったし、って言えば、それで済む話じゃないか？」

　スラスラと解決策が浮かぶ。

　だって、オタヒメさん視点だと、俺はリア充なんだから。

　女子２人と一緒に美術部の部室で過ごす、女子２人と次々にカラオケボックスでハイタッチする、そういう行為も不自然じゃない生き物なんだから。

　難しく考える必要はない。

　とても、単純な話だ。

「そんなに単純な話じゃないと思う」

「……えっ？」

　気が緩みつつあった俺に、目を覚ませ、と言わんばかりに、メグが指摘を始める。

「オタクラさん、リョータが浮うわ気きしてるかどうか、って、たぶん、そんなに興味ないよ。ウチのために怒る理由もないし」

「……じゃあ、この、ＢＩＮＥは？」

「オタクラさんが気に入らないのは、ナナコちゃんが、自分の知らないところで、自分が仲良くない誰かと仲良くしてることじゃないかな」

　大量のクエスチョンマークが、脳内に浮かんで乱舞した。

　何だよ、それ。

　１ミリも納得できないぞ。

「よく知らないのに、印象だけで決めつけちゃうの、本当は、良くないんだけどさ」

　視線を手元に落として、少しだけ躊ちゆう躇ちよするような仕草を見せながら、メグは言った。

「あの人、ちょっと、怖いかもしれない」

「……怖い？」

「っていうか、似てるんだ。中学で、ウチのこと、一番嫌ってた人に」

「……それは、つまり」

　イジメの主犯、ということだろう。

　昨日、中学時代の話を聞かされたとき、あえて深く掘り下げようとは思わなかった。決して楽しい話にはならないだろうし、色々な意味でそれどころじゃなかったし。

　だから、詳しいことは知らない。

　俺が知っている範囲で、情報を並べるなら。

　メグに彼氏ができたことで、メグの『敵』となり、自分だけでなく女子全員を『敵』陣営に引き込み、メグの中学生活を悲惨なものに変えてしまった。

　そんな人間だ。

　そんな人間と、オタヒメさんに、メグの中で重なる部分があるらしい。

「周りの人たちが自分の思い通りに動いてくれないと気が済まない、っていうか」

「……えーっと」

「輪の中心で自分だけチヤホヤされてる状態をずっとキープしたがる、っていうか」

「あっ、なるほど」

　最初はピンと来なかったけど、ようやく理解した。

　それは、まさに、オタヒメさんだ。

「生徒会選挙で初めて見たときから、何となく、そういう雰囲気、感じてたんだ。周りにいる男子が、全員、自分を応援してくれてる。その状況を作り出すために、何でもする。そういう雰囲気」

　あの地獄絵図を思い出す。

　オタヒメさんを護衛のように取り囲みながら、選挙活動を全力でサポートする、ＯＴＡ団の男子部員たち。

　オタヒメさんにとって、生徒会長に当選できるかどうかは、大した問題じゃなかったのかもしれない。選挙活動を通じて、ＯＴＡ団の結束、いや、『輪の中心で自分だけチヤホヤされてる状態』を強化することが、一番重要だったのかもしれない。

「オーティーエー団って、女子の数、極端に少ないんだよね？」

「そ、そうだな。１年生がどれくらい入ったか知らないけど、２年生以上には、ななこ氏と、かなめ氏と、うん、２人しかいない」

「で、あの感じだと、男子の人気って、圧倒的にオタクラさんの方でしょ？」

「まぁ、見ての通り、というか」

「そういう性格の人が、そういう状況になったら、たぶん、ナナコちゃんのこと、思いっきり格下扱いするよね」

「か、格下？」

「リョータから見て、そんな感じ、しなかった？」

「……しない、ことも、ない、けど」

　ＯＴＡ団の中では、オタヒメさんが主役。ななこ氏が脇役。

　２年４組の教室で騒いでいる様子を、客観的に眺めている限り、確かに、そんな感じだったかもしれない。

　俺自身がＯＴＡ団の一員だった頃は、もっと平和的で対等な関係だったと思うんだけど。

　この９ヶ月で、パワーバランスが変わってしまったのか。

　あるいは、昔からそうだったけど、俺が鈍感すぎて気付かなかっただけか。

「リョータがオタクラさんと話してるとき、ウチの名前、チラッと出したでしょ？　一瞬だけ目が合ったけど、かなりヤバいオーラ出してたよ。自分より格下だと思ってた女子が、自分の知らないところでリョータやウチと絡からんでるの、ムカつく、殺す、って感じで」

「……随分と身勝手な話だな」

「そんなもんだよ、女子って」

　達観したような口調で、メグが言い切る。

「ナナコちゃんの態度、色々おかしかったでしょ？　リョータも、ウチも、最初、異常に拒否られたし。これ以上、関わらない方がいい、みたいなこと言われて」

　学園異能バトルのヒロインが１話で言いそうな台詞せりふ。

　俺も、メグも、違う場所で、同じ言葉を聞かされていた。

「もちろん、あのときは、美術部の秘密がバレたら死ねる、っていう気持ちが大きかったと思うけど。それ以前に、ウチらと仲良くするだけでオタクラさん的にアウトなの、わかってたんじゃないかな」

「……かなめ氏に遠慮してた、ってことか」

「うん。だいぶ、遠慮してたと思う」

　そのスタンスは今も変わらないだろう。

　メグに遠慮する必要がなかったとしても、オタヒメさんに遠慮しなきゃいけないから、ななこ氏の結論は同じだ。

『もう、布教活動、できないよね』

『昨日が、最初で最後になっちゃったね』

『だって、無理だよ。りょーた氏は、彼女さん持ちの、リア充さんなのに』

　八方塞がりの現状を認識して、俺は、ただ、絶望した。

　本当に、どうしようもない。

　微かすかな希望を見つけたような気がしても、次の瞬間、二重にも三重にも障壁が立ち上がる。

　空気を読め。

　仮面を被れ。

　立場をわきまえろ。

　まるで、正体不明の大きな力に、そう誘導されているようだ。

「……なんで、だよ」

　無性に腹が立ってきた。

　何に対して怒っているのか、よくわからないけど、とにかく腹が立ってきた。

「……どうして、こんなに、色々、面倒くさいんだよ」

　本音と建前を使い分け、噓うその上に噓うそを重ねる高校生活。

　微妙なパワーバランスを維持していくことが、何よりも優先される日々。

　一体、これは、何なんだろうか。

　ちょっと気を抜くとすぐに果てしない自己問答を始めてしまう俺が、またしても果てしない自己問答を始めてしまいそうになったところで、




「リョータって、噓うそつけない人だよね」




　心を見透かしたように、メグが俺の本質を言い当てた。

「……えっ？」

「今日、ずっと一緒にいて、すごく思った」

「……そ、そう、かな？」

「ウチは、噓うそつけない人に噓うそつかせちゃってるんだよね。最低だ」

「……いや、そんなことは」

「悪いことしてる自覚はあるんだよ？　リョータは、優しいし、いい人だし、味方になってくれる。わかってて甘えちゃってる。でも、ウチには、それしか思いつかないんだ。噓うそついて、その場しのいで、何となく平和な感じにして、っていう方法しかないんだ。ウチの人生で上手うまくいったの、それだけだから」

　最後の一言に、底知れない重みを感じる。

　メグの人生について俺が知っていることは少ない。

　だけど、そこには、何らかの確信がある筈はずだ。

　15年以上も生きていれば、自分は何であって何でないのか、何のために生まれて何をして生きるのか、そろそろ結論が見えてしまうこともあるだろう。

「でも、そのせいで色々おかしなことになってて。リョータだけじゃなくて、ナナコちゃんにまで迷惑かけちゃってて。こんなの、絶対、３ヶ月も続かないよね。今朝も言ったけど、もしリョータがイヤだって言ったら、すぐ終わりにするから」

　あまり余裕のない表情で、メグが俺の顔を見つめる。

　正直、少しだけ、俺は迷っていた。

　メグの彼氏じゃなくなったら、同時にリア充でもなくなる訳で、つまり、今抱えている問題が、全部、跡形もなく、綺き麗れいさっぱり、解決してしまうんじゃないか？

　そんな安直すぎる楽観論に傾きかけていた。

　だから、何も答えられない。

　気まずい沈黙が流れる。

　それを打ち破ってくれたのは、ＢＩＮＥの着信音だった。

「え」

　俺のスマホからだ。

　そういえば、さっきメグに手渡して、まだ返してもらってなかったな。

「リョータ、これ」

　画面に視線を落とした瞬間、メグの顔色が変わる。

　そのメッセージを見せてもらった瞬間、たぶん、俺の顔色も変わった。




　ななこ＠ＯＴＡ団：　たすけて
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　美術部の部室は地下２階の一番奥にある。

　ななこ氏は、現在、その中に立てこもっている。

「ななこ氏～☆」

　部室の前に、オタヒメさんが来ているせいだ。

「私、怒ってないよ？　美術部の部員集めで忙しい、とか言ってＯＴＡ団の活動をサボってたくせに、本当は勧誘なんか全然やってなくて、リア充様たちと遊んでたこと、オタクに対する重大な裏切り行為だと思うけど、私、怒ってないよ？」

　言葉に棘とげがある、なんてレベルじゃない。凄すさまじいプレッシャーだ。

　廊下の曲がり角から、オタヒメさんの背中を覗のぞいているだけでも、背筋が凍ってくる。ドア越しに攻防戦を繰り広げるななこ氏は、どんな心境だろうか。

「だから、とりあえず、この鍵を、あ・け・て？」

「そ、それは、ちょっと、無理、で」

「おっ？　おっ？　おっ？　リア充様たちは入れてあげたのに、私みたいなオタクは入れてくれないのですかな？」

「えっ、と、あの、あの」

「そうですか、そうですか！　ななこ氏がそういう態度を取るなら、私も相応の態度を取らせて頂きますぞ？　生徒会長の権限、甘く見てもらっては困りますぞ？」

　オタヒメさんが、両手を腰に当てて、仁王立ちの姿勢となった。

　アニメの生徒会長にありがちなポーズで、アニメの生徒会長にありがちなセリフを、ドアに向かってノリノリで言い放つ。




「私が本気を出したら、美術部なんて、今すぐ廃部にできるんだから～☆」




　そう。

　そうなのだ。

　オタヒメさんの発言は、ななこ氏が送ってきたＢＩＮＥの内容とも合致する。少なくとも、２人の間では、そういう話になっているらしいのだ。

　今から３分ほど前、最初のメッセージを受け取った俺たちは、ややこしい話を一旦脇に置いて、急いで地下２階へと向かった。その道中でも何度かメッセージが届き、断片的な情報ではあるけど、次第に状況が摑つかめてきた。

　……要約すると。

　だいぶ前から、美術部の存続は、オタヒメさんに『お願いして』『許してもらって』いる状況だった。

　何人部員を集めるとか、何かの賞を取るとか、そういう具体的な条件がある訳じゃなくて、オタヒメさん個人の機嫌を損ねたらアウト、という綱渡りだった。

　今回、色々な要因が重なって、オタヒメさんを怒らせてしまった。

　すなわち、美術部終了のお知らせ。

　そういう話になっているらしいのだ。

「ウチ、あんまり詳しくないんだけど、生徒会長って、そんなこともできるの？　権限強すぎじゃない？」

　声を潜ひそめて、メグが俺に尋ねる。

　当然の疑問だろう。

　一般論からすれば、明らかに前提条件がおかしい。普通科高校の生徒会長に、やりたい放題できるほど強力な権限なんて、ある訳がない。

　だけど、俺には、何となく理解できた。

　ななこ氏とオタヒメさんの間に、どういう理屈が働いたのか。

「本当は、そんなことできない筈はずなんだけどさ。オタク的には、生徒会長イコール絶対的権力者、って相場が決まってるんだよ。校則とか完全に無視できるし、部活とか余裕で潰せるし、っていうのがデフォなんだよ」

「え、意味わかんない。オタク的には、とか言っても、できないなら、できないじゃん」

「狭い世界の中では、正義も、正論も、全部『空気』次第だからな」

　たとえば、９ヶ月前。

　アイドルファイブの円盤を燃やすことが、オタクにとっての正義だった。過激なアンチほど強くて偉い、という風潮が、あまりにも支配的だった。

　声は喉から出るものであって、処しよ女じよ膜まくから出るものではない。

　そんな正論を唱えても、圧倒的な同調圧力の前に、どれくらい意味があっただろうか。

「こいつは強い。こいつは偉い。こいつには逆らえない。そんな共通認識があれば、できないことも、できるようになっちまう。そんな権限がなくても、何となく、廃部するしかないような『空気』になっちまう。その結果、今、こうなっちゃってる訳だ」

「そっか。うん。だんだん、わかってきた」

「……中学の頃、メグのことを一番嫌ってた人も、そういう『空気』を作るのが上手うまかったんじゃないか？」

　メグは何も答えなかったけど、その表情が、すべてを物語っている。

　中学時代のメグが味わった喪失感は、きっと、俺には想像できないほど、壮絶なもので。

　だからこそ、ななこ氏が心配なんだろう。

　自分と同じ思いを味わってほしくないんだろう。

　それは、もちろん、俺だって。




『みこみーは消えない。わたしが、守り続ける』

『だから、ここで、グッズも集め続けてるし、絵も描き続けてるんだよ』

　ななこ氏にとって、美術部の部室がどれだけ大切な場所なのか。

　俺は、他の誰よりも、それこそ、圧倒的にコミュニケーション能力が高いメグよりも、よく知っているつもりだ。

『わたしが、今でも、みこみーが好き！　なんて言ったら大変だよ。擁よう護ごするってことは、お前も処しよ女じよ膜まくから声が出てないのか、って言われちゃう』

　ＯＴＡ団では、本音を言えなくなってしまって。

　覇権の側がわに立つことしか許されなくなってしまって。

　隠れキリシタンのように、大量の偶像（フィギュア）を連れて、たった１人で逃げ込んだ、最後の聖域。

『うん。知ってた。りょーた氏だけは、あの事件の後もドルファイバーで、だから、ＯＴＡ団には、いられなくなっちゃって』

　同じタイミングで、俺は、違う道を選んでしまった。

　ななこ氏と同じ道を選ぶことも、できた筈はずなのに。

　そうすれば、隠れキリシタンは２人に増えて、この９ヶ月間、もっと楽しい高校生活を送れた筈はずなのに。

『……久しぶり、だ』

『……りょーた氏でよかった』

　随分と遠回りしてしまった。

　ななこ氏の本音を探ろうともせず、自分の本音だけを周囲に押し付けて、それで事態が好転する訳もない。結局、誰も幸せになれない。

『わたし、好きなの。大好きで、大好きで、……大好きなの』

　本当に大切なものを守るためなら。

　きっと、噓うそをつかなきゃいけない場面もあるんだ。




「無駄な抵抗はやめて、おとなしく出てきなさい～☆」

「や、やめて、ドア、叩たたかないで」

　今、ななこ氏は、最後の聖域を守るために戦っている。

　15分ほど前、二度と来るな、とか言い放った相手に、助けを求めなきゃいけないほど追い詰められている。

　正直、ちょっと嬉うれしかった。

　この状況で、俺を頼ってくれるんだな、って。

　もちろん、色々と誤解されたままだし、俺への信頼が回復した訳じゃないだろうけど、その説明は後回しだ。

　大丈夫。

　策はある。

　ここに着くまでの３分間、必死に考えてきた。

　行き当たりばったり感は否いなめないけど、咄とつ嗟さのアイデアにしては、決して悪くないと思う。

　あとは、覚悟の問題だ。

「……一つ、メグに質問したい」

　短い茶番を始めよう。

　俺が、自分に、覚悟させるための。

「中学の頃と、高校に入ってから、どっちが楽しかった？」

「え、いきなり、何？」

「答えてくれ。頼む」

「んー、それは、もちろん、今の方が楽しいけど」

「……だよな」

　答えのわかりきった質問は、茶番でしかない。

　だけど、俺は、メグの口から、その言葉を聞かなきゃいけなかった。

　誰からも嫌われないために、１人の敵も作らないために、メグは、この学校で、いつも噓うそをついてきた。

　おそらく、それは、想像を絶する修しゆ羅らの道だ。

　……だけど。

　今、高校生活が楽しい、って即答できるなら。

　メグがやってきたことは、絶対に正しい。

　……そして。

　昔、中学生活が楽しくなかった、って断言できるなら。

　今、ななこ氏が、似たような状況に追い込まれつつあるなら。

　俺がやろうとしていることも、きっと、絶対に正しい。

「なぁ、メグ。俺、メグの彼氏なんだよな？」

「う、うん。そうだよ。リョータが、別に、イヤじゃなければ」

「じゃあ、一般論だけど、えっと、うん、あくまでも、一般論だけど、渋谷の、ラブホとか、行ってるよな？」

「え？　や、行ってないし。ウチ、そういう経験ないし」

「行ってるんだよ、オタクの脳内では！」

　メグの処しよ女じよ膜まくから声が出てるのは知ってるけど、俺の妄想ではとっくに初体験を済ませてるし、相手はもちろん俺だったし、もうすぐ第一子が産まれる予定だし、あと、この際、真実はどうでもいい。

「……さっき、思いついたことがある。ななこ氏のために、メグも、協力してほしい」

　メグの表情が引き締まる。

　ふざけている訳じゃなくて、意味不明の発言をしているだけじゃなくて、俺が俺なりに真剣である、ということは、理解してもらえた筈はずだ。
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「かなめ氏。そこで、何してるんだ？」

　俺が背後から声をかけると、オタヒメさんは、ピタッ、と動きを止めた。

　数秒ほど間を置いてから、こちらへ振り返って、

「あっ、リア充様だ～☆」

　ニコニコと笑う。

　たぶん、今、この表情を作っていたんだな。

「ななこ氏？　リア充様たちが今日も遊びに来てくれましたぞ？　さすがですな！　私たちにできないことを、平然とやってのける！　そこにシビれるあこがれる～☆」

　ドア越しに、煽あおる、煽あおる。

　剝むき出だしの悪意は、明らかに、俺でもなく、メグでもなく、ななこ氏へと向けられていた。

　なるほど。

　メグの読みは正しかった。

　俺の浮うわ気き疑惑なんて口実に過ぎない。メグのために怒る理由もない。ななこ氏が、自分より格下のままでいるのか、あるいは、自分を裏切ってリア充の側がわに擦すり寄っているのか、それだけがオタヒメさんの関心事項だ。

　喩たとえるなら、野生動物の群れで行われる、上位個体から下位個体へのマウンティング。

　くだらない。

　冗談じゃない。

「……かなめ氏」

　たっぷり息を吸い込んで、ゆっくり息を吐き出して、俺は標的を見据える。

　覚悟なら、さっき決めてきた。

　俺は今から噓うそをつく。

　ななこ氏が噓うそをつかずにいられる場所を、守るために。

「たぶん、ちょっと、勘違いしてるぞ」

「勘違い、とは？」

「ざっくり言うと、俺も、メグも、ななこ氏とは遊んでない」

「な、何……だと……？」

　わざとらしい反応。半信半疑、といった具合だろうか。

　ななこ氏の立場を守るため、俺が適当に言い繕っている可能性も、当然、オタヒメさんの頭には浮かんでいる筈はずだ。

「いや、まぁ、ある意味、仲良くさせてもらってる、って言えるのかな？」

「んん～？　それは一体どういう意味で？」

「……できれば、これ、言いたくなかったけど」

　ムースとワックスとスプレーで固めたリア充ヘアーを指先で弄いじりながら、面倒くささと気恥ずかしさが入り混じった雰囲気を醸かもし出だしながら、俺は、告げる。




「美術部の部室、ラブホ代わりに使わせてもらってるんだよね」




「はひぇっ!?」

　オタヒメさんの口から、聞いたことのないような声が漏れた。

　これは、たぶん、素のリアクションだろう。

「メグと付き合い始めて、最初の頃は、渋谷のラブホに行ってたんだけど、さすがに金が足りなくなっちゃってさ。そしたら、たまたま、美術部の部室がちょうどいい感じで、しかも部員１人しかいない、って話を聞いて。あのときは、もう、うぇ───い！　って感じだったね。ハイタッチしちゃったね」

　噓うその設定を並べ立てる。

　リア充男子が言いそうなことを、リア充男子が言いそうな口調で。

　いや、噓うそをついている最中に、噓うそをついているぞ、という意識は持たない方がいいな。

　俺は彼女持ちのリア充！

　俺は彼女持ちのリア充！

　俺は彼女持ちのリア充！

　自己暗示の言葉を、胸の中で、何度も呟つぶやいた。

　あぁ、わかってるよ。

　自分がリア充になれないことは、自分が一番よく知っている。

　だけど、今、俺は、リア充じゃなきゃいけないんだ。リア充じゃなきゃ守れないものがあるんだ。ななこ氏を、アイドルファイブを、好きなものを好きだと言える場所を、布教活動したりされたりする場所を、リア充じゃなきゃ守れないんだ。

　だから、俺は、リア充になる。

　いくらでもリア充になってやる。

　今、俺は、俺ですらない。

　リア充という概念そのものだ。

「この部屋、地下２階の一番奥にあって、あんまり人が来ないし、鍵もかけられるし、色々と都合がいいんだよ。多少汚しちゃっても、ななこ氏が後で掃除しといてくれるし」

「……そ、掃除」

　オタヒメさんの顔が蒼あおざめていく。

　二次元を愛するオタク側がわの人間にとって、三次元の生々しいリア充的なエロスは、想像するだけで精神的ダメージをもたらす猛毒だ。

　Ｑ．オタクはどうして渋谷を嫌うのか？

　Ａ．リア充がセックスするための街だから。

　渋谷の空気にはセックスが微粒子レベルで存在し、呼吸するだけで肺が三次元に浸食されてしまう。

　今、オタヒメさんは、想像しているだろう。

　三次元に汚染されてしまった、美術部の部室を。

　泣きながら除染作業を行う、ななこ氏の姿を。

「……だから、ななこ氏、最近、よく、美術部に？」

「そういう使い方してること、あんまり大っぴらに言いたくないんだ。美術部の部室で、俺たちが楽しんでる様子を、覗のぞき見みとか、盗み聞きとか、絶対されたくないし」

「……た、楽しんで、あっ、はい」

　引きつった笑みを浮かべながら、オタヒメさんは、じりじりと壁伝いに道を開ける。少しでも俺から離れたい、という本能的な回避行動だろう。

　回避すべき対象は、俺やメグだけではない。

　今の話を聞いてしまった以上、美術部の部室にも、二度と近付きたくない筈はずだ。

　それでいい。

　オタヒメさんは秋葉原にでも行っていればいい。

　いつでも覇権の側がわに立って、歌ったり踊ったりしていればいい。

　ここは、オタクじゃない俺が、いや、『俺たち』が、『楽しんでる』場所なんだから。

「ところで、さっき、美術部を廃部にする、とか言ってなかった？」

「……え、あ、そ、それは」

「この学校、部員１人の部活でも問題ないんじゃなかったの？　俺、ななこ氏から、そう聞いてたんだけど」

「……た、確かに、そう、なのですが」

「ですが？」

「……本当に、部員１人しかいないのは、美術部だけで、それも、その、どうなのかな～、と言いますか」

「あぁ、なるほどねー。いや、わかるよ？　かなめ氏は生徒会長だから、そういうこと考えなきゃいけない立場だもんな。すげーわかる。ただ、この部屋が使えなくなっちゃうと、俺たちも困るんだわ」

　いかにも余裕ぶった笑みを浮かべたまま、メグに視線を送る。

　無言のアイコンタクト。

　目だけで伝えるＧＯサイン。

　それを確認してから、俺は、ぐいっ、とメグの手を引き寄せた。

「だから、俺とメグが、実は美術部員でした、ってことにできない？　そしたら、部員３人もいるんだから、廃部にしなくてもよくない？　どう？」

　アニメの悪役みたいな要求だ。

　アニメの生徒会長だったら、きっと、その絶対的権力を使って、こういう悪いリア充を返り討ちにしてしまうだろう。善良なオタクが救われて、めでたしめでたし、だろう。

　だけど、現実は、そんなに単純じゃない。

　生徒会長に大した権力はない。

　生徒会長を怒らせちゃったら廃部にされるのも当然だろう、みたいなオタク同士の共通認識が、そういう身内の空気が、リア充には通用しないのだ。

「……さ、３人も、いれば、廃部は、ありえない、ありえませんな？」

　リア充と化した俺の要求に、オタヒメさんはこう答えるしかない。

　いや、まったく、リア充はすごい生き物だ。
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　さっきまで騒がしかった地下２階の廊下は、一転して静まり返っている。オタヒメさんが逃げるように立ち去り、部室前には俺とメグだけが残っていた。

「ななこ氏、もう大丈夫だ。鍵を開けてくれ」

　ドア越しに声をかける。

　返事はない。

　しかし、数秒後、ガチャリ、と開錠の音がした。

　内側からドアが開くと、そこには、魂の抜けたような顔。

「……りょーた氏」

　ななこ氏が俺の名前を呼ぶ。

　ハイライトの消えた、濁りきった瞳に、光が戻ってくる。

「……あ、あり、が、と」

　そして、大粒の涙も。

「わ、わたし、助かったんだよね？　なんか、全然、よく、わからないけど、廃部に、ならなかったんだよね？　部室のことも、バレなかったんだよね？」

「あぁ、全部ＯＫだ。生徒会長直じき々じきに、美術部は廃部にならない、って言げん質ちを取ったからな。部室の中も見られてない」

「……じゃ、じゃあ、みこみーを、守れたんだよね？」

「そうだ。みこみーは消えない」

「……みこみーは、消えない」

「消えないよ。ななこ氏が、ずっと守り続けてきたんだから」

「……わたしが、ずっと」

「そうだろ？　だから、これからも、ずっと大丈夫だ」

「……りょ、りょーた氏、ありがと、本当に、あり、が、う、うわああぁぁっ!!」
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　もう限界だったんだろう。

　張り詰めた糸が切れた瞬間、ななこ氏は、座り込んで、大声で、泣き出してしまった。

　あの事件から９ヶ月。ＯＴＡ団の空気を読みながら、かなめ氏の顔色を窺うかがいながら、覇権の側がわに立つ絵師として毎回ランキング上位を獲とりながら、この部屋を、最後の聖域を、ずっと守り続けてきたんだ。

　それが、見つかってしまいそうで、奪われてしまいそうで、終わってしまいそうで、もう、怖くて仕方なかった筈はずなんだ。

　15分ほど前、二度と来るな、とか言い放った相手に、助けを求めなきゃいけないほどに。

　俺の方こそ、ありがとう。

　俺を頼ってくれて、ありがとう。

　おかげで、まぁ、何とかなったみたいだよ。

「ひっ、ひぐっ、うぅっ、よかった、よかったあぁ、ふぁあぁぁっ」

　ななこ氏は、一向に泣なき止やむ気配がない。

　しばらく考えてから、俺は、しゃがみ込んで、ななこ氏と目線の高さを揃そろえて、ななこ氏の頭を優しく撫なでた。

　もし俺がリア充だったら、迷わず抱き締めて、何の脈絡もなく唇を奪って、特に根拠もなく永遠の愛とか言い出して、えんだああああああああああああああいやああああああ！　みたいなＢＧＭが流れていた筈はずだけど。

　今、俺はリア充じゃないから。

　ななこ氏の前では、美術部の部室では、リア充じゃなくていいから。

「良かったな。本当に、良かった」

　だから、泣いている女の子を無言で抱き締めるような、リア充特有の行動もしない。

　こうやって頭に手を置くくらいが、俺とななこ氏には、ちょうどいいんだ。




　数分後。

　ななこ氏の状態が落ち着いてきたところで、俺とメグは、自分たちの関係について、昨日から今日までの出来事について、包み隠さず話をさせてもらった。

「３ヶ月限定の、彼女さんって、そういう意味だったんだ……」

　ななこ氏は、全身の力が抜けてしまった様子。

　みこみーのぬいぐるみを落としそうになったけど、ギリギリ落とさなかったのは、みこみーへの愛が為なせる業わざだろう。

「ごめんね？　ウチのせいで、なんか、ややこしい話になっちゃって」

「だ、大丈夫、です。わたしの方こそ、色々、ご迷惑を」

「言い訳になっちゃうけど、ナナコちゃんには、なるべく早く、本当のこと話そうと思ってたんだ。でも、もっと早く、昨日中に言わなきゃいけなかったんだなー、って」

「あっ、いや、その、だから、メグさんが、謝らなくても、いいと思うので、えっと」

　謝られている方が申し訳なさそうな顔をしているな？

　いや、傍観している場合じゃない。

　ななこ氏に謝らなきゃいけないのは、俺も同じだ。

「……この件については、俺の言葉が足りなくて、誤解を招いてしまって」

「で、でも、りょーた氏は、メグさんの秘密を守ろうとしてたんだよね？」

「……いや、まぁ、そうなんだけど、それならそれで、もうちょっと上手うまい言い方があっただろ、というか、コミュニケーション能力が低すぎるだろ、というか」

「えっと、そ、そうかも、しれないけど」

　肯定されてしまった。

　否定しようがないからね、仕方ないね。

「りょーた氏が、コミュ障とか、そんなことは」

「むしろ表現が強くなってるじゃねーか」

「あ、ち、違くて、えっと、でも、りょーた氏は、アドリブが弱いだけで、話すことを、準備しておけば、すごいんだよね？」

「典型的なコミュ障の特徴じゃねーか」

「あ、うぅ、そうじゃなくて、実際、すごかったよ！　あの、えっと、ラブホ……」

　ななこ氏の声が、だんだん小さくなっていった。恥ずかしそうに俯うつむいて、身体も小さく縮こまっている。

　やめてくれよ。

　そういう態度を取られると、俺自身も、恥ずかしくなってくるじゃないか。

「……さっきの、アレは、うん。確かに、そうだな。話す内容を、事前に、しっかり準備しておいたパターンだな」

「メグさんと、話し合って、決めてくれたんだよね？」

「あれは、全部、リョータが考えたんだよ？」

「そ、そうなの？」

「だって、ウチには、あんなこと思いつかないし。すごいよね、リョータって」

　素直に感心したような口調で、メグが俺を持ち上げる。

　ついでに、パチパチパチ、と小さな拍手もしてくれる。

　こういうところに、コミュニケーション能力の高さが表れるんだろうね。

「……リア充がリア充してるリア充でリア充な空間に、オタクは近寄りたくないんだよ。教室で告白とか、本当に迷惑なんだぞ？　忘れ物も取りに行けないんだぞ？」

「それ、ウチに言われても困るんだけど」

「そうかもしれないけど、実際、俺たちは逃げたからな？」

「だ、だって、お邪魔しちゃいけない、と思って……」

「リア充の陣地にオタクは入ってこない。だから、美術部の部室をリア充の陣地と思い込ませれば勝ち。単純な発想だけど、まぁ、リア充側がわの人間には思いつかないだろうな」

　リア充の陣地にオタクは入ってこない。

　オタクの陣地にリア充は入ってくる。時々だけど。

　遠慮してしまうことを、相手の領域に踏み込まないことを、まるで悪いことであるかのように捉えるのが、リア充の文化だ。

「とはいえ、色々な意味で、俺１人じゃできない方法だったよ。褒めるなら、メグの方を重点的に頼む。メグは俺を褒めるのが上手うまいけど、俺はメグを褒めるのが下手へただから、ちょっと不公平になっちゃってるんだ」

　この作戦には欠陥がある。

　彼女がいないと実行できない、という致命的な欠陥だ。

　しかも、並大抵の彼女ならば、彼氏とエロいことをするための部屋を校内に確保してまーす（はぁと）などという話は、真実であれ、噓うそであれ、許せる筈はずがない。

　ところが、メグは、これを二つ返事で引き受けてくれた。

　確かに、俺たちは、一般的な彼氏彼女の関係ではないんだけど。変な目で見られたり、変な噂うわさが広まったり、そういうリスクは当然ある筈はずで、そういうデメリットは当然わかっていた筈はずで、それにもかかわらず、メグは協力してくれたのだ。

「メグのおかげで、どうにかこうにか、ここを守ることができた」

　部室の中をぐるりと見回す。

　棚にも、壁にも、アイドルファイブのグッズがずらりと並んでいる。そのうち半分は、去年の夏休み明け、ＯＴＡ団の部室から処分される予定だったものだ。

「とりあえず、めでたしめでたし、って感じじゃないか？」

「……ありがと」

　ななこ氏は、幸せを嚙かみしめるような笑顔で、




「りょーた氏も、メグさんも、本当に、ありがと。えへへへっ」




　噓うそをついた甲斐かいがあった。

　噓うそをついてよかった。

　奥の方から湧き上がってくる気持ちは、何と呼べばいいか。

　達成感？

　安あん堵ど感、と言った方がいいかもしれない。

　ようやく俺も緊張が解けたみたいで、慣れない真似まねをしたことの精神的疲労が一気に押し寄せてきた。今になって、手が震えている。喉もカラカラに渇いている。

　……まぁ、わりと無茶したからな。

　苦笑いを浮かべる俺の前に、ずいっ、と５００ミリ缶が差し出された。

　微笑ほほえみを浮かべるななこ氏は、多くを語らず、ただ、一言。

「サイダー、飲む？」

「……いただきます」

　アイドルファイブ１期放送時、秋葉原限定で販売されたレアアイテム。

　アイドルファイブが終わったコンテンツになってしまう前は、ネットオークションで定価の何倍も出さなきゃ変えなかった逸品。

　こんなことを、今更、いちいち説明する必要はない。

　やるべきことは、やりたいことは、とてもシンプルだから。

「メグさんも、どうぞ」

「わー、ありがと」

「蓋は開けましたか？」

「開けたよー」

「じゃあ、早速……」

「おう、早速……」

「え？　あ、うん」

「「せーの」」




「愛してる」

「カンパーイ」




　改めて実感する。

　どうやら、俺は、失わずに済んだらしい。

　噓うそをつかず、他人の顔色を窺うかがわず、季節に流されず、同調圧力に晒さらされず、友情の皮を被かぶった悪意にも晒さらされず、ただ、好きなものを好きだと語り合える。

　そんな場所を、俺は、守ることができたらしい。




　　　＊　＊　＊




　午後の授業が終わり、時刻は４時半。

　俺とメグは、公園のベンチに座っていた。

　ここへ来たのは３回目。１回目、髪が燃えて死にかけたトラウマは、２回目、メグに告白された衝撃で上書き保存され、結果として良いい印象しか残っていない。素敵な公園でございますね。綺き麗れいな池でございますね。

　ここで、俺たちは何をしているのか？

　いわゆる放課後デートである。

　俺とメグは彼氏と彼女で、２人とも部活に入っていない訳で、リア充的な価値観に照らし合わせると、放課後デートしない方が不自然である。

　その理屈はわかったけど、じゃあ、具体的に、何をどうしろと？

　これがまたリア充の難しいところで、模範解答としては、何をどうしてもいい。

　ただし、彼氏は彼女を常に楽しませてあげなきゃいけないし、印象深いサプライズを用意してあげなきゃいけないし、爪が綺き麗れいとか小さな変化にも気付いてあげなきゃいけないし、もちろん髪型はムースとワックスとスプレーで整えておく必要がある。

　面倒くさい。

　まぁ、頑張ってみるけどさ。

　その記念すべき第１回の開始から間もなく、俺は早速ダメ出しを喰くらっていた。

「なんか、ウチだけ、ノリ悪い感じになっちゃってたよね」

「……この件については、俺の言葉が足りなくて、つらい思いをさせてしまって」

「つらい思い、とか深刻すぎてウケるんだけど。でも、うん、そうだね。やり方が全然わかんなくて、ちょっと困った」

　メグが笑いながら言及しているのは、昼休みの「愛してる」「カンパーイ」について。

　うん、そうだね。

　事前に解説するべきだったね。

　達成感と安あん堵ど感で気が緩んじゃって、まったくメグに配慮していなかった。月曜の失敗から何も学んでいない。

　メグ視点だと、貰もらったサイダーを飲もうとしたら、突然、未知の風習が始まった訳で。とりあえず、何となく、無言で乾杯した訳で。すぐに気付いてフォローしたけど、本当に、申し訳なかった。

　コミュニケーション能力の高いメグだから、まだ、笑い話で済まされているけど。

　コミュニケーション能力の低い俺だったら、もう、帰りたくて仕方なかっただろう。死にたみが加速していただろう。先週の金曜、あのカラオケみたいに。

「気にしなくていいよ？　ウチに気を遣われても、なんか、悪いし」

「……そう言ってもらえると、はい、助かります」

「だから、あの、勉強会？　あれも、ウチは行かなくて正解だと思う。大学受験の勉強してるところに、１人だけ小学生が来ちゃったら、わりと困るでしょ？」

「……確かに、うん。ななこ氏のためにも、メグのためにも、それが正解だと思う」

　布教活動を勉強会と呼称するセンスは、的外れのような、的を射ているような、判断に困る微妙なラインだ。どちらにせよ、メグは来ない方がいいだろう。

　……そう。

　ななこ氏から俺への布教活動が、また始まる。

　ななこ氏の前だと、俺はリア充じゃなくていいから。その理屈を、ななこ氏にも理解してもらえたから。そして、何より、美術部の部室を、布教活動するための場所を、ちゃんと守れたから。

　もう何の支障もない。

　１ミリの矛む盾じゆんもない。

　良かった。本当に、良かった。

「全部で25回、とか言ってたよね？」

「いや、まぁ、とりあえず、最低でも25回、かな？」

「増えるんだ？」

「増えない保障はない」

「ふーん？」

　いつもと変わらない、少し眠そうな瞳で、メグは俺の顔を覗のぞき込こんだ。

「それ、ペース的には、週何回？」

「たぶん、週２回？　ななこ氏が、放課後、ＯＴＡ団に行かなくていいの、大体それくらい、って言ってたから」

「じゃあ、ウチとは週３回だね」

「何が？」

「放課後デート」

「……えっ？」

　意表を突かれた。

　ななこ氏のことを考えていた頭が、一瞬で、メグの方に切り替わる。

「リョータ」

「……はい」

「これからも、ウチと付き合ってくれるんだよね？」

「……も、もちろん」

「じゃあ、今は、ウチ『が』リョータのカノジョなんだよね？」

『が』に強いアクセント。

「一応、今は、付き合ってくれてるんだからさ。ウチのこと最優先にしてよ。ナナコちゃんと週２回だったら、ウチとは週３回。そうじゃなきゃ、色々おかしくない？」

「……あ、あぁ、うん。そうだな。おかしいな」

「じゃあ、そんな感じで」

　メグは満足そうに微笑ほほえんだ。

「これからも、ずっと、よろしくね？」

「……よろしく、お願いします」

　マジ天使な笑顔の裏に、ちょっとだけ、小悪魔の影。

　どう足搔あがいても、メグに勝てる気がしない。掌てのひらの上でコントロールされてしまう。そういう運命なのかな、俺は。

「で、いつなら空あいてるの？　ナナコちゃんの予定次第だと思うけど」

「……えっと、とりあえず、明日は大丈夫。ななこ氏、今日と明日はＯＴＡ団に行かなきゃいけない、って話だったから」

「勉強会は、来週から？」

「そう、月曜か火曜か」

　ここで、ふと思い立つ。

「……どっちにしろ週末を挟むから、俺ができる範囲で、予習しておこうかな」

「予習？　何するの？」

「１期の円盤は持ってるから、自分の家でそれを観みる」

「え、じゃあ、もしかして、アニメみるための準備でアニメみる、ってこと？」

「まぁ、そういうことになるけど」

「ウケる」

　ウケちゃったかー。

　礼儀作法の範はん疇ちゆうだと思ったんだけどなー。

「っていうか、すごいよね。ナナコちゃんも、リョータも、本当に、思いっきり、オタクの人なんだね」

「……どうかなぁ、それは」

　考えてみた。

　自分はオタクだろうか？

　たぶん、違う。

　本当にオタクだったら、俺は、きっと、ＯＴＡ団を辞めていない。

　じゃあリア充だろうか？

　これも、違う。

　本当にリア充だったら、俺は、今、木きノ本もとくんたちの集団に溶け込めている。

　オタクでもない。

　リア充でもない。

　どちら側がわにも所属しない中ちゆう途と半はん端ぱな人間は、東京の高校だと、青春を謳おう歌かできない仕組みになっていた筈はずだ。

「……ちょっと変な質問していいか？」

「うん、いーよ」

「青春って何だと思う？」

「え、思ったより変な質問だった」

　冷静なツッコミに、俺のテンションも氷点下まで落ち込んだ。

「……じゃあ、いいよ、答えなくて」

「待って、待って、意味わかんないんだけど。どしたの、急に？」

　楽しそうにニヤニヤ笑いながら、メグが人差し指でツンツンしてきた。

　鼻。

　顎あご。

　肩。

　胸。

　その他、上半身の様々な部位を。

「ちょ、や、やめろ」

「んー、続ける」

「え、わっ、な、なんで、やめて」

「こういうの、リョータ的には、青春だったりしない？」

「……えっ？」

　急に始まった連続攻撃は、終わるときも唐突だった。

　メグはすっかり満足した様子で、元の位置に戻り、ベンチの背もたれに身体を預ける。

「ウチ的には、今、わりと、青春してるんだけど」

「……なるほど」

　一時的に荒くなった呼吸を整えて、俺も、メグと同じ空を眺める。

「あと、たぶん、ナナコちゃんと一緒にアニメみてるのも、それはそれで青春だと思う」

「……なるほど」

　アイドルファイブ２期最終話、戦いを終えたアイドル魔法少女たちが、５人それぞれの日常へと戻り、ふと空を見上げる、Ｃパートの演出を思い出す。再生する度にななこ氏が泣き出してしまうので、各シーンの解説が終わるまでに10分以上かかった筈はずだ。

　そして、気付いた。

　青春を謳おう歌かしてるな、俺。

　リア充にもオタクにもなれない中ちゆう途と半はん端ぱな人間だけど。

　自分は何者か？　という哲学的問答をどれだけ繰り返しても、まだ結論が見えないけど。

　メグとの関係も、ななこ氏との関係も、条件や制約が特殊すぎて、一般的なリア充やオタクとは全然違うものだけど。

「……こういうのも、悪くないか」

　そんなことを呟つぶやきながら、上体を起こし、改めて公園の景色を見渡す。

　定期的に清掃が行われているんだろう。

　１週間近く前、反こねグッズを燃やした焚たき火びの痕あとなんか、もう何も残っていなかった。







　あとがき




「ふーん、で、君は●●●●●のキャラで誰が好きなの？」

「オウフｗｗｗ　いわゆるストレートな質問キタコレですねｗｗｗ　おっとっとｗｗｗ　拙者『キタコレ』などとついネット用語がｗｗｗ　まあ拙者の場合●●●好きとは言っても、いわゆるラノベとしての●●●でなくメタＳＦ作品として見ているちょっと変わり者ですのでｗｗｗ　ダン・シモンズの影響がですねｗｗｗｗ　ドプフォｗｗｗ　ついマニアックな知識が出てしまいましたｗｗｗ　いや失敬失敬ｗｗｗ　まあ萌えのメタファーとしての▲▲は純粋によく書けてるなと賞賛できますがｗｗｗ　私みたいに一歩引いた見方をするとですねｗｗｗ　ポストエヴァのメタファーと商業主義のキッチュさを引き継いだキャラとしてのですねｗｗｗ　■■■■■■の文学性はですねｗｗｗｗ　フォカヌポウｗｗｗ　拙者これではまるでオタクみたいｗｗｗ　拙者はオタクではござらんのでｗｗｗ　コポォ」




　お目汚し失礼しました。

　冒頭に引用したのは、10年ほど前に流行したコピペです。文中の固有名詞（編集部注・出版社判断により伏字）に懐かしさを覚える人、▲▲って誰？　戦艦？　という人、受け止め方は様々かと思いますが、いずれにせよ、10年前の文章です。

「ポスト●●●」の10年間で、オタクという言葉の意味は、少しずつ変化していきました。10年後を生きる私たちが、10年前の文章に違和感を覚えても無理はありません。

　そして、だからこそ、この作品は成立したのでしょう。




　遅ればせながら、本書『リア充にもオタクにもなれない俺の青春』を手に取って頂き、ありがとうございます。

　この作品は、今を生きる「俺」たちの物語です。冒頭の文章が書かれた時代には、オタクという言葉が古典的な意味しか持たなかった時代には、決して成立しなかった物語です。そんな物語が、今、ここに、えっと、せーりつしてるんだね！　すっごーい！（突然のＩＱ低下）

　……という訳で、リア充でもオタクでもない「俺」たちに贈る、新・青春ラノベ。どうぞお楽しみください。

　なお、既に人生が楽しくて仕方ない皆様は、どうぞ渋しぶ谷やや秋あき葉は原ばらにお帰りください。

　リア充は読むな！

　オタクも読むな！

　これが「俺」たちの合言葉です。





弘ひろ前さき龍りゆう









　続・あとがき




　この文章をあなたが読んでいるということは、本書も無事に発売されたようですね。

　本書『リア充にもオタクにもなれない俺の青春』は、２０１７年６月に発売を予定していましたが、製作上の都合により同９月に発売が延期されました。お待ち頂いていた読者の皆様には、改めてお詫び申し上げます。すみませんでした。

　この３か月間、何があったのかは皆様のご想像にお任せしますが、あとがき（前ページ）が伏字だらけで返ってきたときは正直ドン引きした、とだけ申し上げておきます。

　いやー。

　まったくもう。

　Ｋ社でお仕事するって、大変なことなんですね！

　そんな大変なお仕事を引き受けてくださり、とても綺麗なイラストで華を添えて頂いた冬とう馬ま来き彩ささんには頭が上がりません。本当にありがとうございます。




　以上、ちょっとした裏話でした。

　読者の皆様に直接関係ないことを長々と書き連ねるのも野暮なので、合言葉をもう一度復唱して、締めの言葉に代えさせて頂きます。

　リア充は読むな！

　オタクも読むな！

　あと、Ｋ社の偉い人も読むな！

　これは「俺」たちの青春ラノベだ！





弘ひろ前さき龍りゆう
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弘ひろ前さき 龍りゅう

人として軸がぶれている。

ブレブレブレブレ。
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イラスト／冬とう馬ま来き彩さ

ギャルもオタクも資質なので経緯フェチ提唱者としては生まれから妄想しています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「弘前 龍先生」係

「冬馬来彩先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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リア充じゅうにもオタクにもなれない俺おれの青せい春しゅん
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